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i説 jJ
汎
ア
ジ
ア
主
義
に
お
け
る

「
台
湾
要
因
」

|
|
両
岸
関
係
を
め
ぐ
る
日
・
英
中
間
抗
争
の
政
治
経
済
史
的
背
景
ー
ー
ー

日

次

(1)
は
じ
め
に

(
2
)
植
民
地
台
湾
・
台
湾
籍
民
を
め
ぐ
る
日
中
間
競
争

(3)
対
福
建
関
係

(
4
)
対
広
東
・
広
西
関
係

松

浦

正

孝
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説

(5)
対
西
商
工
作
の
失
敗
と
英
国
の
対
中
進
出

(6)
お
わ
り
に

論

(
1
)
は
じ
め
に

(
昭
和
六
)
年
満
州
事
変
が
起
き
た
時
、
関
東
軍
は
、
「
侵
略
的
戦
争
」
は
違
法
で
あ
る
と
い
う
当
時
の
国
際
法
解
釈
を
英
米

等
の
国
際
社
会
と
共
有
し
、
自
分
た
ち
の
引
き
起
こ
し
た
満
州
事
変
が
「
自
衛
戦
争
」
で
は
な
く
「
侵
略
的
戦
争
」
で
あ
る
こ
と
を
十
分
認

識
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
彼
等
は
「
中
国
軍
の
満
鉄
線
路
爆
破
」
に
対
す
る
「
自
衛
戦
争
」
と
し
て
の
満
州
事
変
を
演
出
す
る
た
め
、
柳
条

湖
事
件
と
い
う
自
作
自
演
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
日
中
戦
争
勃
発
後
、
特
に
第
二
次
上
海
事
変
へ
の
拡
大
後
、
戦
争

(
l
)
 

目
的
は
「
自
衛
」
で
は
な
く
な
り
、
「
暴
支
暦
懲
」
、
即
ち
国
民
政
府
の
排
日
政
策
放
棄
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
日
本
は
、
日
中
戦
争
は

「
聖
戦
」
で
あ
る
と
い
う
論
理
を
手
に
入
れ
た
。
法
政
大
学
の
政
治
学
教
授
で
大
亜
細
亜
協
会
常
任
理
事
の
中
谷
武
世
は
、

九

一
九
四
一
年
夏

に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
日
露
戦
争
、
が
露
西
亜
帝
国
の
極
東
侵
略
に
対
す
る
自
衛
の
戦
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
日
露
戦
は
そ
の
史

的
意
義
に
於
て
亜
細
亜
解
放
の
序
曲
と
な
り
有
色
民
族
覚
醒
の
契
機
と
な
っ
た
。
満
州
事
変
も
支
那
事
変
も
、
我
が
自
衛
の
行
動
に
外
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
政
府
が
屡
次
の
声
明
に
於
て
強
調
し
た
と
こ
ろ
に
徴
し
て
も
明
白
で
あ
る
。
然
も
、
両
事
変
の
史
的
意
義
が
斯
く

の
如
き
範
囲
に
止
ま
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
満
州
事
変
、
支
那
事
変
ま
た
そ
の
史
的
意
義
に
於
て
日
露
戦
争
と
同
じ
く
亜
細
亜
解
放

の
戦
で
あ
り
、
亜
細
亜
人
の
亜
細
亜
建
設
の
戦
に
外
な
ら
ぬ
。
殊
に
今
次
の
支
那
事
変
に
在
り
て
は
、
事
変
遂
行
の
過
程
に
於
て
国
民
の
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聞
に
事
変
の
性
格
と
そ
の
史
的
意
義
に
関
す
る
明
確
な
る
自
覚
を
生
じ
、
聖
戦
の
意
識
は
や
が
て
国
民
一
般
の
信
念
と
な
り
、
ア
ジ
ア
の

解
放
、
東
亜
新
秩
序
建
設
は
現
代
日
本
の
民
族
的
目
標
と
し
て
矩
火
の
如
く
国
民
の
胸
臆
を
燃
や
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
之
を
満
州
事
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-
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(
2
)
 

変
当
初
の
『
自
衛
権
の
発
動
』
的
理
念
に
比
較
し
て
何
と
い
ふ
大
き
な
、
運
庭
で
あ
ら
ふ
か
。
[
傍
線
松
浦
]
」

満
州
事
変
か
ら
、
日
中
戦
争
を
経
て
、
日
本
の
戦
争
の
性
格
は
「
聖
戦
」
へ
と
大
き
く
変
貌
し
、
さ
ら
に
そ
れ
は
「
大
東
亜
戦
争
」
へ
と
跳

躍
し
た
。
日
中
戦
争
を
戦
う
中
で
日
本
は
南
へ
南
へ
と
戦
線
を
拡
大
し
、
仏
印
進
駐
、
さ
ら
に
は
対
米
英
蘭
戦
争
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
日
本
帝
国
の
戦
争
の
変
質
が
明
瞭
に
自
覚
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

汎アジア主義における「台湾要因」

(
昭
和
一
六
)
年
一
二
月
八
日
に
米
英
蘭
各
国
と
戦
争
状
態
に
入
っ
た
大
日
本
帝
国
政
府
は
、

名
称
を
「
大
東
亜
戦
争
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
際
、
「
大
東
亜
戦
争
」
の
名
称
は
「
支
那
事
変
」
に
も
遡
及
し
て
使
わ
れ
る
、

即
ち
日
中
戦
争
以
降
は
一
つ
の
「
大
東
亜
戦
争
」
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
理
由
は
、
「
支
那
事
変
」
も
「
大
東
亜
新
秩
序

建
設
の
た
め
米
英
両
国
の
健
備
化
し
た
重
慶
政
府
の
打
倒
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
今
回
の
対
米
英
戦
と
同
一
で
本
質
も
異

(
3
)
 

な
る
と
こ
ろ
」
な
き
た
め
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
日
本
は
「
支
那
事
変
」
遂
行
に
あ
た
り
米
英
両
国
か
ら

(
4
)
 

の
経
済
援
助
な
し
に
は
や
っ
て
い
け
な
か
っ
た
し
、
米
国
艦
船
を
誤
射
し
た
パ
ナ
イ
号
事
件
に
お
け
る
日
本
側
の
謝
罪
や
天
津
租
界
封
鎖
に

お
け
る
米
国
人
に
対
す
る
配
慮
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
は
日
中
戦
争
の
中
期
ま
で
は
米
国
に
対
し
て
異
常
な
ま
で
の
気
配
り
を
怠

ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
「
支
那
事
変
」
と
対
米
英
蘭
戦
争
と
は
全
く
異
質
で
あ
る
。
従
っ
て
「
支
那
事
変
」
を
「
大
東

亜
戦
争
」
と
同
質
の
も
の
と
し
て
同
一
視
す
る
と
い
う
の
は
、
こ
う
し
た
事
実
と
は
別
の
側
面
、
あ
る
種
の
一
貫
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
連

北法55(3・23)929

)
九
四

一
二
日
閤
議
に
お
い
て
戦
争
の

続
性
に
着
目
し
た
結
果
生
ま
れ
た
視
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
日
本
に
何
が
起
こ
り
、
日
中
戦
争
は
な
ぜ
南
下
し
て
「
大
東
亜
戦
争
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
中
戦
争

は
ど
の
よ
う
に
変
質
し
て
い
っ
た
り
だ
ろ
う
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
お
け
る
ド
イ
ツ
進
撃
に
よ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
各
植
民
地
が
権
力
の



説

空
白
と
な
っ
た
た
め
、
資
源
を
求
め
る
日
本
が
そ
こ
に
進
出
し
た
、
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
説
明
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
の
戦
争
起
源

論
で
は
「
陸
軍
の
北
進
論
」
対
「
海
軍
の
南
進
論
」
と
い
う
構
図
が
描
か
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
、
陸
軍
が
中
心
と
な
っ
た
日
中
戦
争

が
拡
大
・
南
下
し
て
、
反
英
戦
争
、
な
い
し
「
大
東
亜
戦
争
」
(
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」
)
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、

北法55(3・24)930

論

十
分
な
説
明
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
日
本
の
南
進
及
び
「
大
東
亜
戦
争
」

へ
の
動
き
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
伴
う
「
大
東
亜
共
栄
圏
」

へ
の
動
き
の
原
因

を
、
日
本
の
汎
ア
ジ
ア
主
義
と
い
う
当
時
の
共
同
心
性
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
求
め
、
こ
の
生
成
と
発
展
と
を
政
治
経
済
史
的
に
分
析
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
本
稿
の
仮
説
は
、
日
本
を
「
大
東
亜
戦
争
」
へ
と
導
い
た
汎
ア
ジ
ア
主
義
は
、
満
州
事
変
及
、
ぴ
世
界
大
恐
慌
後
の
通
商

摩
擦
を
契
機
と
し
て
燃
え
上
が
っ
た
現
象
で
あ
り
、
そ
の
核
心
は
、
大
英
帝
国
を
中
心
と
す
る
西
洋
帝
国
主
義
及
び
中
華
民
国
の
国
民
国
家

建
設
(
こ
れ
は
中
華
帝
国
世
界
の
再
現
と
も
見
な
さ
れ
る
)
に
対
す
る
通
商
経
済
を
中
心
と
す
る
競
争
・
対
抗
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
際
、
競
争
・
争
奪
の
対
象
の
中
心
と
な
っ
た
も
の
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
英
帝
国
を
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
周
縁
的
に
支
え
た
サ

パ
ル
タ
ン
(
被
支
配
者
)
で
あ
る
イ
ン
ド
・
南
洋
(
東
南
ア
ジ
ア
)
及
び
デ
イ
ア
ス
ポ
ラ
(
離
散
民
)
で
あ
る
イ
ン
ド
商
人
(
印
僑
)
、
そ

日
本
帝
国
の
植
民
地
(
サ
パ
ル
タ
ン
)
台
湾
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
中
国
対
岸
地
域
(
華
南
)
・
南
洋
及
び
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
で
あ
る

し
て
、

台
湾
籍
民
・
華
僑
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
英
帝
国
、
大
日
本
帝
国
、
さ
ら
に
近
代
以
前
に
お
い
て
は
中
華
帝
国
を
、
通

商
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
支
え
た
存
在
で
あ
っ
た
。
日
本
が
ア
ジ
ア
に
お
け
る
帝
国
建
設
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら

の
地
域
を
経
済
的
に
掌
握
し
、
彼
ら
サ
パ
ル
タ
ン
・
デ
イ
ア
ス
ポ
ラ
の
形
成
す
る
通
商
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

大
恐
慌
後
の
角
逐
の
中
で
、
排
他
的
に
こ
れ
を
独
占
し
よ
う
と
し
た
の
が
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
へ
の
動
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
日
本
は

一
九
三
0
年
代
を
通
じ
て
主
に
経
済
的
に
南
進
し
、
英
国
を
圧
伏
さ
せ
中
国
市
場
か
ら
駆
逐
す
る
形
で
日
中
戦
争
を
解
決
す
る
た
め
に
南
下

し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
来
は
回
避
し
た
か
っ
た
米
国
と
の
戦
争
へ
と
突
入
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
動
き
を
繰
っ
た
の
が
汎
ア
ジ



ア
主
義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
を
普
及
す
る
中
心
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
、
国
家
の
枠
を
超
え
て
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た

N
G

O
団
体
で
あ
る
大
亜
細
亜
協
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
汎
ア
ジ
ア
主
義
が
高
揚
・
拡
大
・
浸
透
し
て
い
く
際
の
一
つ
の
拠
点
と
な
っ
た
、
植
民
地
台
湾
及
び
そ
の
中
国
対
岸
地
帯
に

焦
点
を
当
て
、
大
亜
細
亜
協
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
松
井
石
根
や
和
知
鷹
二
、
竹
藤
峰
治
ら
が
、
こ
の
地
域
を
中
心
と
す
る
台
湾
籍

民
・
華
僑
・
中
国
西
南
派
政
権
に
如
何
な
る
形
で
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
。

(2)
植
民
地
台
湾
・
台
湾
籍
民
を
め
ぐ
る
日
中
間
競
争

汎アジア主義における「台湾要因J

一
九
二
九
(
昭
和
四
)
年
春
以
降
、
台
湾
の
対
岸
地
域
に
あ
る
慶
門
、
山
頭
の
日
本
領
事
館
、
広
東
、
福
州
の
日
本
総
領
事
館
は
、
植
民

地
台
湾
の
戸
籍
を
持
つ
台
湾
籍
民
の
戸
口
調
査
を
開
始
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
簡
単
な
戸
口
カ

l
ド
が
あ
る
だ
け
で
、
日
本
の
在
外
公
館
は
「
日

本
臣
民
」
で
あ
る
台
湾
籍
民
の
各
地
に
お
け
る
正
確
な
人
数
す
ら
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
然
る
に
、
同
年
四
月
急
逮
調
査
の
た
め
の
定
員

増
が
認
め
ら
れ
て
本
格
的
な
戸
口
調
査
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
り
、
外
務
省
本
省
及
、
び
台
湾
総
督
府
に
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ

(
5
)
 

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
日
本
外
務
省
は
中
国
対
岸
地
域
に
お
け
る
台
湾
籍
民
の
正
確
な
実
態
調
査
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
二
七
年
四
月
蒋
介
石
が
南
京
国
民
政
府
を
樹
立
し
て
近
代
国
民
国
家
統
一
へ
の
動
き
を
本
格
化
さ
せ
、
そ
の
一
環
と
し
て
中

華
民
国
内
政
部
が
統
計
調
査
を
始
め
た
た
め
で
あ
る
。
二
八
年
五
月
に
は
林
森
(
二
九
年
一
月
よ
り
委
員
長
)
や
有
力
華
僑
の
粛
仏
成
ら
を

(
6
)
 

常
務
委
員
と
し
て
僑
務
委
員
会
が
成
立
し
、
国
家
建
設
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
華
僑
を
本
格
的
に
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

jヒ法55(3・25)931

日
本
側
も
台
湾
籍
民
の
実
態
を
把
握
し
彼
ら
を
中
華
民
国
か
ら
囲
い
込
む
必
要
が
生
じ
、
外
務
省
や
台
湾
総
督
府
が
対
岸
地
域
に
お
け
る
台



説

湾
籍
民
に
関
す
る
本
格
的
な
戸
口
調
査
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
側
か
ら
す
れ
ば
、
台
湾
・
華
南
・
東
南
ア
ジ
ア
に
大
き
な
経
済
的
・

論

政
治
的
勢
力
を
持
つ
台
湾
籍
民
の
確
保
は
必
要
で
あ
り
、
彼
等
が
中
華
民
国
人
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
よ
う

に
な
る
こ
と
は
恐
る
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
こ
と
を
想
起
す
る
だ
け
で
も
理
解
で
き
よ
う
。

後
に
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
同
時
に
台
湾
軍
が
最
も
急
務
と
考
え
た
の
は
、
防
空
及
び
、
防
諜
な
い
し
密
告
制
度
の
強
化
で
あ
っ
た
。

中
国
と
の
戦
争
に
際
し
て
台
湾
人
が
本
当
に
日
本
側
に
協
力
す
る
の
か
、
台
湾
植
民
地
当
局
は
確
信
が
持
て
な
か
っ
た
。
台
湾
総
督
官
邸
で

聞
か
れ
た
臨
時
地
方
長
官
会
議
の
席
上
、
秦
雅
尚
台
湾
軍
参
謀
長
が
強
調
し
た
の
は
、
「
本
島
ニ
ハ
動
モ
ス
レ
ハ
支
那
ヲ
祖
国
ト
考
ヘ
ア
ル

五
百
万
島
民
ヲ
包
有
シ
ア
リ
テ
防
諜
防
謀
略
ハ
単
ニ
警
察
力
ノ
ミ
一
一
テ
ハ
不
充
分
ナ
リ
ト
思
考
セ
ラ
ル
、
ヲ
以
テ
国
民
ヲ
警
察
化
(
例
ヘ
ハ

(
7
)
 

軍
機
ヲ
探
知
セ
ン
ト
シ
タ
ル
外
人
ヲ
憲
兵
隊
ニ
引
キ
渡
シ
タ
ル
自
動
車
運
転
手
の
如
ク
)
ス
ル
如
ク
指
導
」
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
台
湾
の
各
種
階
層
を
通
じ
て
「
支
那
ヲ
中
華
ト
ス
ル
思
想
」
が
存
在
し
、
台
湾
人
が
表
面
的
に
は
皇
民
化
政
策
に
迎
合
し
つ
つ
も
私

的
世
界
に
お
い
て
は
日
本
人
を
排
除
し
た
閉
じ
た
空
間
を
作
っ
て
い
る
こ
と
や
、
許
丙
(
林
本
源
家
の
長
男
林
熊
徴
の
番
頭
格
。
後
に
貴
族

院
議
員
に
勅
撰
)
が
台
湾
か
ら
東
京
に
活
動
の
拠
点
を
移
し
て
い
る
た
め
、
台
湾
人
を
日
本
側
の
思
惑
に
沿
っ
て
束
ね
る
者
が
い
な
い
こ
と

(8) 

も
、
台
湾
軍
の
危
倶
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
植
民
地
台
湾
が
未
だ
中
華
帝
国
世
界
な
い
し
中
華
華
夷
秩
序
の
意
識
の
中
に
あ
る
と
い
う
怖

れ
や
台
湾
統
治
に
関
す
る
中
国
と
の
対
抗
関
係
へ
の
強
い
不
安
が
存
在
し
た
か
ら
こ
そ
、
三
三
年
八
月
に
松
井
石
根
が
台
湾
軍
司
令
官
に
就

(
9
)
 

任
す
る
と
、
台
湾
軍
や
在
郷
軍
人
会
を
中
心
に
、
台
湾
に
お
け
る
大
亜
細
亜
主
義
の
宣
伝
普
及
や
国
防
協
会
の
組
織
化
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

松
井
は
世
界
大
恐
慌
の
中
で
も
、
日
本
の
植
民
地
で
あ
る
お
陰
で
台
湾
経
済
が
高
橋
財
政
の
恩
恵
を
被
り
好
調
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
、
台
湾

(
川
)

人
に
対
し
て
日
本
へ
の
感
謝
と
報
思
と
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
、
英
国
淡
水
領
事
館
の
一
一
一
一
一
一
年
報
告
書
は
、
松
井
の
求
め
て
い
る
よ
う
な

日
本
へ
の
感
謝
や
、
台
湾
が
日
本
の
国
家
的
危
機
の
中
で
置
か
れ
て
い
る
位
置
に
対
す
る
認
識
が
、
台
湾
人
に
稀
薄
で
あ
る
た
め
に
、
日
本

臣
民
と
し
て
の
民
族
意
識
及
び
危
機
意
識
を
培
養
す
べ
く
、
上
か
ら
「
ア
ジ
ア
人
の
た
め
の
ア
ジ
ア
」
と
い
う
汎
ア
ジ
ア
主
義
を
鼓
吹
せ
ざ

北法55(3‘26)932



汎アジア主義における「台湾要因J

(
日
)

る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
観
察
し
て
い
た
。
そ
の
指
摘
は
正
鵠
を
射
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

中
華
帝
国
世
界
の
再
現
へ
の
恐
怖
は
、
植
民
地
台
湾
防
衛
の
問
題
に
止
ま
ら
な
い
。
一
九
二
四
(
大
正
一
三
)
年
一
一
月
、
孫
丈
は
神
戸

第
一
高
等
女
学
校
講
堂
に
お
い
て
有
名
な
「
大
亜
細
亜
主
義
演
説
」
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
孫
文
は
、
日
本
の
条
約
改
正
成
功
と
日
露
戦
争
勝

利
と
が
、
欧
米
民
族
に
よ
り
圧
迫
さ
れ
て
き
た
ア
ジ
ア
民
族
の
覚
醒
に
果
た
し
た
役
割
を
賞
揚
し
た
上
で
、
欧
州
の
覇
道
を
中
心
と
す
る
文

化
に
対
し
て
王
道
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
の
文
化
の
優
越
性
を
説
き
、
日
本
は
西
洋
の
覇
道
に
つ
く
の
で
な
く
東
洋
の
王
道
を
守
る
よ
う
訴

え
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
孫
文
が
東
洋
の
王
道
の
内
容
と
し
て
ネ
パ

l
ル
の
行
動
を
例
に
説
明
し
た
の
が
、
中
国
を
道
徳
仁
義
・
文

(ロ)

化
の
中
心
で
あ
る
「
華
」
と
し
て
成
立
し
た
朝
貢
体
制
・
華
夷
秩
序
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
孫
丈
及
、
び
そ
の
後
継
者
で
あ
る
蒋
介
石
が
中
華

(
日
)

民
国
建
設
の
理
想
と
し
た
王
道
主
義
は
、
秦
漢
以
来
の
中
華
帝
国
秩
序
で
あ
り
、
蒙
古
や
東
南
ア
ジ
ア
等
も
包
摂
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

(M) 

れ
故
に
、
後
に
満
州
国
で
は
、
孫
文
の
三
民
主
義
や
「
大
亜
細
亜
主
義
演
説
」
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
三
三
年
大
亜
細
亜
協
会
を

発
足
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
後
に
会
頭
と
な
る
松
井
石
根
は
、
三
民
主
義
か
ら
英
米
流
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
る
民
権
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
で

(
日
)

あ
る
民
生
主
義
と
を
除
き
、
残
っ
た
民
族
主
義
に
基
づ
く
王
道
的
大
亜
細
亜
主
義
に
よ
り
日
中
提
携
を
行
う
こ
と
を
主
張
し
た
。
但
し
、
松

井
の
言
う
民
族
主
義
と
は
中
華
民
族
中
心
主
義
で
は
な
く
日
本
民
族
を
盟
主
と
し
た
ア
ジ
ア
民
族
主
義
で
あ
り
、
王
道
と
は
中
華
帝
国
秩
序

で
は
な
く
天
皇
を
頂
点
と
す
る
日
本
中
心
の
国
際
秩
序
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
て
も
、

中
華
民
国
に
よ
る
国
民
国
家
建
設
の
背
景
に
、
か
つ
て
満
州
や
台
湾
、
朝
鮮
、
東
南
ア
ジ
ア
等
を
包
含
し
て
い
た
中
華
帝
国
秩
序
橡
が
あ
っ

た
と
す
る
・
な
ら
ば
、
そ
れ
は
日
本
帝
国
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
り
、
日
本
は
そ
れ
に
対
抗
す
る
形
で
の
日
本
を
盟
主
と
す
る
汎
ア
ジ
ア

北法55(3・27)933

主
義
を
構
築
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
ろ
う
。
日
本
に
と
っ
て
、
こ
と
は
台
湾
、
あ
る
い
は
中
国
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
再
編
成
(
後

の
東
亜
新
秩
序
)
の
あ
り
方
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
二
八
年
四
月
国
民
党
政
府
が
北
伐
を
再
開
す
る
と
、
日
本
は
第
二
次
山
東
出
兵
を
行
っ
て
中
国
統
一
を
牽
制
し
、
五
月
に
は



説

済
南
に
お
い
て
国
民
党
軍
と
衝
突
す
る
。
六
月
に
は
、
関
東
軍
高
級
参
謀
河
本
大
作
ら
が
関
東
軍
の
思
惑
通
り
動
か
な
い
張
作
震
を
爆
殺
し
、

満
蒙
の
中
華
帝
国
世
界
か
ら
の
分
離
を
図
っ
た
。
但
し
、
河
本
自
身
は
、
事
件
前
に
参
謀
本
部
の
荒
木
貞
夫
第
一
部
長
・
松
井
石
根
第
二
部

長
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
、
国
民
党
軍
の
北
伐
が
挫
折
し
山
東
攻
略
で
一
段
落
と
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
う
ち
に
満
蒙
に
お
い
て
動
揺
を
起

(
時
)

こ
さ
せ
、
奉
天
派
を
倒
壊
さ
せ
る
こ
と
の
急
務
を
主
張
し
て
お
り
、
中
国
統
一
の
可
能
性
を
必
ず
し
も
大
き
く
見
て
は
い
な
か
っ
た
。

北j去55(3・28)934

主'd.
肩岡

さ
ら
に
、
台
湾
籍
民
の
中
国
側
か
ら
の
隔
離
と
日
本
側
へ
の
確
保
は
、
当
時
日
本
帝
国
を
支
え
て
い
た
通
商
経
済
の
生
命
線
と
も
言
え
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
台
湾
籍
民
と
福
建
・
広
東
両
省
を
中
心
と
す
る
中
国
対
岸
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
、
近
代
以
前
か
ら
の
自
然

会
経
済
・
社
会
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
一
九
二
六
・
二
七
年
を
中
心
に
台
湾
の
対
岸
貿
易
は
隆
盛
し
、
台
湾
商
人
は
活
発
に
活
動
し

て
い
た
。
彼
等
の
多
く
は
福
建
省
・
広
東
省
出
身
者
で
あ
り
、
同
姓
同
族
親
戚
関
係
を
利
用
し
て
華
僑
と
し
て
の
通
商
貿
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
中
国
・
台
湾
両
方
に
活
動
拠
点
を
有
し
た
。
同
時
に
彼
ら
は
、
台
湾
籍
民
と
し
て
日
本
国
籍
を
利
用
し
て
治
外
法
権
を
濫
用
し
、

ま
た
別
の
場
面
で
は
中
国
人
と
自
称
し
て
国
籍
を
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
自
由
に
両
岸
間
を
往
来
し
、
さ
ら
に
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
南

洋
(
東
南
ア
ジ
ア
)
へ
の
移
民
や
通
商
貿
易
に
も
活
躍
し
て
い
た
。
有
力
な
台
湾
籍
民
に
お
け
る
福
州
の
代
表
と
し
て
林
本
源
族
系
の
林
熊

(
げ
)

祥
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
代
表
と
し
て
郭
春
秩
、
広
東
の
代
表
と
し
て
林
麗
生
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
林
熊
祥
ら
有
力
な
台
湾
籍
民
は
福

(
凶
)

建
軍
閥
を
始
め
と
す
る
歴
代
政
権
に
対
す
る
巨
額
の
借
款
や
対
岸
各
地
に
対
す
る
投
資
を
行
っ
て
お
り
、
彼
等
の
豊
富
な
資
金
力
や
通
商
能

力
は
、
台
湾
総
督
府
を
含
む
日
本
側
に
と
っ
て
も
、
対
岸
の
福
建
省
や
広
東
省
・
広
西
省
等
に
と
っ
て
も
、
極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。

龍
谷
直
人
氏
に
よ
れ
ば
、
満
州
事
変
後
、
さ
ら
に
日
中
戦
争
以
後
も
、
広
東
系
を
中
心
と
す
る
多
く
の
華
僑
が
反
日
意
識
か
ら
日
本
商
品
を

扱
う
通
商
行
為
か
ら
退
場
す
る
中
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
日
本
製
品
を
扱
う
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
に
参
入
し
た
の
が
台
湾
商
人
を
含
む
福
建

系
や
潮
州
系
の
華
僑
、
あ
る
い
は
神
戸
在
住
の
広
東
系
華
僑
ら
で
あ
り
、
彼
ら
は
政
治
的
に
は
抗
日
運
動
を
口
に
し
な
が
ら
も
実
際
に
は
日

(

ω

)

(

初
)

本
の
通
商
活
動
を
支
え
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
華
僑
の
抗
日
性
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
無
視
さ
れ
て
い
た
対
日
通
商



の
開
放
性
に
つ
い
て
具
体
的
な
デ
l
タ
を
以
て
証
明
し
た
龍
谷
氏
の
貢
献
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
満
州
事
変
後
な
い
し
高
橋

財
政
期
に
お
け
る
「
台
湾
要
因
」
に
よ
る
汎
ア
ジ
ア
主
義
の
発
展
は
、
こ
の
時
期
の
台
湾
通
商
経
済
の
発
展
と
、
そ
れ
を
支
え
た
台
湾
籍
民

や
彼
等
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
大
き
く
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
大
日
本
帝
国
の
通
商
経
済

を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
台
湾
を
取
り
巻
く
華
南
・
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
権
益
、
通
商
圏
、
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
日
本
と
英

米
蘭
等
諸
列
強
と
の
争
奪
の
対
象
と
な
っ
た
。

元
来
、
近
代
初
期
に
お
い
て
、
日
本
商
人
は
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
十
分
な
競
争
力
を
持
た
な
か
っ
た
。
特
に
、
圧
倒
的
な
競
争
力
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
華
僑
に
は
、
全
く
歯
が
立
た
な
い
と
言
っ
て
良
か
っ
た
。
一
八
八
五
(
明
治
一
八
)
年
四
月
に
森
有
礼
文
部
省
御
用
掛
(
同

年
一
二
月
に
文
部
大
臣
)
が
大
阪
商
法
会
議
所
で
商
業
学
校
設
置
を
訴
え
た
際
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
の
は
必
ず
し
も
極
端
な
誇
張
で
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

汎アジア主義における[台湾要因j

「
東
洋
諸
国
中
に
は
支
那
人
の
外
に
商
人
あ
る
な
し
。
而
し
て
日
本
の
商
人
な
と
は
。
連
も
支
那
人
に
比
し
て
商
人
と
称
す
る
に
足
ら
さ

る
な
り
。
:
:
:
今
西
洋
と
支
那
と
の
関
係
を
考
ふ
る
に
支
那
商
人
は
欧
米
商
人
に
比
し
て
資
格
上
更
に
卓
絶
な
る
を
覚
ゆ
る
な
り
。
余
と

難
支
那
人
を
は
万
事
に
勝
れ
て
あ
る
と
は
思
は
さ
れ
と
も
。
商
法
の
点
に
付
て
は
造
に
西
洋
人
の
上
に
在
り
と
信
し
て
疑
は
さ
る
な

り
。
:
:
:
顧
み
て
当
初
に
遡
れ
は
港
口
を
凌
へ
警
察
を
置
き
庖
舗
を
聞
き
た
る
は
即
ち
英
人
な
れ
と
も
。
後
皆
支
那
人
に
分
捕
ら
れ
て
遂

に
破
産
し
た
る
な
り
。
そ
れ
は
香
港
は
名
の
み
英
領
に
し
て
実
際
的
の
観
察
を
以
て
す
れ
は
支
那
人
の
領
地
た
る
に
外
な
ら
す
と
謂
ふ
も

大
失
言
に
非
さ
る
へ
し
。
抑
旨
斯
の
如
き
は
宮
に
香
港
の
一
地
の
み
に
止
ま
ら
ん
や
。
仏
領
に
属
す
る
の
柴
根
[
サ
イ
ゴ
ン
|
松
浦
註
]

と
難
。
赤
道
直
下
マ
レ

l
島
の
港
角
な
る
英
領
新
嘉
坂
と
難
。
多
く
は
支
那
商
人
の
手
と
足
と
に
荒
さ
れ
て
。
今
は
其
仏
商
も
英
商
も
若

は
土
着
の
種
族
も
。
概
ね
財
産
を
耗
尽
せ
ら
れ
さ
る
も
の
幾
ん
と
希
な
り
。
此
故
に
余
は
予
言
せ
ん
と
す
。
将
来
更
に
支
那
人
と
欧
米
人

と
何
れ
か
勝
っ
か
負
く
る
か
。
商
工
業
の
大
戦
争
あ
る
こ
と
を
免
れ
さ
る
へ
き
な
り
と
。
:
:
:
日
本
商
人
は
支
那
商
人
に
比
す
れ
は
。
無
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説

論
商
法
上
取
組
の
出
来
兼
ぬ
る
商
人
に
し
て
。
動
も
す
れ
は
彼
等
の
銃
丸
に
中
て
ら
る
、
な
り
。
:
:
:
実
際
欧
米
の
商
人
は
正
面
的
に
商

法
上
の
軍
略
を
為
す
も
の
に
し
て
左
の
み
畏
怖
す
る
に
及
は
さ
る
な
り
。
寧
畏
怖
す
へ
き
は
夫
れ
彼
の
支
那
商
人
手
。
支
那
商
人
に
至
て

は
多
く
は
正
面
的
よ
り
商
法
の
掛
引
を
為
さ
す
。
隠
然
に
我
を
襲
ひ
我
の
血
と
肉
と
を
吸
ひ
尽
し
て
以
て
徐
に
引
挙
け
。
或
は
唯
一
片
の

骸
骨
と
為
り
て
始
め
て
彼
等
の
術
中
に
陥
り
た
る
こ
と
を
発
明
す
る
如
き
の
奇
談
な
し
と
す
へ
か
ら
す
。
:
:
:
然
る
か
故
に
将
来
支
那
帝

国
(
人
民
に
非
す
)
は
亡
ふ
る
こ
と
あ
る
も
支
那
商
人
は
決
し
て
亡
ふ
る
こ
と
な
か
る
へ
し
。
思
ふ
に
支
那
商
人
の
眼
中
君
主
な
し
政
治

な
し
。
世
界
中
利
の
在
る
処
は
即
ち
是
彼
等
の
在
る
所
な
り
。
前
途
坤
輿
の
権
力
を
左
右
す
る
者
。
遂
に
支
那
商
人
乎
。
何
と
な
れ
は
商

業
上
の
権
利
を
掌
握
す
る
者
は
。
総
て
の
権
威
を
指
揮
す
れ
は
な
り
。
日
本
商
人
た
る
も
の
畳
猛
省
せ
さ
る
可
け
ん
や
。
」

こ
の
後
、
森
は
中
国
商
人
に
対
抗
で
き
る
の
は
大
阪
商
人
の
「
ケ
チ
」
根
性
し
か
な
い
と
述
べ
、
大
阪
で
の
商
業
教
育
充
実
の
必
要
を
訴
え

(
れ
)

る
の
で
あ
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
大
英
帝
国
を
始
め
と
す
る
西
洋
帝
国
主
義
も
ま
た
、
華
僑
・
中
国
商
人
の
通
商
経
済
力
に
は
取
っ
て
代

わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
華
僑
の
商
業
手
腕
の
み
な
ら
ず
、
彼
等
の
通
商
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
上
海
を
中
心
と
す
る

実
に
強
力
か
つ
網
羅
的
な
も
の
(
古
田
和
子
氏
は
「
上
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
呼
ぶ
)
で
、
中
国
各
地
の
み
な
ら
ず
朝
鮮
・
日
本
に
ま
た
が

(
辺
)

り
、
一
朝
一
夕
に
日
本
商
人
が
対
抗
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
森
の
述
べ
た
こ
と
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
中
華
帝
国
を
支
え
た

華
僑
の
通
商
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
清
帝
国
滅
亡
後
も
営
々
と
段
賑
を
極
め
て
い
た
。
大
英
帝
国
を
中
心
と
す
る
西
洋
帝
国
主
義
国
は
、
上
海
を

中
心
と
す
る
主
要
港
や
鉄
道
の
租
借
に
よ
っ
て
、
一
見
ア
ジ
ア
通
商
経
済
を
掌
握
し
た
よ
う
に
見
え
て
い
た
が
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
英
帝

国
等
の
通
商
経
済
を
実
際
に
支
配
し
て
い
た
の
は
中
国
商
人
・
華
僑
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
イ
ン
ド
商
人
同
様
、
華
僑
も
ま
た
、

論

ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
英
帝
国
の
通
商
経
済
を
、
現
地
民
と
英
国
資
本
と
の
聞
に
立
つ
「
買
弁
」
等
と
し
て
周
縁
部
か
ら
支
え
て
い
た
と
言
え

(
お
)

ょ
う
。
明
治
維
新
以
来
、
西
洋
帝
国
主
義
諸
国
に
対
し
て
は
条
約
改
正
と
い
う
政
治
外
交
上
の
目
標
を
実
現
し
彼
等
と
同
等
の
立
場
に
立
つ

こ
と
と
、
中
華
帝
国
秩
序
と
西
洋
帝
国
主
義
と
を
支
え
た
「
上
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
対
抗
す
る
日
本
中
心
の
経
済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
古
田
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(μ) 

氏
は
大
阪
・
神
戸
を
中
心
と
す
る
「
黄
海
交
易
圏
」
と
呼
ぶ
)
を
確
立
す
る
こ
と
と
が
、
大
日
本
帝
国
が
自
立
し
「
一
等
国
」
に
な
る
た
め

の
目
標
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
か
つ
て
の
中
華
帝
国
及
、
ぴ
大
英
帝
国
と
い
う
二
つ
の
帝
国
及
び
、
そ
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
!
と
し
て
の
帝
国
通

商
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
大
日
本
帝
国
に
と
っ
て
、
植
民
地
と
し
て
手
に
入
れ
た
台
湾
及
、
び
華
僑
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
台

湾
籍
民
は
、
東
ア
ジ
ア
通
商
網
を
争
奪
す
る
た
め
に
絶
好
の
道
具
、
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
台
湾
籍
民
や
彼
等
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
華

僑
に
と
っ
て
も
、
植
民
地
台
湾
を
軸
と
す
る
日
本
帝
国
・
中
国
の
経
済
関
係
再
編
成
の
動
き
は
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
植
民
地
台
湾
及
び
台
湾
籍
民
は
、
大
日
本
帝
国
が
、
再
生
し
始
め
た
中
華
帝
国
秩
序
及
、
ぴ
、
大

英
帝
国
と
軍
事
的
・
経
済
的
に
対
抗
し
て
い
く
際
の
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
台
湾
及
、
び
台
湾
籍
民
を
動
員
し
、
中
華
帝
国
秩

序
の
再
生
を
阻
み
、
大
英
帝
国
に
代
表
さ
れ
る
西
洋
帝
国
主
義
を
駆
逐
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
の
が
、
汎
ア
ジ
ア
主
義
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
実
際
に
大
日
本
帝
国
が
ど
の
よ
う
な
形
で
汎
ア
ジ
ア
主
義
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
台
湾
を
基
盤
に
、
中
国
及
、
び
西
洋
帝
国
主
義
に
対

抗
し
よ
う
と
し
て
い
っ
た
か
、
具
体
的
に
両
岸
関
係
を
検
討
す
る
。

汎アジア主義における「台湾要因」

(
3
)
対
福
建
関
係

一
八
九
八
(
明
治
三
二
年
日
清
間
で
福
建
省
不
割
譲
協
定
を
結
び
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
後
も
日
本
が
福
建
省
に
対
し
て
多

く
の
借
款
を
供
与
す
る
な
ど
、
台
湾
と
の
関
係
も
あ
っ
て
日
本
の
影
響
力
が
強
い
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
一
九
二
六
(
大
正
一
五
)
年
蒋

介
石
の
北
伐
に
際
し
て
福
建
省
は
広
東
革
命
軍
の
勢
力
下
に
置
か
れ
、
一
時
中
国
共
産
党
軍
が
力
を
持
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
一
九
三
三
(
昭

和
人
)
年
一
一
月
に
は
上
海
か
ら
移
駐
し
て
き
た
一
九
路
軍
を
中
心
に
、
李
済
深
・
陳
銘
枢
ら
反
蒋
介
石
派
が
福
建
独
立
を
企
図
し
、
中
華

(
お
)

共
和
国
人
民
革
命
政
府
の
樹
立
を
宣
言
し
た
。
彼
等
は
反
蒋
抗
日
を
掲
げ
中
国
共
産
党
と
協
力
関
係
を
持
つ
一
方
で
、
和
知
鷹
二
広
東
駐
在

福
建
省
は
、
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説

武
官
や
参
謀
本
部
付
の
梅
津
美
治
郎
少
将
、
土
橋
一
次
台
湾
軍
参
謀
ら
と
接
触
し
、
張
文
里
を
介
し
て
松
井
台
湾
軍
司
令
官
に
反
蒋
介
石
計

画
へ
の
後
援
を
求
め
た
。
台
湾
軍
で
は
、
人
民
草
命
政
府
が
中
共
と
の
関
係
が
強
い
こ
と
に
懸
念
を
持
っ
た
も
の
の
、
李
済
深
・
陳
銘
枢
ら

に
対
し
て
、
そ
れ
が
中
国
軍
閥
の
内
争
で
あ
る
な
ら
ば
関
与
し
な
い
が
、
「
大
亜
細
亜
主
義
ヲ
振
リ
磐
シ
正
々
堂
々
ト
為
ス
計
画
ナ
ラ
ハ
応

(
お
)

援
ス
ル
モ
可
」
と
対
応
し
た
。
李
‘
陳
ら
が
台
湾
軍
に
求
め
た
後
援
と
は
、
台
湾
経
済
を
介
し
て
福
建
省
の
反
蒋
介
石
計
画
を
経
済
的
に
支

援
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
ら
は
台
湾
軍
を
後
ろ
盾
と
し
て
台
湾
糖
を
広
東
に
売
り
込
み
、
そ
の
利
益
の
一
部
を
広
西
省
の
李
宗
仁
・

白
崇
稽
ら
反
蒋
介
石
の
い
わ
ゆ
る
「
西
南
派
」
の
武
器
購
入
費
と
し
、
別
の
一
部
を
福
建
省
政
府
に
収
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
台
湾

軍
で
は
、
李
宗
仁
・
白
崇
稽
ら
広
西
軍
闘
を
福
建
人
民
草
命
政
府
と
呼
応
さ
せ
大
亜
細
亜
主
義
の
旗
印
の
下
に
反
蒋
介
石
勢
力
へ
と
結
束
さ

(
幻
)

せ
る
意
図
を
も
っ
て
、
総
督
府
と
協
議
の
上
、
台
湾
有
力
商
人
の
林
熊
祥
及
び
華
南
銀
行
常
務
竹
藤
峰
治
に
こ
の
案
を
検
討
さ
せ
た
。
こ
れ

が
、
台
湾
軍
側
が
福
建
側
に
求
め
た
「
大
亜
細
亜
主
義
ヲ
振
リ
騎
シ
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
三
四
年
七
月
に
台
湾
で
聞
か
れ
た
対

岸
領
事
打
合
会
に
お
い
て
、
福
州
領
事
館
か
ら
、
松
井
台
湾
軍
司
令
官
の
下
で
行
わ
れ
た
対
岸
に
対
す
る
大
亜
細
亜
主
義
工
作
を
批
判
す
る

内
容
の
「
日
支
親
善
ヲ
綱
領
ト
ス
ル
主
義
ノ
宣
伝
ニ
関
ス
ル
件
」
が
提
出
さ
れ
、
討
議
の
上
会
議
最
終
日
に
領
事
側
が
松
井
司
令
官
に
自
重

(
お
)

を
申
し
入
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
外
務
省
側
は
終
始
、
台
湾
軍
に
よ
る
福
建
・
広
東
・
広
西
各
省
勢
力
に
対
す
る
、
大

亜
細
亜
主
義
を
大
義
と
し
た
い
わ
ゆ
る
「
西
南
派
」
独
立
工
作
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。

自命

そ
の
後
福
建
人
民
革
命
政
権
は
中
国
共
産
党
の
反
対
に
よ
り
三
四
年
一
月
に
あ
っ
け
な
く
倒
れ
、
蒋
介
石
は
福
建
省
を
中
央
化
し
て
、
そ

の
主
席
に
、
日
本
の
陸
軍
士
官
学
校
・
陸
軍
大
学
校
へ
の
留
学
経
験
の
あ
る
陳
儀
を
派
遣
し
た
。
こ
れ
は
、
福
建
と
台
湾
及
び
日
本
と
の
特

殊
な
関
係
に
対
す
る
蒋
介
石
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
陳
儀
政
権
は
台
湾
総
督
府
と
の
友
好
関
係
や
経
済
提
携
の
維
持
を
重
要
な
目
的

(
却
)

の
一
つ
と
し
た
。
=
一
四
年
七
月
以
降
、
福
建
省
政
府
委
員
の
林
知
淵
と
日
本
海
軍
の
須
賀
彦
次
郎
大
佐
(
第
二
七
駆
逐
隊
指
令
、
三
四
年
一

一
月
か
ら
福
州
駐
在
)
や
佐
藤
惰
支
那
公
使
館
付
武
官
ら
と
の
聞
で
会
見
が
行
わ
れ
、
福
建
に
対
す
る
日
本
の
技
術
・
資
本
の
導
入
が
必
要
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汎アジア主義における「台湾要因j

で
、
福
建
に
お
い
て
は
日
本
以
外
の
固
の
協
力
は
難
し
い
と
い
う
意
見
の
一
致
を
見
た
。
そ
し
て
、
林
か
ら
、
在
福
州
製
紙
会
社
へ
の
台
湾

銀
行
か
ら
の
借
款
や
農
業
改
良
三
カ
年
計
画
へ
の
台
湾
か
ら
の
日
本
人
技
師
の
派
遣
、
鉱
山
開
発
等
に
つ
い
て
経
済
提
携
が
進
展
し
て
い
る

(
ぬ
)

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
三
五
年
一
月
に
な
る
と
陳
瞳
誠
福
建
省
建
設
庁
長
・
陳
儀
主
席
か
ら
林
熊
祥
に
対
し
て
、
福
州
水
道
敷
設
へ
の

(
訂
)

台
湾
籍
民
・
華
僑
に
よ
る
資
金
提
供
の
話
が
持
ち
か
け
ら
れ
、
台
湾
糖
と
福
建
の
モ
リ
ブ
デ
ン
と
の
交
換
交
渉
も
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
二

月
に
は
陳
韓
誠
か
ら
華
南
銀
行
常
務
竹
藤
峰
治
に
、
福
建
の
紙
・
茶
・
陶
器
を
満
州
に
輸
出
し
、
代
わ
り
に
台
湾
か
ら
砂
糖
を
福
建
に
輸
出

(
辺
)

す
る
案
が
伝
え
ら
れ
た
。
福
建
の
紙
・
茶
・
陶
器
は
か
つ
て
大
量
に
満
州
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
が
、
満
州
事
変
後
途
絶
し
て
お
り
、
満
州
産

大
豆
粕
の
福
建
へ
の
輸
入
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
満
州
事
変
で
寸
断
さ
れ
た
福
建
と
満
州
と
の
交
換
関
係
を
、
台
湾
と
満

州
と
の
経
済
関
係
強
化
と
共
に
、
日
本
の
手
を
通
じ
て
再
編
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
再
編
成
構
想
に
は
後
述
す
る
広
東
側

宮

(

お

)

、

!

と
の
交
渉
同
様
、
技
師
派
遣
等
の
形
で
満
鉄
カ
乗
り
出
す
こ
と
と
な
る
か
総
督
府
・
台
湾
軍
・
海
軍
・
台
湾
製
糖
な
ど
と
協
議
・
調
整
し

つ
つ
こ
う
し
た
構
想
を
根
回
し
て
い
っ
た
の
は
、
華
南
銀
行
常
務
の
竹
藤
峰
治
で
あ
る
。
な
お
、
華
南
銀
行
は
、
一
九
二
二
年
台
湾
籍
民
で

ス
マ
ラ
ン
在
住
の
郭
春
秩
が
提
唱
し
た
日
支
合
弁
銀
行
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一
九
年
に
台
湾
銀
行
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
発
起
人

平
取
締
役
に
は
ジ
ャ
ワ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ラ
ン
グ

l
ン
等
の
華
僑
、
香
港
・
広
東
・
油
頭
・
慶
門
・
福
州
等
の
紳
商
を
網
羅
し
て
い
た
。

総
理
は
林
熊
徴
、
副
総
理
は
台
湾
銀
行
池
田
理
事
、
専
務
取
締
役
は
小
笠
原
=
一
九
郎
で
、
本
庖
は
台
北
、
支
庖
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
広
東
・

(
斜
)

ス
マ
ラ
ン
・
海
防
・
サ
イ
ゴ
ン
・
ラ
ン
グ

l
ン
等
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
構
想
の
調
査
や
推
進
、
さ
ら
に
は
調
整
に
は
、
林
熊
徴
・

(
お
)

許
丙
ら
台
湾
有
力
商
人
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
浮
上
し
て
き
た
の
が
、
福
建
省
慶
門
を
中
心
と
し
て
、
満
州
・
華
南
・

台
湾
、
さ
ら
に
は
南
洋
を
一
つ
の
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
結
び
つ
け
る
た
め
の
、
福
建
商
人
・
南
洋
華
僑
・
台
湾
籍
民
に
よ
る
貿
易
公
司
設

立
構
想
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
豆
油
・
豆
粕
・
大
豆
等
の
満
州
産
品
を
中
国
各
地
及
び
南
洋
に
流
通
さ
せ
る
た
め
、
貿
易
公
司
を
設
立

し
、
本
庖
を
福
建
省
慶
門
に
、
支
屈
を
上
海
・
広
東
・
大
連
・
台
湾
等
に
置
く
。
設
立
発
起
人
は
慶
門
商
会
長
の
洪
暁
寿
ら
慶
門
商
人
を
始
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(
お
)

め
と
し
て
、
福
建
省
籍
の
ル
ソ
ン
華
僑
、
望
加
錫
華
僑
、
四
里
華
僑
、
安
南
華
僑
、
台
湾
籍
民
二
七
名
で
、
彼
等
は
竹
藤
が
推
進
し
た
満
州

・
華
南
・
南
洋
等
の
再
編
成
構
想
の
支
持
者
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
頃
、
福
建
省
の
鉱
山
開
発
の
た
め
に
海
軍
の
斡
旋
で
満
鉄

か
ら
鉱
山
技
師
を
調
査
に
派
遣
す
る
と
い
う
計
画
が
あ
っ
た
が
、
満
鉄
を
巻
き
込
み
、
福
建
・
台
湾
関
係
の
華
僑
の
協
力
を
得
ょ
う
と
い
う

こ
の
計
画
に
は
、
上
海
に
居
住
す
る
台
湾
籍
民
謝
高
発
が
関
与
し
て
い
た
。
謝
ら
華
僑
は
、
福
建
に
対
す
る
投
資
事
業
の
安
全
の
た
め
、
日

(
幻
)

本
側
当
局
が
関
与
す
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
陳
儀
ら
福
建
省
政
府
側
は
、
華
僑
や
日
本
側
に
投
資
を
持
ち
か
け
な
が
ら
も
、
実
際
に
は
次
第
に
煮
え
切
ら
な
い
態
度

を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
三
四
年
一
一
月
に
竹
藤
や
林
熊
祥
が
陳
髄
誠
福
建
省
建
設
庁
長
に
対
し
て
、
台
湾
糖
を
福
建
省
が
買
い
こ

れ
を
福
建
省
政
府
の
専
売
品
と
し
て
政
府
収
入
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
結
果
陳
は
乗
り
気
と
な
り
、
三
五
年
二
月
に
竹
藤
と
林
が
陳
儀
・

陳
韓
誠
ら
福
建
省
政
府
首
脳
と
会
見
し
た
際
に
は
、
陳
憧
誠
か
ら
福
建
省
政
府
砂
糖
専
売
制
創
設
の
た
め
台
湾
糖
を
買
い
上
げ
る
こ
と
と
し
、

(
お
)

そ
の
た
め
の
砂
糖
借
款
を
し
た
い
旨
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
福
建
省
に
お
け
る
砂
糖
専
売
制
創
設
の
動
き
は
、
財
政
難
に
悩
む
福
建
省
が
、

後
述
す
る
広
東
省
の
満
州
大
豆
専
売
制
を
モ
デ
ル
と
し
て
行
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
大
の
問
題
は
、
砂
糖
専
売
制
の
導
入
が
福
建

(
ぬ
)

省
政
府
限
り
の
案
で
、
中
央
の
蒋
介
石
政
権
が
こ
れ
を
認
め
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
外
務
省
は
「
ア
イ
デ
ア
」
は

(
紛
)

面
白
く
条
件
次
第
で
は
実
現
も
可
能
と
し
な
が
ら
も
、
現
地
の
動
き
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
が
長

期
的
に
は
近
代
国
家
統
一
の
一
環
と
し
て
財
政
の
中
央
化
を
進
め
る
蒋
介
石
政
権
の
方
針
に
反
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
蒋
介

石
政
権
に
よ
る
中
国
統
一
を
当
面
支
持
す
る
方
針
の
外
務
省
は
、
経
済
面
か
ら
福
建
省
を
台
湾
側
に
引
き
付
け
よ
う
と
い
う
現
地
の
台
湾
軍

や
台
湾
華
僑
等
に
よ
る
動
き
と
一
線
を
画
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
福
建
省
政
府
は
日
本
と
の
親
善
を
希
望
す
る
と
い
う
態
度
は
維
持

(
ハ
叫
)

し
つ
つ
も
、
砂
糖
専
売
案
に
つ
い
て
も
安
渓
鉄
山
開
発
問
題
に
つ
い
て
も
、
中
央
の
意
向
次
第
で
あ
る
と
い
う
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
り
、

福
建
省
と
の
経
済
提
携
問
題
は
停
頓
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

王子t為

員冊
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な
お
、
一
二
五
年
九
月
に
は
台
北
高
等
商
業
学
校
教
授
で
台
湾
大
亜
細
亜
協
会
幹
事
で
あ
る
佐
藤
佐
が
、
松
井
石
根
同
協
会
会
頭
ら
と
密
接

な
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
福
建
省
に
も
大
亜
細
亜
協
会
支
部
を
設
立
し
、
汎
ア
ジ
ア
主
義
運
動
を
宣
伝
普
及
す
べ
く
福
州
及
、
ぴ
慶
門
を
訪
れ
て

(
必
)

い
る
。そ

の
後
三
六
年
に
な
る
と
、
満
鉄
理
事
を
退
任
し
た
十
河
信
二
が
三
五
年
一
二
月
に
社
長
と
な
っ
て
設
立
し
た
満
鉄
の
子
会
社
興
中
公
司

と
陳
儀
政
府
と
の
問
で
、
福
州
木
材
の
台
湾
輸
出
を
輿
中
公
司
に
二
冗
的
に
委
託
す
る
案
が
浮
上
し
、
ま
た
荻
洲
台
湾
軍
参
謀
長
の
発
案
で

、3J

r
d
A
Z
L
 

興
中
公
司
が
福
建
農
民
合
作
杜
に
豆
粕
を
売
却
す
る
契
約
が
成
立
し
た
。
二
一
七
年
二
月
に
は
華
南
銀
行
常
務
竹
藤
峰
治
が
陳
儀
と
会
談
し
た

汎アジア主義における「台湾要因j

際
に
、
台
湾
軍
の
意
向
を
受
け
、
台
北
・
福
州
聞
の
航
路
開
設
を
働
き
か
け
、
陳
儀
は
中
国
側
会
社
の
台
湾
進
出
を
認
め
る
こ
と
を
条
件
に

(ω) 

こ
れ
を
三
中
全
会
に
提
案
す
る
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
と
福
建
省
、
ま
た
台
湾
を
中
継
と
し
て
満
州
と
福
建
省
と
を
経
済
的

に
結
び
つ
け
、
福
建
省
を
日
本
帝
国
の
側
に
引
き
入
れ
よ
う
と
す
る
動
き
は
継
続
し
た
の
で
あ
る
が
、
福
建
省
主
席
陳
儀
は
、
日
本
側
・
台

湾
側
と
の
関
係
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
常
に
口
当
た
り
の
良
い
対
応
を
し
な
が
ら
も
、
国
家
統
一
を
進
め
る
蒋
介
石
政
権
の
意

向
か
ら
決
し
て
外
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
細
心
の
注
意
を
以
て
対
処
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

(
4
)
対
広
東
・
広
西
関
係

さ
て
そ
れ
で
は
、
蒋
介
石
政
権
へ
の
敵
対
的
な
態
度
を
明
確
に
す
る
広
東
・
広
西
両
省
に
対
し
て
、
日
本
側
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
で

あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

N
G
O
で
あ
る
大
亜
細
亜
協
会
で
は
、
発
会
と
同
時
に
広
東
に
お
け
る
大
亜
細
亜
主
義
運
動
に
提
携
を
呼
び
掛
け
、
特

に
国
民
党
の
反
蒋
介
石
系
元
老
ゃ
、
安
南
人
・
広
東
人
か
ら
成
る
卑
南
国
民
党
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ

l
半
島
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
の
華

(
必
)

僑
の
動
き
に
期
待
を
か
け
た
。
小
川
平
吉
の
発
行
し
て
い
た
新
聞
「
日
本
』
で
は
、
二
一
三
年
六
月
に
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
出
身
地
広
東
に
帰
郷
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し
た
華
僑
を
中
心
と
し
て
広
東
亜
細
亜
協
会
が
成
立
し
、
故
孫
丈
の
遺
教
で
あ
る
大
ア
ジ
ア
主
義
に
基
づ
く
日
中
提
携
や
帝
国
主
義
打
倒
・

ア
ジ
ア
民
族
団
結
・
国
民
党
専
制
の
解
消
等
を
呼
び
掛
け
る
撤
文
を
発
表
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
華
僑
は
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て

抗
日
運
動
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
満
州
事
変
以
降
、
「
我
等
の
南
方
の
生
命
線
を
護
れ
」
「
必
ず
や
近
く
南
洋
華
僑
を
駆
逐
し
尽
さ
ん
」

L
b
d
号
す
る
日
本
商
人
の
活
躍
に
よ
り
東
南
ア
ジ
ア
の
市
場
を
奪
わ
れ
、
日
本
人
の
優
秀
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
華
僑
ら
が
汎
ア
ジ
ア
主
義
に
転

(
必
)

向
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
当
初
の
実
態
は
、
吉
田
丹
一
郎
広
東
総
領
事
代
理
の
本
省
宛
報
告
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ

北法55(3・36)942

f左h

H岡

た。
「
当
地
在
住
南
京
実
業
公
司
代
表
渋
谷
剛
(
大
毎
及
満
鉄
ノ
通
信
員
)
ハ
陸
軍
武
官
ノ
企
図
ス
ル
大
亜
細
亜
協
会
及
救
国
会
対
抗
ノ
機
関

(
西
南
五
省
商
務
促
進
会
ト
称
ス
)
等
設
立
ニ
参
画
シ
当
地
及
香
港
ニ
於
ケ
ル
日
本
帰
リ
ノ
華
僑
等
ヲ
語
ラ
ヒ
客
観
的
情
勢
ヲ
全
然
無
視

シ
テ
遮
二
無
二
右
運
動
ヲ
進
行
セ
シ
メ
ン
ト
シ
前
記
無
力
ナ
ル
華
僑
等
ノ
名
義
ニ
テ
伝
単
ア
印
制
シ
邦
人
間
ニ
ハ
右
運
動
カ
恰
モ
具
体
化

セ
ル
カ
如
ク
吹
聴
シ
居
レ
ル
モ
官
頭
電
報
事
件
同
様
何
等
確
乎
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
徒
ニ
中
間
ノ
人
間
ノ
懐
ヲ
肥
ヤ
シ
居
ル
ニ
過
キ
サ
ル

次
第
ナ
ル
処
情
報
ニ
依
レ
ハ
渋
谷
ハ
大
亜
細
亜
協
会
資
金
募
集
並
其
ノ
他
策
動
(
ヲ
)
試
ム
目
的
ヲ
以
テ
十
日
香
港
発
ノ
伏
見
丸
ニ
テ
二

一
一
一
ノ
支
那
人
同
伴
満
州
(
及
)
日
本
ニ
赴
ク
由
」

吉
田
は
さ
ら
に
、
こ
の
渋
谷
な
る
人
物
に
つ
い
て
、
「
才
幹
ア
ル
モ
性
陰
険
校
猪
ノ
不
徳
漢
ト
シ
テ
当
地
方
邦
人
並
支
那
(
人
)
問
ニ
モ
全

(
幻
)

然
信
用
無
ク
」
と
記
し
、
そ
の
行
動
が
金
儲
け
の
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
満
州
・
日
本
で
の
警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
吉
田
の
電
報
に
出

て
く
る
大
亜
細
亜
協
会
設
立
を
企
図
す
る
「
陸
軍
武
宮
」
と
は
、
大
亜
細
亜
協
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
広
東
駐
在
武
官
和
知
鷹
こ
の
こ
と
で
あ

る
。
広
東
大
亜
細
亜
協
会
で
は
「
大
満
州
国
コ
一
千
万
同
胞
」
に
対
し
て
も
、
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ロ
ー
主
義
に
基
づ
く
自
給
自
足
及
び
ア
ジ
ア
商

(
同
叩
)

工
業
の
互
恵
に
よ
る
欧
米
資
本
主
義
の
東
洋
侵
略
防
止
を
呼
び
か
け
る
中
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
後
に
紹

介
す
る
和
知
鷹
二
主
導
の
台
湾
籍
民
・
華
南
・
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
と
満
州
と
の
聞
の
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
編
成
を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。



和
知
鷹
二
広
東
駐
在
武
官
ら
は
、
渋
谷
ら
を
使
い
大
亜
細
亜
協
会
と
い
う
N
G
Oを
広
東
に
立
ち
上
げ
さ
せ
、
こ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

広
東
・
広
西
省
に
対
し
て
も
台
湾
・
満
州
と
の
関
係
構
築
を
持
ち
か
け
、
蒋
介
石
政
権
か
ら
の
「
西
南
派
」
独
立
を
積
極
的
に
働
き
か
け
た

の
で
あ
る
。

ま
ず
、
三
三
年
一
一
月
広
東
省
の
陳
済
業
主
席
の
腹
心
区
芳
浦
財
政
庁
長
か
ら
橋
謂
坊
を
通
じ
三
井
物
産
に
対
し
て
借
款
の
申
し
入
れ
が

(
特
)

あ
っ
た
が
、
こ
の
時
和
知
は
陳
は
親
日
を
装
っ
て
も
不
実
で
あ
る
と
見
切
り
、
こ
の
話
は
そ
の
後
頓
挫
し
た
。
と
こ
ろ
が
広
東
亜
細
亜
協
会

汎アジア主義における「台湾要因j

が
和
知
の
肝
煎
り
で
成
立
し
た
後
の
三
四
年
一
月
に
な
っ
て
、
和
知
に
対
し
て
、
広
西
省
の
李
宗
仁
・
白
崇
轄
の
代
表
と
し
て
王
季
文
・
張

(
印
)

任
民
が
広
西
省
立
銀
行
基
金
充
実
の
た
め
広
西
へ
の
借
款
を
申
し
入
れ
て
き
た
。
和
知
は
以
前
と
は
違
い
こ
の
計
画
に
は
大
い
に
乗
り
気
と

な
り
、
台
湾
総
督
府
で
台
湾
過
剰
物
資
を
資
金
化
し
、
台
湾
銀
行
・
華
南
銀
行
を
通
じ
て
借
款
に
応
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
す
で

に
三
三
年
一
一
月
に
中
川
健
蔵
台
湾
総
督
は
、
大
塚
堅
之
助
参
謀
長
及
び
和
知
に
対
し
て
、
「
南
支
経
済
施
策
ハ
領
台
四
十
年
来
ノ
宿
望
ナ

ル
ヲ
以
テ
今
次
時
局
ニ
対
ス
ル
帝
国
政
府
ノ
態
度
次
第
一
て
ア
ハ
総
督
府
独
力
ニ
テ
モ
相
当
額
ノ
借
款
一
一
応
シ
得
ヘ
キ
腹
案
ア
ル
旨
」
を
言
明

(
日
)

し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
当
時
広
東
で
は
、
和
知
を
中
心
に
、
川
越
総
領
事
、
中
原
海
軍
武
官
ら
が
広
西
省
を
支
援
し
そ
の
軍
備
強
化
を
図
る

こ
と
が
日
本
に
と
っ
て
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
早
急
に
日
本
か
ら
の
経
済
借
款
を
成
立
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
強
く
主
張
し
、

芦
野
香
港
領
事
も
こ
れ
に
同
調
し
て
い
た
。
そ
の
方
法
と
は
、
三
井
ま
た
は
満
鉄
か
ら
出
資
す
る
案
で
あ
り
、
特
に
満
鉄
か
ら
の
出
資
は
、

(
臼
)

満
州
国
と
広
東
・
広
西
等
西
南
派
と
の
経
済
提
携
強
化
促
進
に
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
川
越
総
領
事
が
強
く
推
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
で
川
越
や
和
知
の
聞
に
急
浮
上
し
て
き
た
の
が
、
当
時
日
本
国
内
で
そ
の
処
分
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
余
剰
米
を
西
南
派
側

に
提
供
し
、
こ
れ
を
売
却
し
た
利
益
を
広
東
・
広
西
政
府
へ
の
借
款
資
金
と
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
外
務
省
・
参
謀
本
部

に
こ
の
案
を
具
申
し
、
同
時
に
和
知
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
松
井
石
根
台
湾
軍
司
令
官
が
広
田
外
相
及
び
後
藤
農
相
を
、
和
知
が
荷
見
農
林

(
日
)

省
米
穀
局
長
を
訪
問
し
て
そ
の
実
現
へ
向
け
説
得
に
当
た
っ
た
。
三
四
年
二
月
に
和
知
が
植
田
謙
古
参
謀
次
長
に
西
南
地
方
に
対
す
る
米
の

北法55(3・37)943



説

供
給
の
必
要
性
を
説
得
す
る
た
め
打
電
し
た
際
に
、
和
知
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
目
下
西
南
ヘ
蒋
介
石
ノ
武
力
討
伐
ヲ
眼
前
ニ
控
ヘ
広
西
派
中
心
ト
ナ
リ
反
蒋
親
日
ヲ
目
標
ト
シ
テ
結
束
中
ナ
リ
一
九
三
六
年
前
後
ノ

危
機
克
服
ノ
為
西
南
ニ
親
日
政
権
確
立
ノ
必
要
ナ
ル
ハ
何
人
モ
異
存
ナ
キ
所
ナ
ル
モ
之
カ
実
現
ノ
為
ニ
ハ
事
前
ニ
於
テ
相
当
ノ
物
質
的
犠

牲
ハ
忍
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
蓋
シ
此
局
面
ハ
満
州
事
変
以
来
欧
米
列
強
勢
力
ノ
支
配
ニ
放
任
セ
ラ
レ
ア
ル
ヲ
以
テ
単
ニ
時
局
ノ
推
移
ヲ
静

(M) 

観
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
断
シ
テ
吾
人
ノ
希
望
ス
ル
カ
知
キ
局
面
ヲ
現
出
シ
得
サ
ル
ヘ
シ
」

和
知
や
松
井
ら
現
地
陸
軍
、
川
越
広
東
総
領
事
、
台
湾
総
督
府
等
の
聞
に
、
「
一
九
三
六
年
前
後
ノ
危
機
」
を
華
南
に
お
け
る
英
米
と
の
競

争
と
捉
え
、
そ
の
善
処
の
た
め
に
蒋
介
石
政
権
へ
の
対
抗
と
西
南
派
政
権
へ
の
挺
子
入
れ
を
主
張
す
る
汎
ア
ジ
ア
主
義
的
な
、
い
わ
ば
「
広

モテ'b.
両岡

東
・
台
湾
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
強
固
に
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
和
知
は
、
「
西
南
派
」
の
巨
頭
胡
漢
民
や
広
東
省
主
席
陳
済

業
ら
に
も
根
回
し
を
行
っ
て
お
り
、
広
田
外
相
や
松
井
台
湾
軍
司
令
官
ら
と
も
協
議
の
上
、
農
林
省
米
の
広
東
へ
の
売
り
込
み
に
、
胡
漢
民

(
日
)

以
下
国
民
党
首
脳
部
と
の
関
係
が
深
く
広
東
政
府
へ
の
内
部
工
作
に
好
適
と
考
え
ら
れ
る
萱
野
長
知
を
起
用
す
る
よ
う
主
張
し
た
。
一
方
外

務
省
は
、
こ
う
し
た
両
広
政
府
へ
の
借
款
に
対
し
て
、
技
術
的
理
由
か
ら
慎
重
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
即
ち
、
債
務
の
主
体
が
不
明
で
あ

り
償
還
法
や
担
保
が
複
雑
と
な
る
上
、
米
国
に
よ
る
棉
麦
借
款
に
反
対
し
た
西
南
側
が
今
度
は
日
本
か
ら
借
款
を
受
け
た
と
し
て
南
京
政
府

(
筋
)

か
ら
攻
撃
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
広
西
で
は
米
が
余
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
結
局
こ
の
和
知
ら
の
案
も
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た

(
訂
)

が
、
和
知
は
蒋
介
石
と
の
戦
争
に
備
え
て
、
広
西
省
に
対
す
る
山
砲
・
機
関
銃
等
の
武
器
売
却
や
そ
の
教
官
の
派
遣
を
手
配
し
て
い
る
。
そ

し
て
三
五
年
五
月
に
は
偵
察
機
・
戦
闘
機
・
機
関
銃
及
び
弾
薬
等
を
広
西
省
に
売
却
し
、
こ
れ
ら
飛
行
機
・
武
器
の
使
用
法
を
教
え
さ
せ
る

(
日
)

た
め
、
将
校
・
下
士
官
ら
を
派
遣
さ
せ
た
。

ま
た
和
知
は
、
三
四
年
一

O
月
五
全
大
会
を
前
に
、
蒋
介
石
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
広
東
省
に
対
し
て
も
、
飛
行
機
多
数
を
供
給
す
る
た

め
に
運
動
し
た
。
同
じ
頃
、
広
東
省
へ
の
出
張
を
控
え
た
鈴
木
美
通
中
華
民
国
大
使
館
付
武
官
は
有
吉
明
上
海
駐
在
公
使
に
対
し
て
、
軍
部

北j去55(3・38)944



と
し
て
は
「
一
九
三
五
、
三
六
年
の
困
難
」
特
に
対
ソ
戦
争
に
備
え
て
西
南
派
を
援
助
し
蒋
介
石
政
権
を
牽
制
し
、
中
国
統
一
を
妨
害
す
ベ

(
m
m
)
 

き
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
を
述
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
和
知
ら
の
意
見
が
当
時
中
国
在
勤
の
陸
軍
に
急
速
に
浸
透
し
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
国
が
中
華
帝
国
と
し
て
統
一
さ
れ
、
ソ
連
と
結
ん
で
日
本
を
脅
か
す
こ
と
を
怖
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
「
一
九
三
五
、
三
六
年
の
危
機
」
は
華
南
に
お
け
る
英
米
、
特
に
英
国
に
対
す
る
経
済
競
争
の
織
烈
化
を
指
す
と

同
時
に
、
ソ
連
と
の
戦
争
、
さ
ら
に
は
連
携
す
る
中
ソ
両
国
と
の
戦
争
の
可
能
性
を
も
含
意
し
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
に
対
処
す
る
場
合
に

も
、
華
南
を
蒋
介
石
政
権
か
ら
引
き
離
し
て
日
本
の
勢
力
範
囲
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
中
、
胡
漢
民
を
中
心
と
し
て
蒋
介
石
に
対
抗
す
る
「
西
南
派
」
に
、
政
権
を
支
え
る
経
済
的
基
盤
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
、
今

度
は
三
四
年
三
一
月
頃
、
南
支
台
湾
銀
行
設
立
構
想
が
浮
上
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
和
知
や
松
井
と
提
携
し
た
竹
藤
峰
治
華
南
銀
行
常
務
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
竹
藤
に
よ
れ
ば
、
福
建
人
民
政
府
は
頓
挫
し
た
が
、
胡
漢
民
・
白
崇
鵡
・
李
宗
仁
ら
が
連
携
し
、
こ
れ
に
広
東
主
席
陳
済

業
も
合
流
し
て
西
南
大
同
団
結
運
動
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
西
南
独
立
政
府
の
立
場
は
反
蒋
で
あ
り
、
蒋
介
石
に
西

汎アジア主義における「台湾要因J

南
を
統
一
さ
せ
よ
う
と
す
る
英
米
勢
力
を
排
撃
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
っ
て
、
日
本
に
依
存
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
機
会
を
捉
え

て
日
本
は
華
南
に
経
済
権
益
を
扶
植
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
金
融
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
従
来
の
台
湾
銀
行
・
華
南
銀
行

で
は
限
界
が
あ
り
、
「
福
建
、
広
東
二
省
ハ
将
来
日
英
米
列
強
ノ
経
済
争
覇
戦
ノ
行
ハ
ル
可
キ
地
域
ナ
ル
ヲ
以
テ
独
立
セ
ル
一
機
関
ト
シ
テ

活
動
ヲ
ナ
ス
コ
ト
有
利
ナ
ル
可
キ
」
故
に
、
新
た
に
台
湾
を
基
点
に
、
福
建
・
広
東
沿
岸
に
、
南
支
台
湾
銀
行
を
設
立
す
べ
き
で
あ
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
竹
藤
が
南
支
台
湾
銀
行
の
出
資
者
と
し
て
想
定
し
て
い
た
の
は
、
台
湾
銀
行
、
台
湾
製
糖
・
明
治
製
糖
・
大
日
本
製
糖
・

(ω) 

塩
水
港
製
糖
の
製
糖
会
社
、
三
井
・
一
二
菱
、
大
阪
商
船
・
山
下
汽
船
、
赤
司
初
太
郎
・
後
宮
信
太
郎
ら
在
台
湾
実
業
家
、
林
本
源
家
等
台
湾

有
力
者
で
あ
っ
た
。
竹
藤
は
こ
の
構
想
の
企
画
書
の
結
び
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

北法55(3・39)945

「
要
之
所
謂
一
九
三
五
、
六
年
ノ
危
機
将
ニ
眼
前
ニ
ア
リ

南
支
ニ
於
ケ
ル
列
強
ノ
角
逐
ニ
備
フ
ル
タ
メ
諸
般
ノ
準
備
章
末
ノ
遺
漏
ア
ル



説

南
支
沿
岸
ヲ
責
任
区
域
ト
ス
ル
我
台
湾
ハ
帝
国
南
端
ノ
鎖
鏑
ト
シ
テ
特
ニ
深
甚
ノ
関
心
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ガ
故
ニ
実
力
ノ
背
景

(
引
)

ヲ
以
テ
歩
武
堂
々
画
期
的
経
済
活
動
ヲ
ナ
サ
シ
メ
ン
為
メ
是
非
共
本
案
ノ
成
立
ヲ
麹
望
シ
テ
止
マ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

可
カ
ラ
ズ

自命

竹
藤
は
、
福
建
・
広
東
両
省
を
舞
台
と
し
て
将
来
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
英
米
資
本
と
の
経
済
争
覇
戦
に
備
え
て
「
西
南
派
」
を
台
湾
資
本
と

結
合
さ
せ
こ
れ
を
強
化
し
、
台
湾
を
基
盤
と
し
て
、
蒋
介
石
政
権
に
よ
る
統
一
を
支
援
す
る
英
米
勢
力
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

和
知
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
広
東
側
か
ら
も
、
黄
居
素
(
煉
油
公
司
)
、
韓
貧
札
(
南
中
公
司
)
、
李
鰻
生
(
建
華
公
司
)
ら
有
力
実
業
家
の

聞
に
、
対
日
親
善
・
西
南
団
結
・
反
蒋
介
石
の
気
運
が
起
こ
っ
て
き
た
と
い
う
。
彼
等
は
日
本
側
企
業
と
合
弁
会
社
を
組
織
し
、
広
東
政
府

借
款
に
応
じ
る
と
同
時
に
石
油
専
売
権
を
獲
得
し
、
日
本
か
ら
石
油
(
燈
油
)
を
輸
入
す
る
こ
と
で
英
米
資
本
を
駆
逐
し
た
が
っ
て
お
り
、

ま
た
、
鉱
物
ウ
ォ
ル
ブ
ラ
ム
の
専
売
権
を
獲
得
し
て
、
ド
イ
ツ
商
人
を
も
駆
逐
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
、
と
い
う
。
こ
う
し
た
広
東
側

(
臼
)

実
業
家
の
動
き
の
背
後
に
も
、
竹
藤
の
姿
が
あ
っ
た
。
実
は
広
東
省
が
三
四
年
以
降
進
め
て
い
た
実
業
建
設
三
年
計
画
(
セ
メ
ン
ト
・
砂
糖

・
タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
専
売
、
生
糸
の
輸
出
入
、
曹
達
水
販
売
の
統
制
等
に
よ
る
経
済
開
発
)
の
多
く
は
英
国
資
本
の
後
援
に
よ
っ
て
進
め
ら

(
臼
)

れ
た
も
の
で
、
和
知
や
竹
藤
ら
の
動
き
は
、
こ
う
し
た
英
国
資
本
優
位
を
覆
え
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ

て
二
六
年
i
二
七
年
頃
、
広
東
等
で
は
激
し
い
反
英
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
あ
り
、
汎
ア
ジ
ア
主
義
に
よ
る
反
英
運
動
の
再
現
を
期
待
す
る
こ

と
は
必
ず
し
も
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
台
湾
・
西
南
両
岸
地
域
に
お
け
る
華
僑
・
台
湾
籍
民
・
台
湾
企
業
等
を
媒
介
し
た
経
済
提
携
強
化
に
よ
る
西
南
派
支
援
が
構

想
さ
れ
る
中
で
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
満
州
と
結
合
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
新
た
に
具
体
化
し
た
。
即
ち
、
三
四
年
六
月
、
区
芳
浦
広
東
財

政
庁
長
が
慣
謂
坊
を
通
じ
、
高
橋
三
井
支
庖
長
に
満
州
大
豆
購
入
の
た
め
の
借
款
を
申
し
込
み
、
こ
れ
に
応
じ
て
十
河
信
二
満
鉄
理
事
が
満

(
似
)

州
か
ら
出
張
し
て
き
て
区
と
協
議
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
満
州
大
豆
は
、
満
州
事
変
で
満
州
が
華
南
を
含
む
中
国
市
場
か
ら
切
断
さ
れ
た
た

め
に
広
東
で
は
不
足
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
経
済
的
断
絶
を
日
本
の
手
に
よ
っ
て
修
復
し
、
そ
れ
に
よ
り
満
州
と
西
南
派
を
結
び
つ
け
る
政
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(
印
)

治
工
作
が
、
十
河
満
鉄
理
事
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
和
知
の
関
東
軍
参
謀
と
し
て
の
経
歴
が
、
満
州
と
の
合
作
推

汎アジア主義における「台湾要因」

進
の
背
景
に
な
っ
た
。
十
河
の
広
東
訪
問
も
、
実
は
和
知
の
以
前
か
ら
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
十
河
に
よ
れ
ば
、
和
知
は
「
日
支

は
早
く
仲
直
り
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
西
南
支
那
か
ら
は
約
一
千
万
人
が
東
南
ア
ジ
ア
へ
行
っ
て
い
る
。
こ
の
一
千
万
人
の
華
僑
に
日
本

の
武
力
と
政
治
力
と
技
術
を
貸
そ
う
。
そ
し
て
こ
の
日
支
合
作
の
実
現
に
よ
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
を
開
発
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
中
国
側

(
叫
山
)

要
人
を
口
説
い
て
お
り
、
そ
の
「
日
支
提
携
策
」
実
現
の
た
め
に
十
河
を
招
い
た
の
だ
と
い
う
。
こ
う
し
た
動
き
は
、
そ
の
後
三
五
年
一
月

に
な
っ
て
、
満
州
大
豆
を
広
東
に
輸
入
し
こ
れ
を
専
売
制
と
し
て
、
そ
の
専
税
を
担
保
に
日
本
側
か
ら
広
東
政
府
へ
の
借
款
を
調
達
す
る
と

い
う
構
想
へ
と
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
セ
メ
ン
ト
・
砂
糖
に
つ
い
て
も
同
様
に
貿
易
統
制
を
行
っ
て
省
の
財
源
と
す
る
と
い
う
案
が
、
広
東

(
釘
)

主
席
陳
済
業
の
兄
陳
維
周
を
中
心
と
す
る
広
東
の
政
商
団
(
密
輸
団
)
か
ら
広
東
三
井
物
産
に
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
海
軍
の
広
東
駐
在

武
官
で
あ
る
中
原
コ
一
郎
中
佐
も
こ
う
し
た
動
き
を
歓
迎
し
、
海
軍
軍
務
局
・
軍
令
部
等
に
対
し
て
、
至
急
代
表
者
を
派
遣
す
る
よ
う
要
請
し

た
。
中
原
は
、
こ
の
構
想
に
つ
い
て
、
三
四
年
末
か
ら
満
州
国
へ
の
政
策
指
導
が
強
化
さ
れ
、
満
鉄
を
通
じ
て
の
対
中
国
経
済
進
出
が
推
進

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
中
で
最
も
時
機
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
、
領
事
館
・
陸
軍
と
も
緊
密
に
連
絡
し
あ
っ
て
中
国
側
の

(
侃
)

「
裏
面
的
指
導
」
に
万
全
を
期
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
中
原
自
身
も
、
旧
知
の
中
国
人
楊
建
平
を
通
じ
て
陳
維
周
に
連
絡
を
つ

(ω) 

け
る
な
ど
こ
の
計
画
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
広
東
を
中
心
と
す
る
華
南
及
、
び
台
湾
と
、
満
州
と
を
結
合
す
る
構
想
は
、
現
地
に
お
い
て
は
、

陸
海
軍
、
領
事
館
、
台
湾
総
督
府
に
よ
っ
て
一
致
し
て
支
持
・
推
進
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
十
河
満
鉄
理
事
は
、
広
東
出
張
に
際
し
て
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
政
策
を
推
進
し
た
。
即
ち
、
十
河
は
和
知
と
協
議
し
つ
つ
、
華

僑
の
本
国
送
金
を
扱
う
「
日
支
合
弁
銀
行
」
(
西
南
合
弁
銀
行
)
設
立
を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。
広
東
に
本
庖
を
置
き
、
資
本
金
一
億
円
は

日
中
折
半
で
、
西
南
諸
省
の
官
全
公
金
の
取
扱
銀
行
と
し
、
東
南
ア
ジ
ア
在
住
華
僑
の
為
替
を
こ
れ
に
集
中
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
当

時
華
僑
の
年
額
三
億
ド
ル
が
英
国
の
香
港
上
海
銀
行
を
通
じ
て
本
国
に
送
金
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
代
わ
り
英
国
資
本
を
駆
逐
す
る
と
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説

一
千
万
人
と
も
言
わ
れ
る
南
洋
華
僑
の
資
本
を
運
用
し
て
西
南
中
国
の
資
源
開
発
、
東
南
ア
ジ
ア
の
貿
易
振
興
を
し
よ
う
と
い
う

構
想
で
あ
っ
た
。
十
河
は
胡
漢
民
・
李
宗
仁
・
陳
済
案
・
雛
魯
ら
西
南
側
要
人
と
懇
談
し
、
そ
の
結
果
十
河
の
広
東
訪
問
と
西
南
銀
行
構
想

(
初
)

は
彼
ら
に
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
と
い
う
。
七
月
一
九
日
、
和
知
は
胡
漢
民
と
会
談
し
た
が
、
そ
の
際
胡
は
そ
の
名
称
を
西
南
銀
行
よ
り
も
両

(
ね
)

広
華
僑
銀
行
と
す
る
こ
と
を
主
張
、
総
裁
に
西
南
派
の
元
老
で
タ
イ
在
住
の
華
僑
粛
仏
成
を
据
え
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
粛
は
先
に
も
記
し
た

よ
う
に
、
蒋
介
石
政
府
が
僑
務
委
員
会
の
目
玉
と
し
て
常
務
委
員
に
据
え
た
大
物
華
僑
で
あ
り
、
蒋
政
権
と
西
南
派
と
の
問
で
南
洋
(
東
南

ア
ジ
ア
)
華
僑
の
争
奪
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
西
南
側
の
西
南
華
僑
銀
行
案
は
、
胡
漢
民
・
陳
済
裳
・
李
宗
仁
を
発
起
人
と

(η) 

し
、
孫
文
の
民
生
主
義
及
び
大
亜
細
亜
政
策
に
基
き
、
西
南
側
・
日
本
(
華
僑
名
義
)
が
資
本
金
一
億
万
元
を
折
半
す
る
も
の
で
、
特
に
広

(
刀
)

東
省
政
府
の
貿
易
統
制
に
よ
っ
て
日
本
製
品
を
輸
入
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
十
河
と
和
知
は
日
本
側
対
案
と
し
て
、
西
南
・
華
僑
の

名
を
避
け
中
国
興
業
銀
行
と
い
う
名
称
と
し
、
出
資
者
は
「
東
亜
諸
国
民
」
と
し
て
資
本
金
も
コ
一
千
万
元
に
減
ら
し
、
合
わ
せ
て
資
本
金
一

(
刊
)

千
万
元
の
貿
易
公
司
を
設
立
す
る
案
を
作
成
し
た
。

陸
軍
中
央
部
で
は
、
和
知
ら
の
推
進
す
る
こ
の
中
国
興
業
銀
行
・
貿
易
公
司
設
立
案
を
歓
迎
し
た
。
日
本
と
西
南
派
と
の
経
済
提
携
を
強

(
万
)

化
す
る
と
同
時
に
、
西
南
政
権
・
南
洋
華
僑
を
通
じ
て
南
洋
一
帯
へ
の
貿
易
を
促
進
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
満
州
事
変
以
来

中
国
側
の
反
日
運
動
に
よ
っ
て
不
振
を
極
め
て
い
る
対
中
貿
易
を
回
復
し
、
ひ
い
て
は
日
中
関
係
を
打
開
す
る
こ
と
を
通
じ
て
日
本
の
外
交

(
苅
)

危
機
を
打
開
し
、
さ
ら
に
南
洋
華
僑
を
通
じ
て
イ
ン
ド
・
南
洋
方
面
へ
の
貿
易
を
促
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
ま
た
、
海
軍
側
で
も
、

岡
田
首
相
が
海
軍
の
南
進
論
を
具
体
的
に
す
る
も
の
と
し
て
賛
成
し
た
と
い
う
。
一
方
、
高
橋
蔵
相
は
こ
の
計
画
が
英
国
を
刺
激
す
る
こ
と

(
打
)

を
怖
れ
て
強
く
反
対
し
、
外
務
省
も
ま
た
、
西
南
地
方
限
り
で
貿
易
統
制
・
輸
入
禁
止
等
の
特
殊
制
度
を
行
う
こ
と
は
蒋
介
石
中
央
政
府
と

の
関
係
上
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
、
中
央
政
府
に
よ
る
中
国
海
関
制
度
保
全
を
望
ん
だ
。
華
北
・
華
中
の
貿
易
は
華
南
貿
易
の
十
数
倍
で
あ

り
、
華
南
の
一
部
で
あ
る
西
南
派
と
の
関
係
で
前
者
を
犠
牲
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
蒋
介
石
中
央
政
府
と
の
友
好
関
係
を

同
時
に
、

さ~b.
b岡
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汎アジア主義における「台湾要因J

維
持
し
、
蒋
介
石
政
府
に
よ
る
通
商
経
済
体
制
の
統
一
と
安
定
と
を
支
持
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
く
自
由
競
争
主
義
を
通
じ
た
通
商
の
発
展
を

目
指
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
、
外
務
省
東
亜
局
を
中
心
に
強
い
意
見
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
外
務
省
は
、
広
東
省
に
よ
る
貿
易
統
制
に
強
い

(
沌
)

難
色
を
示
し
て
、
陸
軍
側
に
再
考
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
陸
軍
軍
務
局
で
は
一

O
月
末
、
胡
漢
民
ら
西
南
側
の
譲
近
の
動
き
は
対
中
国
貿

易
復
活
の
端
緒
で
あ
り
、
特
に
満
州
国
の
経
済
発
展
や
日
満
支
経
済
提
携
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
ま
た
、
満
州
問
題
で
日

本
が
一
大
譲
歩
を
し
な
い
限
り
速
や
か
な
関
係
改
善
が
望
め
な
い
蒋
介
石
政
府
と
の
関
係
に
比
べ
て
、
日
本
に
よ
る
後
援
を
求
め
る
西
南
政

権
と
の
関
係
強
化
は
、
南
洋
華
僑
と
の
提
携
や
さ
ら
に
南
洋
方
面
へ
の
発
展
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
利
益
さ
え
与
え
れ
ば
貿
易
促
進
は

比
較
的
容
易
に
実
現
で
き
る
し
、
経
済
提
携
が
成
功
す
れ
ば
華
中
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
し
南
京
政
府
の
排
日
政
策
の
是
正
に
も
つ
な
が
る
。

(
乃
)

陸
軍
省
側
は
こ
の
よ
う
に
主
張
し
て
、
西
南
貿
易
公
司
に
外
資
を
取
り
扱
わ
せ
る
修
正
案
を
持
ち
出
し
た
。
し
か
し
結
局
陸
軍
省
側
で
は
、

(
初
)

外
務
省
側
の
説
明
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
構
想
の
実
現
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
認
め
、
断
念
し
た
。

和
知
や
十
河
等
の
西
南
興
業
銀
行
構
想
は
、
胡
漢
民
ら
西
南
側
の
反
蒋
介
石
政
権
の
思
惑
と
も
合
致
し
、
台
湾
と
結
び
つ
き
の
強
い
華
南
、

満
州
、
日
本
を
結
び
つ
け
、
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
に
ま
で
日
本
の
通
商
経
済
圏
を
拡
大
し
、
華
僑
の
経
済
力
や
通
商
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
掌
握
し
た
上
で
、
英
米
資
本
を
駆
逐
す
る
画
期
的
な
案
と
考
え
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
が
挫
折
し
、
代
わ
り
に
こ
の
正
反
対
の
構
想
、

一
月
に
実
現
し
、
英
国
が
中
国
経
済
の
み
な
ら
ず
こ
れ
を
取
り
巻
く
華
僑

(
創
)

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
影
響
力
を
も
強
化
す
る
に
至
っ
て
、
十
河
は
絶
望
し
た
の
で
あ
る
。

難
解
な
胡
漢
民
文
書
を
利
用
し
た
陳
紅
民
氏
の
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
胡
漢
民
ら
広
東
・
広
西
の
西
南
派
に
と
っ
て
、
当
面
の

脅
威
は
遠
方
の
満
州
・
華
北
を
侵
略
す
る
日
本
で
は
な
く
、
西
南
地
方
を
攻
略
し
よ
う
と
す
る
蒋
介
石
で
あ
っ
た
。
胡
漢
民
や
粛
仏
成
ら
は

日
本
の
申
し
出
に
応
じ
、
「
連
日
制
蒋
」
を
「
抗
日
倒
蒋
」
に
優
先
し
て
、
排
日
を
求
め
る
民
衆
対
策
と
し
て
は
「
抗
日
」
を
高
唱
し
な
が

ら
実
際
は
排
日
を
抑
制
し
、
日
本
と
の
「
経
済
合
作
」
を
進
め
た
。
三
一
五
年
初
め
に
関
東
軍
が
西
南
派
の
反
蒋
運
動
を
支
持
す
る
こ
と
を
決

即
ち
英
国
に
よ
る
リ

l
ス
ロ
ス
派
遣
に
よ
る
中
国
幣
制
改
草
が
一
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説

め
、
土
肥
原
賢
二
特
務
機
関
長
を
派
遣
し
た
際
に
は
、
西
南
側
は
日
本
側
の
対
華
南
進
出
に
懸
念
を
持
ち
な
が
ら
も
、
和
知
ら
と
西
南
華
僑

(
M
M
)
 

銀
行
設
立
構
想
を
進
め
、
軍
事
援
助
を
受
け
た
と
い
う
。
実
際
の
所
、
表
面
上
「
抗
日
」
を
宣
伝
す
る
胡
漢
民
ら
の
政
治
的
真
意
を
判
断
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
例
え
ば
、
二
四
年
の
孫
文
に
よ
る
「
大
亜
細
亜
主
義
」
演
説
を
ど
う
解
釈
す
る
か
に
つ
い
て
、
後
年
迂
兆
銘
は
そ
の
本

旨
を
対
日
提
携
・
反
共
産
主
義
と
考
え
、
三
民
主
義
を
も
こ
う
し
た
線
に
沿
っ
て
修
正
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
一
方
、
胡
漢
民
は
三
六
年

の
こ
と
で
あ
る
が
蒋
介
石
及
び
任
兆
銘
を
批
判
し
、
「
中
国
当
局
が
説
く
大
ア
ジ
ア
主
義
は
中
国
を
し
て
日
本
に
対
す
る
投
降
主
義
で
あ
る
。

而
し
て
日
本
人
の
説
く
大
ア
ジ
ア
主
義
は
中
国
に
対
す
る
侵
略
主
義
に
外
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
、
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
と
は
「
抗
日
」
に
他
な

(
お
)

ら
な
い
と
論
じ
た
。
し
か
し
当
時
の
日
本
側
の
胡
漢
民
に
対
す
る
対
応
を
見
れ
ば
、
陳
紅
民
氏
の
解
釈
は
あ
る
程
度
説
得
力
を
持
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
西
南
側
の
態
度
を
見
た
和
知
や
松
井
ら
は
、
西
南
派
工
作
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、
大
亜
細
亜
主
義
に
よ
る
反

蒋
介
石
の
た
め
の
西
南
派
と
の
提
携
は
実
現
さ
れ
た
と
実
感
す
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
四
年
五
月
末
、
和
知
は
当
時
進
展
し
て
い

た
広
東
・
広
西
へ
の
米
穀
借
款
問
題
に
関
連
し
て
、
「
抑
々
本
問
題
ノ
持
チ
上
リ
タ
ル
ハ
西
南
ノ
結
束
ヲ
目
標
ト
シ
或
程
度
迄
政
治
的
ニ
活

(
斜
)

用
ス
ヘ
ク
松
井
閣
下
ニ
於
テ
モ
御
尽
力
ヲ
賜
リ
タ
ル
モ
現
在
ニ
於
テ
ハ
既
ニ
西
南
ノ
結
束
モ
出
来
上
リ
」
と
自
負
し
、
三
菱
商
事
香
港
支
庖

長
か
ら
「
昨
今
西
南
ノ
対
日
空
気
綾
和
セ
シ
」
情
報
を
得
、
過
剰
米
問
題
の
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
西
南
ニ
於
テ
親
日
地
域
確
立
ノ
一
助

(
お
)

ニ
利
用
セ
ン
ト
ス
ル
」
こ
と
も
「
目
下
ノ
処
概
ネ
目
的
ヲ
達
成
シ
得
タ
」
と
誇
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
自
信
も
全
く
根
拠
の

当 b

"冊

な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
コ
一
五
年
五
月
に
中
国
を
視
察
し
た
満
鉄
の
石
本
総
務
部
長
が
須
磨
弥
吉
郎
南
京
総
領

事
に
語
っ
た
よ
う
に
、
満
鉄
の
中
に
さ
え
、
華
南
、
特
に
広
西
省
等
西
南
へ
の
進
出
・
親
日
化
に
成
功
し
た
と
す
る
最
近
の
主
張
に
は
問
題

が
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
西
南
方
面
の
海
聞
は
英
国
人
が
管
理
し
て
お
り
、
陳
済
案
の
兄
陳
維
周
が
行
う
よ
う
に
半
ば
公

け
に
大
規
模
な
密
輸
会
社
を
運
営
す
る
以
外
、
正
当
な
日
本
商
品
進
出
は
無
理
で
あ
る
こ
と
、
日
本
船
舶
の
数
量
は
英
国
の
一

O
分
の
一
程

度
で
通
商
進
出
は
困
難
で
あ
る
こ
と
、
中
央
・
中
国
・
交
通
三
銀
行
統
制
の
結
果
、
西
南
方
面
で
銀
と
紙
幣
と
の
差
が
生
じ
、
香
上
銀
行
・
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汎アジア主義における「台湾要因j

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
等
英
国
が
こ
れ
を
利
用
し
て
お
り
、
日
本
で
も
金
融
機
関
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
根
拠
で
あ
っ
た
。
須

(
前
)

磨
も
こ
れ
に
つ
い
て
は
同
意
し
て
い
る
。

西
南
派
工
作
が
成
功
し
た
と
い
う
状
況
認
識
を
受
け
て
、
和
知
や
松
井
ら
の
所
属
す
る
大
亜
細
亜
協
会
の
常
任
理
事
中
谷
武
世
は
、
和
知

の
努
力
に
よ
る
西
南
工
作
の
成
功
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
亜
細
亜
キ
義
の
理
想
が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
と
論
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
亜
細
亜
連
帯
主
義
と
し
て
の
大
亜
細
亜
主
義
は
、
満
州
人
の
満
州
、
蒙
古
人
の
蒙
古
、
華
北
人
の
華
北
、
商
南
人
の
西
南
、
安
南
人
の

安
南
、
新
彊
人
の
新
彊
、
西
蔵
人
の
西
蔵
等
の
各
地
の
特
殊
な
る
伝
統
と
特
殊
な
る
利
害
と
に
立
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
の
上
に
連
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
支
那
再
建
の
途
も
実
に
斯
く
の
如
き
方
向
に
在
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
四
億
の
人
口
と
、
膨
大
な
る
地
域

と
、
複
雑
な
る
社
会
性
を
有
す
る
大
陸
支
那
を
近
代
的
意
味
に
於
け
る
単
一
主
権
国
家
に
統
一
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
ふ
よ
り
は
不
自

然
で
あ
る
。
:
:
:
秦
漢
全
盛
期
の
支
那
全
域
に
亘
る
統
一
国
家
の
再
建
を
夢
み
る
こ
と
は
、
今
日
の
全
欧
に
羅
馬
帝
国
の
再
建
を
夢
み
る

が
如
し
。
:
:
:
連
帯
的
自
治
、
自
治
的
合
作
、
北
支
人
の
北
支
の
要
望
は
や
が
て
日
満
支
合
作
の
途
に
連
る
の
で
あ
る
。
:
:
:
或
は
ま
た
、

西
南
両
広
方
面
に
於
け
る
真
撃
な
る
新
国
家
建
設
運
動
と
親
日
提
携
の
気
運
が
、
一
に
両
三
年
前
に
於
け
る
我
が
同
人
和
知
中
佐
の
試
み

た
る
捨
石
的
大
亜
細
亜
主
義
工
作
が
今
日
に
於
て
実
を
結
び
つ
、
あ
る
に
外
な
ら
ぬ
を
知
ら
ば
、
思
想
工
作
の
効
果
蓋
し
思
半
ば
に
過
ぐ

(
釘
)

る
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
」
(
傍
親
松
浦
)

一
挙
に
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
よ
う
な
大
き
な
経
済

中
谷
が
述
べ
る
よ
う
に
、
大
亜
細
亜
協
会
の
メ
ン
バ
ー
の
考
え
る
大
更
細
亜
主
義
は
、

単
位
を
作
る
の
で
は
な
く
、
個
別
に
経
済
的
・
政
治
的
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
り
、
日
本
を
中
心
に
そ
れ
ら
を
有
機
的
に
繋
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
亜
細
亜
協
会
評
議
員
で
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
(
文
学
部
西
洋
古
代
史
専
攻
)
の
村
川
堅
固
も
ま
た
、
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次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
支
那
の
排
日
的
空
気
の
変
換
の
た
め
に
は
、
其
の
周
囲
を
取
り
巻
く
諸
国
の
空
気
が
、
嵐
を
起
し
て
次
第
に
支
那
の
排
目
的
空
気
を
吹



説

き
散
ら
す
や
う
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
嵐
こ
そ
大
亜
細
亜
主
義
で
あ
る
。
今
日
満
州
国
が
建
設
さ
れ
健
全
な
る
発
達
を
遂
げ
つ
、
あ

る
こ
と
は
、
即
ち
大
亜
細
亜
主
義
実
現
の
一
歩
で
あ
っ
て
、
満
州
に
吹
き
出
し
た
大
亜
細
亜
主
義
の
風
は
既
に
察
恰
爾
や
北
支
の
排
日
空

気
を
そ
ろ
/
¥
吹
き
散
ら
し
か
冶
っ
て
居
る
。
又
南
方
選
羅
の
濃
厚
な
親
日
空
気
も
亦
排
日
空
気
を
掃
ふ
一
勢
力
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
う
い
ふ
風
に
大
亜
細
亜
主
義
の
大
小
中
心
が
支
那
の
四
周
各
地
に
で
き
、
そ
れ
が
相
互
に
連
繋
し
て
大
環
を
描
き
、
次
第
に
支
那
の
内

地
に
逼
れ
ば
、
結
局
大
亜
細
亜
主
義
は
全
大
陸
の
天
に
漏
蔓
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
さ
う
な
れ
ば
支
那
は
否
で
も
応
で
も
進
ん
で
親
善

(∞∞) 

の
手
を
日
本
に
差
し
伸
ば
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
実
現
せ
る
日
支
親
善
こ
そ
真
の
親
善
で
あ
る
。
」
(
傍
線
松

論

浦
)

和
知
や
松
井
の
実
現
し
よ
う
と
し
た
西
南
独
立
工
作
や
そ
れ
と
満
州
、
台
湾
等
と
の
経
済
提
携
の
強
化
は
、
正
に
こ
う
し
た
理
念
に
添
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
蒋
介
石
政
権
に
よ
る
中
国
統
一
な
い
し
、
「
秦
漢
全
盛
期
」
の
如
き
中
国
大
陸
全
土
統
一
と
い
う
中
華
帝
国
復

(
鈎
)

活
の
動
き
は
、
そ
う
し
た
大
亜
細
亜
主
義
や
「
日
支
親
善
」
の
理
念
に
反
す
る
、
到
底
容
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
胡
漢
民
ら
西
南
派
は
、
日
本
と
の
交
渉
の
場
で
は
、
提
携
の
口
実
と
し
て
常
に
孫
文
の
大
亜
細
亜
主
義
に
言
及
し
、
孫
文
が
満
州

放
棄
を
日
本
に
約
束
し
た
と
い
う
日
本
側
の
主
張
に
も
反
対
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
西
南
派
に
と
っ
て
満
州
は
遥
か
遠
く
に
あ
り
、
目
下
緊
要

な
問
題
は
、
蒋
介
石
政
権
に
よ
る
西
南
地
方
の
中
央
化
を
如
何
に
回
避
す
る
か
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
各
地
・
ア
ジ
ア
各
地
の

地
域
連
合
に
よ
る
ア
ジ
ア
共
同
体
を
目
指
す
大
亜
細
亜
協
会
等
の
汎
ア
ジ
ア
主
義
の
主
張
か
ら
す
れ
ば
、
満
州
国
の
独
立
は
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
れ
に
胡
漢
民
ら
が
反
対
し
な
い
こ
と
も
、
和
知
ら
大
亜
細
亜
主
義
者
に
と
っ
て
は
西
南
派
と
の
提
携
可
能
性
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
大
亜
細
亜
協
会
理
事
の
中
山
優
は
、
孫
文
が
一
九
一
一
一
年
、
第
二
革
命
、
一
九
三
二
年
の
三
度
に
わ
た
っ
て
満
州
を
日
本
に
譲
渡
す
る

(
卯
)

と
約
束
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
亜
細
亜
主
義
が
日
中
同
盟
論
と
結
び
つ
い
た
、
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
大
陸
浪

人
の
山
田
純
三
郎
ら
は
、
胡
漢
民
が
孫
文
の
大
亜
細
亜
主
義
を
奉
じ
て
お
り
、
宋
子
文
の
連
盟
依
存
に
反
対
し
て
い
る
、
と
賞
揚
す
る
一
方
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で
、
孫
文
が
満
州
を
日
本
に
任
せ
た
と
い
う
借
款
証
書
の
存
在
を
主
張
し
、
胡
漢
民
が
満
州
譲
渡
の
約
束
を
孫
文
か
ら
継
承
し
て
い
る
と
主

(
引
)

張
し
て
い
た
。

汎アジア主義における「台湾要因」

三
O
年
一
月
か
ら
三
二
年
七
月
ま
で
広
東
領
事
を
務
め
た
須
磨
弥
吉
郎
も
ま
た
、
一
一
二
年
五
月
に
蒋
介
石
の
胡
漢
民
監
禁
に
反
発
し
て
成

立
し
た
広
東
国
民
政
府
の
正
兆
銘
、
陳
友
仁
ゃ
、
李
宗
仁
・
白
崇
稽
・
陳
済
業
ら
と
満
州
譲
渡
(
高
級
委
員
会
に
よ
る
文
治
制
度
、
軍
隊
は

(
幻
)

日
本
だ
け
に
よ
る
)
に
基
づ
く
日
中
同
盟
案
で
合
意
し
た
と
主
張
し
て
い
た
。
彼
は
、
広
東
派
は
頼
り
な
い
が
広
東
派
以
外
に
日
本
を
理
解

す
る
勢
力
は
な
く
、
こ
れ
が
蒋
介
石
・
張
学
良
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
日
本
は
中
国
に
断
固
た
る
政
策
を
と
る
し
か
な
く
な
る
、
と

(
川
町
)

満
州
事
変
当
時
か
ら
考
え
て
い
た
。
須
磨
は
、
中
国
全
土
に
対
し
て
日
本
単
独
経
営
主
義
で
当
た
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
先
の
満
鉄
石

本
総
務
部
長
と
の
会
見
で
も
、
日
本
は
単
独
経
営
主
義
を
捨
て
国
際
合
作
経
営
参
加
に
転
換
す
べ
き
だ
と
の
石
本
の
主
張
に
対
し
て
、
「
相

手
タ
ル
支
那
ヲ
知
ラ
サ
ル
ノ
言
」
と
し
て
強
く
反
発
し
、
も
し
国
際
合
作
主
義
を
と
れ
ば
「
支
那
ノ
術
策
」
に
陥
り
結
局
何
事
も
で
き
な
く

(

川

出

)

な
る
、
と
批
判
し
て
い
る
。
国
際
連
盟
に
依
頼
す
る
こ
と
も
、
「
究
極
に
於
て
東
洋
を
欧
米
の
『
コ
ロ
ニ
ー
』
た
ら
し
む
る
の
端
と
な
る
べ

(
日
目
)

き
に
依
り
、
絶
対
之
を
排
し
て
日
華
直
接
交
渉
に
依
る
べ
し
」
と
考
え
た
。
須
磨
は
南
京
総
領
事
赴
任
後
、
注
兆
銘
や
孔
祥
照
か
ら
中
国
新

幣
制
の
た
め
の
対
日
借
款
申
し
込
み
の
打
診
が
あ
っ
た
際
に
も
、
日
本
単
独
で
こ
れ
に
応
じ
る
べ
き
だ
と
考
え
、
高
橋
蔵
相
が
資
金
難
を
理

由
に
こ
れ
を
断
っ
た
時
に
は
失
望
し
、
後
に
実
現
さ
れ
た
英
国
に
よ
る
法
幣
制
度
に
よ
り
「
支
那
の
財
政
的
心
臓
は
英
国
即
ち
米
英
財
団
の

(
M
m
)
 

占
領
に
委
せ
ら
れ
た
り
」
と
高
橋
の
不
作
為
を
非
難
し
て
い
る
。
須
磨
も
ま
た
広
東
領
事
時
代
の
経
歴
か
ら
「
広
東
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
共

有
し
て
お
り
、
和
知
ら
大
亜
細
亜
協
会
に
近
い
考
え
方
を
有
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
中
国
駐
在
の
外
交
官
で
も
有
吉
明
上
海
公
使
ら
は
、
対
日
提
携
の
口
実
と
し
て
胡
漢
民
ら
が
掲
げ
る
大
亜
細
亜
主

(W) 

義
に
疑
い
を
持
ち
、
彼
等
が
対
日
提
携
を
口
に
す
る
一
方
で
抗
日
通
電
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
強
い
警
戒
を
示
し
て
い
た
。
西
南
派
と

の
提
携
問
題
の
中
で
大
亜
細
亜
主
義
の
比
重
が
高
ま
る
と
、
外
務
省
亜
細
亜
局
で
は
孫
文
の
満
州
譲
渡
発
言
問
題
を
重
大
視
し
て
、
日
本
産

北法55(3・47)953



説

業
会
社
久
原
房
之
助
と
の
借
款
証
書
や
「
大
亜
細
亜
主
義
演
説
」
の
文
面
を
精
査
し
、
山
田
純
三
郎
・
頭
山
満
ら
か
ら
も
聴
取
を
行
っ
た
が
、

(
川
町
)

結
局
そ
の
証
拠
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

(
5
)
対
西
南
工
作
の
失
敗
と
英
国
の
対
中
進
出

~ti去55(3 ・ 48)954

論

西
南
派
と
の
経
済
提
携
の
た
め
、
以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
和
知
や
竹
藤
、
松
井
ら
は
対
広
東
省
借
款
案
、
広
西
省
立
銀
行
の
た
め

の
借
款
案
、
広
東
・
広
西
両
省
へ
の
米
穀
借
款
案
、
西
南
興
業
銀
行
・
貿
易
公
司
案
等
に
関
与
し
た
。
さ
ら
に
三
四
年
一

O
月
に
は
、
和
知

ら
陸
軍
の
意
向
を
受
け
た
竹
藤
が
台
湾
糖
と
広
東
・
広
西
の
ウ
ォ
ル
フ
ラ
ム
・
タ
ン
グ
ス
テ
ン
・
マ
ン
ガ
ン
(
軍
需
品
)
と
を
交
換
す
る
経

(

卯

)

(

削

)

済
提
携
案
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
実
現
に
は
至
ら
ず
、
結
局
実
現
し
た
の
は
西
南
側
に
対
す
る
武
器
供
給
だ
け
で
あ
っ
た
。

三
六
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
、
予
備
役
と
な
っ
た
松
井
石
根
は
大
亜
細
亜
協
会
会
頭
と
し
て
、
竹
藤
峰
治
ら
を
伴
い
、
胡
漢
民
ら
西
南
派

を
訪
問
し
た
。
「
天
津
大
公
報
』
等
中
国
側
で
報
道
さ
れ
た
松
井
・
胡
会
談
の
内
容
は
、
胡
が
大
亜
細
亜
主
義
と
抗
日
政
策
を
主
張
し
た
と

(
肌
)

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
松
井
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
胡
は
華
北
と
西
南
と
の
提
携
を
求
め
、
西
南
派
の
反
蒋
運
動
に
対
す
る
日
本
の
援

助
を
要
請
し
た
と
い
う
。
松
井
は
胡
や
李
宗
仁
ら
に
対
し
て
、
西
南
派
が
反
蒋
介
石
及
び
大
亜
細
亜
主
義
を
毅
然
と
し
て
実
行
す
る
よ
う
要

求
し
た
が
、
松
井
に
は
西
南
側
の
反
蒋
政
策
や
反
日
抑
制
は
不
十
分
に
感
じ
ら
れ
、
胡
に
対
し
て
こ
の
ま
ま
で
は
西
南
側
の
要
請
に
は
応
じ

(
印
)

ら
れ
な
い
旨
を
強
調
し
た
。
西
南
派
に
お
け
る
抗
日
と
反
蒋
と
の
聞
の
遼
巡
は
松
井
の
期
待
か
ら
は
遠
く
、
こ
の
時
点
で
、
西
南
派
と
松
井

ら
日
本
側
大
亜
細
亜
主
義
者
と
が
反
蒋
介
石
へ
と
合
流
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
程
な
く
胡
漢
民
が
急
逝
し
た
後
の
三
六
年
六
月
、
西

南
派
は
反
蒋
抗
日
救
国
を
掲
げ
て
抗
日
救
圏
西
南
連
軍
を
組
織
し
た
も
の
の
、
蒋
介
石
軍
の
圧
力
の
前
に
西
南
軍
は
内
部
崩
壊
し
、
七
月
陳

済
裳
は
辞
職
し
香
港
に
亡
命
、
李
宗
仁
・
白
崇
稽
も
ま
た
次
第
に
広
西
省
に
お
け
る
地
盤
を
失
い
、
そ
の
結
果
日
本
側
が
挺
子
入
れ
し
て
き



た
西
南
勢
力
は
失
わ
れ
た
。
そ
し
て
八
月
の
成
都
事
件
に
よ
る
排
日
運
動
の
高
揚
、
二
一
月
の
西
安
事
件
に
よ
っ
て
、
日
本
は
完
全
に
対
中

国
政
策
に
お
い
て
手
詰
ま
り
の
状
態
に
陥
っ
た
。
広
田
内
閣
の
五
相
会
議
が
八
月
七
日
に
「
国
策
の
基
準
」
を
決
定
し
、
そ
の
中
で
海
軍
の

主
張
を
容
れ
南
方
海
洋
へ
の
進
出
発
展
を
謡
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
あ
っ
た
。
大
亜
細
亜
主
義
を
掲
げ
、
蒋
介
石
政
権
に
よ
る

中
国
統
一
と
中
国
か
ら
の
英
米
資
本
の
駆
逐
を
図
ろ
う
と
し
た
汎
ア
ジ
ア
主
義
の
動
き
は
、
華
南
に
お
け
る
足
場
を
す
で
に
失
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

汎アジア主義における「台湾要因」

な
お
、
三
三
年
三
月
に
日
本
で
松
井
を
中
心
に
発
足
し
た
大
亜
細
亜
協
会
で
は
、
西
南
派
に
対
す
る
働
き
か
け
と
並
行
し
て
、
六
月
に
熱

河
大
亜
細
亜
主
義
青
年
団
、
広
東
大
亜
細
亜
協
会
、
一

O
月
に
台
湾
大
亜
細
亜
協
会
、
一
一
月
に
大
満
州
国
阿
城
青
年
団
、
三
四
年
三
月
に

(
問
)

朝
鮮
大
亜
細
亜
主
義
協
会
、
五
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
亜
細
亜
協
会
創
立
準
備
会
と
、
次
々
に
ア
ジ
ア
各
地
に
支
部
を
設
立
し
た
。
こ
こ
で
、

特
に
東
南
ア
ジ
ア
で
支
部
が
設
立
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
に
つ
い
て
、
簡
単
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。
三
四
年
七
月
に
マ
ニ
ラ
総
領
事

木
村
停
が
報
告
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
名
古
屋
新
聞
特
派
員
と
称
す
る
今
村
忠
助
が
二
月
以
来
フ
ィ
リ
ピ
ン
各
地
で
講
演
会
を
催
し
、
参

謀
本
部
の
諒
解
の
下
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
、
台
湾
軍
司
令
官
松
井
大
将
と
特
別
の
親
交
が
あ
る
こ
と
を
各
地
で
強
調
し
て
、
大
亜
細
亜
協

会
支
部
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
木
村
総
領
事
は
、
「
会
員
ノ
大
多
数
ハ
当
地
日
本
人
会
内
ニ
テ
モ
評
判
宜
シ
カ
ラ
サ
ル
分
子
ヲ
中

心
ト
シ
銀
行
商
社
等
ノ
有
力
者
カ
之
ニ
参
加
セ
サ
ル
ノ
事
実
ニ
鑑
ミ
当
館
ニ
於
テ
モ
積
極
的
援
助
ヲ
差
控
へ
居
リ
タ
ル
カ
開
会
式
ノ
際
不
謹

(
胤
)

慎
ナ
ル
言
説
ヲ
弄
シ
領
事
館
攻
撃
ヲ
試
ミ
却
テ
有
識
者
間
ニ
憤
慨
ヲ
醸
シ
タ
ル
ヤ
ノ
観
ア
リ
」
と
述
べ
、
警
戒
の
眼
を
向
け
て
い
る
。
日
本

人
会
発
行
の
現
地
唯
一
の
邦
字
紙
で
は
、
マ
ニ
ラ
日
本
人
小
学
校
で
開
か
れ
た
発
会
式
に
約
三

O
O
名
が
参
加
し
、
会
長
に
望
月
音
五
郎
を

選
出
し
た
が
、
「
或
る
種
の
誤
解
乃
至
は
反
感
、
イ
ン
テ
リ
特
有
の
蒼
白
い
冷
笑
」
か
ら
邦
人
有
力
者
が
多
く
参
加
を
拒
否
し
、
松
井
の
今

村
に
対
す
る
「
斯
る
国
策
に
順
応
す
る
仕
事
に
は
総
領
事
と
も
協
力
し
て
慎
重
確
実
な
発
展
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
指
示
に
基
づ
き
今
村
や

(
間
)

望
月
等
が
木
村
総
領
事
に
支
持
を
求
め
た
が
時
期
尚
早
を
理
由
に
入
会
を
拒
否
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
一
一
月
に
今
村
が
日
本
官
憲

北法55(3・49)955



説

に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
大
亜
細
亜
協
会
フ
ィ
リ
ピ
ン
支
部
は
在
留
邦
人
及
び
日
本
留
学
経
験
の
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
約
一

0
0
0
名

北法55(3・50)956

論

か
ら
成
り
、
今
村
は
そ
の
後
台
北
・
基
隆
で
講
演
を
し
た
後
、
門
司
・
神
戸
経
由
で
ジ
ヤ
ワ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
シ
ヤ
ム
等
東
南
ア
ジ
ア
各

(
山
川
)

地
に
協
会
を
設
立
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
六
年
三
月
に
木
村
の
後
任
内
山
清
総
領
事
が
台
湾
総
督
府
外
事
課
長
に
・
申
し
送
っ
た
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
本
協
会
ハ
馬
尼
刺
市
在
留
民
中
ノ
日
本
人
会
、
日
本
人
商
業
会
議
所
又
ハ
日
本
倶
楽
部
ニ
好
意
ヲ
持
タ
サ
ル
一
部
ノ
分

子
ヲ
以
テ
構
成
シ
会
員
ハ
主
ト
シ
テ
庖
員
、
漁
夫
、
大
工
等
ノ
職
人
、
水
屋
等
ニ
シ
テ
教
育
ア
ル
モ
ノ
ハ
少
ク
同
会
ヨ
リ
勧
誘
サ
レ
本
主
義

ニ
正
当
ノ
理
解
ヲ
有
セ
ス
シ
テ
加
入
シ
居
ル
モ
ノ
多
シ
ト
一
般
ニ
観
測
セ
ラ
レ
居
レ
リ
」
と
い
う
状
態
で
、
会
長
望
月
音
五
郎
も
私
的
勢
力

拡
大
の
た
め
に
協
会
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
「
現
在
亜
細
亜
協
会
員
以
外
信
望
少
ナ
シ
」
と
見
ら
れ
て
い
た
。
望
月
会
長
は
、
本
来

の
大
亜
細
亜
主
義
普
及
よ
り
も
協
会
を
利
用
し
て
日
本
人
会
に
対
立
し
、
協
会
発
行
の
『
商
工
新
報
」
に
対
抗
す
べ
く
大
亜
細
亜
協
会
の
機

関
紙
を
発
行
し
よ
う
と
、
台
湾
大
亜
細
亜
協
会
、
南
方
懇
話
会
、
台
湾
軍
参
謀
部
、
馬
公
要
港
部
先
任
参
謀
、
台
湾
総
督
府
等
に
補
助
金
交

付
を
働
き
か
け
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
内
山
総
領
事
は
、
「
大
亜
細
亜
協
会
ノ
主
義
ニ
ハ
現
会
員
以
外
ノ
邦
人
大
多
数
カ
賛
成
シ
居

ル
コ
ト
勿
論
ナ
ル
モ
比
島
新
政
府
樹
立
後
ニ
於
ケ
ル
比
島
政
情
誼
比
島
人
ノ
対
日
思
想
ニ
鑑
ミ
公
然
右
主
張
ヲ
鼓
吹
ス
ル
コ
ト
ハ
時
機
尚
早

(
川
)

ニ
シ
テ
外
部
ノ
疑
惑
ヲ
招
致
ス
ル
倶
レ
ア
リ
ト
シ
」
と
述
べ
、
台
湾
総
督
府
に
警
戒
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

そ
の
後
同
年
八
月
、
台
湾
大
亜
細
亜
協
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
佐
藤
佐
台
北
高
等
商
業
学
校
教
授
が
望
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
亜
細
亜
協

会
会
長
を
同
道
し
て
内
山
総
領
事
を
訪
ね
、
松
井
石
根
陸
軍
大
将
及
び
台
湾
総
督
府
外
事
坂
本
課
長
の
名
刺
紹
介
状
を
提
示
の
上
、
松
井
会

頭
も
今
後
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
亜
細
亜
協
会
を
強
化
す
る
意
向
で
あ
る
と
述
べ
て
後
援
を
求
め
た
。
し
か
し
、
内
山
の
回
答
は
、
三
五
年
一
一
月

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
連
邦
共
和
国
成
立
に
よ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
独
立
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
外
交
関
係
は
依
然
米
国
の
主
権
下
に
あ
り
、

「
未
タ
米
国
旗
下
ニ
ア
ル
間
ニ
於
テ
表
向
キ
白
人
支
配
ニ
反
抗
ス
ル
亜
細
亜
人
ノ
亜
細
亜
ナ
ル
気
勢
ヲ
挙
ク
ル
迄
ニ
ハ
至
ラ
ス
」
、
ま
た
経

済
的
に
圧
倒
的
に
米
国
に
依
存
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
米
比
通
商
協
定
成
立
以
前
に
反
米
的
態
度
に
出
た
り
親
日
化
す
る
か
ど
う
か
は
疑
問



で
あ
る
こ
と
、
経
済
的
政
治
的
に
日
本
と
重
大
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
米
国
と
の
親
善
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
は
好
ま
し
く
な
く
、
大
亜

細
亜
主
義
の
運
動
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
行
う
こ
と
は
少
な
く
と
も
翌
年
の
米
比
通
商
会
議
ま
で
は
控
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
大
亜
細
亜
主
義

は
む
し
ろ
「
日
支
親
善
関
係
ノ
達
成
」
を
先
決
問
題
と
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
大
亜
細
亜
主
義
運
動
を
後
援
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
拒

絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
内
山
は
、
有
国
外
相
に
対
し
、
日
比
親
善
運
動
は
日
比
協
会
を
中
心
に
行
う
べ
き
も
の
で
、
「
亜
細
亜
運

動
ナ
ル
モ
ノ
ハ
稀
々
モ
ス
レ
ハ
当
国
民
カ
最
モ
嫌
忌
ス
ル
軍
閥
カ
亜
細
亜
民
族
制
覇
ノ
野
心
ヨ
リ
指
示
ス
ル
処
ナ
リ
ト
ノ
感
ヲ
与
へ
折
角
ノ

企
図
モ
目
的
ヲ
達
シ
得
サ
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
ヘ
ク
総
テ
ノ
点
ニ
於
テ
本
運
動
ハ
時
期
尚
早
ナ
リ
」
と
述
べ
、
松
井
石
根
ら
大
亜
細
亜
協
会
関
係

汎アジア主義における「台湾要因j

者
に
対
し
て
、
少
な
く
と
も
米
比
通
商
会
議
の
終
了
ま
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
運
動
を
差
し
控
え
る
こ
と
を
説
得
す
る
よ
う
要
望
し
て

(
明
)

い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
在
外
公
館
は
、
同
地
大
亜
細
亜
協
会
メ
ン
バ
ー
の
質
の
悪
さ
と
、
対
米
関
係
最
重
視
の
観
点
か
ら
、
松
井
ら

の
大
亜
細
亜
主
義
運
動
に
は
徹
底
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。

な
お
、
三
四
年
秋
に
は
松
井
石
根
が
執
筆
し
大
亜
細
亜
協
会
が
中
国
語
並
び
に
日
本
語
で
刊
行
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
、
マ
ラ
ヤ
で
配
布

さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
英
国
の
マ
ラ
ヤ
駐
在
軍
情
報
収
集
担
当
者
に
よ
っ
て
英
国
本
国
に
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
国
際
連
盟
及

(
間
)

び
西
洋
帝
国
主
義
を
批
判
し
、
日
中
親
善
の
重
要
性
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
他
に
も
、
先
に
紹
介
し
た
今
村
忠
助
の
よ
う
な
英
国
植

民
地
に
お
け
る
大
亜
細
亜
主
義
協
会
の
活
動
は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
当
然
英
国
側
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
英
国
植
民
地
内
で
の

大
亜
細
亜
協
会
の
動
き
に
神
経
を
尖
ら
せ
た
。
し
か
し
本
格
的
に
英
国
植
民
地
に
お
い
て
、
外
交
官
も
巻
き
込
み
な
が
ら
汎
ア
ジ
ア
、
王
義
運

動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
日
中
戦
争
中
期
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
台
湾
を
拠
点
と
し
た
大
亜
細
亜
主
義

運
動
拡
大
の
動
き
が
順
調
に
進
ま
な
か
っ
た
の
は
、
台
湾
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
通
商
活
動
が
必
ず
し
も
順
調
に
伸
展
し
な
か
っ
た
こ

と
と
照
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
林
満
紅
氏
は
台
湾
商
人
が
東
南
ア
ジ
ア
・
華
南
と
日
本
帝
国
を
結
び
つ
け
続
け
た
こ
と
を
指
摘
し

(
川
)

て
お
り
、
そ
れ
は
事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
一
方
で
堀
和
生
氏
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
台
湾
が
「
南
支
那
南
洋
へ
の
前

北法55(3・51)957 
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進
基
地
」
と
言
わ
れ
続
け
た
三

0
年
代
に
東
南
ア
ジ
ア
・
華
南
と
の
経
済
関
係
は
却
っ
て
弱
ま
り
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
が
形
成
さ
れ
る
頃

(
山
)

に
も
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
本
格
的
進
出
は
、
第
二
次

(
山
)

世
界
大
戦
開
戦
後
の
武
力
を
背
景
と
し
た
資
源
獲
得
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
松
井
や
和
知
ら
の
活
動

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
帝
国
に
よ
る
華
南
・
東
南
ア
ジ
ア
の
華
僑
取
り
込
み
が
結
局
は
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
も
、
そ
う
し
た
こ
と
の
一

北法55(3・52)958

三記、
開問

面
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
も
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
大
亜
細
亜
協
会
が
支
部
を
設
置
し
、
比
較
的
活
発
に
活
動
し
得
た

の
か
。
ま
ず
、
英
領
マ
ラ
ヤ
等
で
は
華
僑
の
割
合
も
多
く
、
英
国
は
各
藩
王
国
・
人
種
・
身
分
・
階
級
等
の
多
様
な
現
地
の
複
合
社
会
を
分

割
統
治
す
る
た
め
に
、
華
僑
や
印
僑
を
利
用
し
、
彼
ら
に
現
地
社
会
と
英
国
人
社
会
と
の
仲
介
を
さ
せ
、
経
済
運
営
を
行
わ
せ
た
。
そ
の
意

(
川
)

昧
で
、
華
僑
と
英
国
等
に
よ
る
東
南
ア
ジ
ア
の
西
洋
帝
国
主
義
支
配
と
は
密
接
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
中
国
本
土
の
み
な
ら

ず
東
南
ア
ジ
ア
の
植
民
地
に
お
い
て
も
、
中
国
人
(
蒋
介
石
政
権
及
び
華
僑
)
に
よ
る
抗
日
運
動
と
英
国
等
に
よ
る
西
洋
帝
国
主
義
と
が
結

び
つ
い
て
い
る
と
い
う
、
日
本
の
汎
ア
ジ
ア
主
義
者
の
認
識
枠
組
み
を
補
強
す
る
事
実
が
存
在
し
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
英
国
を
中
，

心
と
す
る
西
欧
諸
国
の
植
民
地
で
は
、
従
来
か
ら
の
華
僑
の
販
売
網
が
圧
倒
的
に
強
く
日
本
商
人
が
浸
透
す
る
こ
と
は
難
し
く
)
排
日
活
動

も
猛
烈
で
、
そ
の
結
果
こ
れ
ら
の
地
域
へ
の
綿
糸
布
・
雑
貨
・
水
産
物
等
の
輸
出
も
激
減
し
、
日
本
移
民
の
経
済
活
動
の
余
地
は
非
常
に
限

ら
れ
て
い
た
。
英
国
側
の
日
本
人
移
住
者
に
対
す
る
監
視
の
眼
も
厳
し
く
、
過
酷
な
自
然
環
境
も
あ
っ
て
、
入
植
者
の
多
く
は
生
活
に
困
窮

し
、
厳
し
い
労
働
環
境
の
中
で
惨
憎
た
る
辛
苦
を
嘗
め
た
あ
げ
く
病
没
し
た
り
姿
を
消
し
た
者
が
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
蘭
印
に

お
い
て
は
、
英
米
に
そ
の
安
全
保
障
を
依
存
す
る
方
針
に
あ
り
、
特
に
日
本
に
よ
る
侵
略
を
強
く
怖
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
蘭
印
の
オ
ラ

シ
ダ
当
局
及
、
び
オ
ラ
ン
ダ
人
は
一
般
に
日
本
人
や
日
本
商
品
の
進
出
を
喜
ば
ず
、
日
本
か
ら
の
移
民
に
対
し
て
も
排
日
傾
向
に
あ
っ
た
と
言

(
川
)

う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
米
国
の
植
民
地
た
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
表

I
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
日
本
人
移
民
が



汎アジア主義における「台湾要因」

表 I 明治14年~昭和16年までのアジア・オセアニアへの日本人移民者数

西 暦年
マカオ(ポ)

印度支部(仏) ンヤム
マレーンン

東印度(蘭) ~n 度
?王 ホンコノ(英) ガポール(英)

1881 明治14 2 
82 15 
83 16 12 
84 17 3 
85 18 I 

86 19 4 
87 20 
88 21 11 
89 22 I 3 
90 23 1 4 

91 24 135 4 40 11 
92 25 270 5 132 12 
93 26 319 86 32 
94 27 192 48 88 29 
95 28 206 79 106 17 
96 29 184 34 144 
97 30 295 30 153 652 
98 31 293 22 96 50 
99 32 50 16 32 36 6 

1900 33 36 10 48 30 10 

l 34 48 8 28 26 4 
2 35 54 9 4 21 72 
3 36 33 16 6 36 22 24 
4 37 21 4 3 57 12 
5 38 11 10 3 35 26 
6 39 19 14 1 39 41 4 
7 40 24 19 4 59 35 8 
8 41 18 13 76 53 
9 42 33 19 3 58 39 2 
10 43 30 26 I 82 49 2 

11 44 26 16 76 
12 45 34 21 386 91 25 
13 大正 2 2 10 2 338 192 23 
14 3 7 12 250 175 11 
15 4 26 16 2 235 115 16 
16 5 27 12 7 334 185 26 
17 6 35 3 2 560 210 46 
18 7 19 27 5 412 146 42 
19 8 90 10 5 343 128 45 
20 9 105 10 3 240 186 33 

21 10 46 14 4 224 130 24 
22 11 35 6 171 90 10 
223 12 15 17 57 81 26 
24 13 21 5 1 152 75 17 
25 14 19 4 4 437 169 36 
26 15 37 6 5 402 226 27 
27 昭和 2 19 4 11 475 248 39 
28 3 36 6 4 420 191 16 
29 4 49 22 3 513 507 52 
30 b 100 18 7 835 558 71 

31 6 62 15 10 549 447 106 
32 7 51 9 4 356 533 83 
33 8 73 25 11 322 468 52 
34 9 117 22 25 598 356 43 
35 10 234 18 24 583 389 40 
36 11 512 144 
37 12 55 6 22 443 131 15 
38 13 26 10 12 105 123 10 
39 14 66 75 115 
40 15 26 10 12 63 121 4 

41 16 3 56 31 20 51 

言十 3，706 584 477 11，842 7，098 1， 834 

今野敏彦 藤崎康夫『移民史E アジア・オセアニ7編J(新泉社、 1985年)252-253頁。
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北ボルネオ 7ィリピン群島
オーストラ')7 英領大洋島

ニューカレドニ7
7イジー(英) タヒチ(仏) その他南洋群島

サラワク(英) グ 7 ム (仏)

12 14 
5 21 988 

3 8 295 134 
77 155 l 

2，215 28 
2，923 118 
427 27 40 612 

6 71 2 23 
1 176 5 9 
2 143 9 351 
5 170 9 18 

396 8 181 1， 015 137 

596 6 342 223 
18 689 6 130 42 

930 17 62 583 2 30 
782 19 77 1，163 4 99 30 

8 468 20 22 4 2 2 
15 1，029 20 6 2 4 17 
36 3，170 29 53 29 
78 3，046 41 18 4 
8 938 140 52 111 7 31 
10 4ll 105 3 

18 415 99 3 1 2 
11 189 228 
13 449 54 6 
6 548 112 
5 1，635 250 
83 2，197 139 9 3 
34 2，659 129 3 4 
106 2，077 270 5 9 
30 4，535 277 17 4 
97 2，685 75 30 14 

58 1，109 34 18 7 
70 746 92 6 2 l 2 
133 941 59 2 4 9 
174 1，544 105 4 
230 1，802 92 2 

2，809 223 
183 3，811 222 2 
531 2，367 96 15 4 
430 854 78 
293 626 44 5 

10 347 

2，705 53，027 3，773 1，046 5，073 90 541 116 

北法55(3・54)960



製
品
や
雑
貨
を
中
心
と
す
る
輸
出
額
は
飛
躍
的
に
増
大
し
、
マ

ニ
ラ
麻
や
材
木
等
の
輸
入
額
も
伸
張
し
た
。
漁
業
・
建
設
請
負

(
川
)

業
な
ど
で
成
功
す
る
者
も
増
え
、
日
本
人
会
や
日
本
人
間
業
組
合
等
の
活
動
も
活
発
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
米
国
が
一
九
二
四
(
大
正
一
三
)
年
に
成
立
さ
せ
た
排
日
移
民
法
の
対
象
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
除
外
し
た
た
め
、
移
民
法
施
行
以

汎アジア主義における「台湾要因」

衰E

中 国 人

シャム 2，500 
マレ一半島 1. 709 
葡領東インド 1， 233 
仏領インドシナ 381 
ソ連 252 
ピルマ 194 
マカオ 120 
フィリピン III 
英領ボルネオ 75 
アメリカ合衆国 75 
台湾 47 
カナダ 42 
朝鮮 41 
西インド 36 
ハワイ 27 
メキシコ 25 
日本 20 
フランス 17 
オーストラリア 15 

計 6，920 I 

1935年における中国人の圏外居住者数
(単位千人)

杉原薫「近代世界システムと人間の移動J(r岩波講座

世界歴史19移動と移民J(岩波書庖、 1999年))37頁。

ず
ば
抜
け
て
多
く
、
最
も
入
植
に
成
功
し
た
地
域
で
あ
っ
た
。

ま
た
表

H
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
シ
ヤ
ム
、

マレ
l
半
島
、
蘭

領
東
イ
ン
ド
、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
、
ビ
ル
マ
等
と
比
べ
て
、
フ
イ

(
山
)

リ
ピ
ン
に
お
け
る
華
僑
の
割
合
や
影
響
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
会
に
対
し
て
は
、
日
本
か
ら
大

商
社
や
銀
行
の
み
な
ら
ず
中
小
小
売
業
者
が
深
く
入
り
込
み
、

済
南
事
件
や
満
州
事
変
以
降
の
華
僑
に
よ
る
日
本
商
品
ボ
イ

コ
ッ
ト
や
排
日
運
動
の
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
欧
州
各
国
か
ら
の
商
品
輸
入

激
減
を
契
機
と
し
て
、
日
本
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
綿
布
・
綿

そ
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、

後
、
そ
れ
以
前
は
日
本
か
ら
ハ
ワ
イ
や
米
国
本
土
へ
向
か
っ
て
い
た
移
民
(
沖
縄
出
身
者
が
特
に
多
い
)

の
多
く
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
ベ
ル

i
、

北法55(3・55)961

マ
ニ
ラ
麻
を
中
心
と
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
の
安
定
性
と
併
せ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お

け
る
在
留
邦
人
の
数
は
急
速
に
増
加
し
、
現
地
社
会
に
お
け
る
経
済
的
影
響
力
を
増
大
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
植
民
地
台
湾
と
の
地
理
的
近
接

性
や
歴
史
的
な
つ
な
が
り
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
日
本
人
の
移
民
の
し
や
す
さ
や
影
響
力
に
作
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ



説

た
が
故
に
、
大
亜
細
亜
協
会
は
在
留
邦
人
及
び
、
日
本
に
比
較
的
好
意
的
と
考
え
ら
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
向
け
て
活
動
を
展
開
し
よ
う
と

(
川
)

し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
現
地
社
会
の
一
部
や
米
国
政
府
は
日
本
人
の
増
大
に
強
い
警
戒
を
抱
き
、
こ
の
た
め
日
本
の
在
外
公
館
は
経
済
関

係
に
鑑
み
て
対
米
関
係
及
び
対
フ
ィ
リ
ピ
ン
関
係
に
強
く
配
慮
し
、
大
亜
細
亜
協
会
の
動
き
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
東

南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
、
米
国
は
英
国
等
の
西
洋
帝
国
主
義
国
と
は
区
別
し
得
る
と
い
う
「
英
米
可
分
論
」
が
、
三
0
年
代
後
半
に
外
務
省

や
陸
軍
等
の
聞
で
成
立
す
る
一
つ
の
根
拠
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
四
O
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
は
新
移
民
法
を
成
立
さ

(
川
)

せ
、
す
べ
て
の
国
か
ら
の
移
住
者
数
を
制
限
し
、
日
本
側
を
刺
激
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
て
、
華
南
へ
の
進
出
に
失
敗
し
た
日
本
側
か
ら
見
て
、
中
国
で
の
幣
制
改
革
実
現
を
成
功
さ
せ
元
と
ポ
ン
ド
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
英
国

号ι
ロ聞

は
、
そ
の
後
も
順
調
に
華
南
を
中
心
と
す
る
中
国
へ
の
経
済
的
進
出
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
。
卑
漢
鉄
道
・
広
九
鉄
道
の
完
成

に
よ
り
、
英
国
は
華
中
経
済
と
香
港
・
広
東
と
を
結
び
つ
け
、
そ
の
他
に
も
広
東
に
大
規
模
製
鉄
会
社
を
設
立
し
、
木
綿
・
毛
織
工
場
、
発

(
川
)

電
会
社
等
の
開
設
を
進
め
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
た
。
「
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
」
紙
三
六
年
八
月
二
四
日
付
は
、
日
本
に
お
け
る
反
英
運
動

が
急
速
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
を
伝
え
る
東
京
特
派
員
か
ら
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
満
州
事
変
時
に
お
け
る
リ
ッ
ト
ン
調

査
団
報
告
の
際
に
も
こ
う
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
今
回
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
か
つ
て
親
英
家
だ
っ
た
あ
る
日
本
政
府
高
官
は
、
対
米
・

対
ソ
関
係
は
改
善
さ
れ
て
お
り
、
今
や
日
本
の
主
要
敵
国
は
英
国
だ
、
と
断
言
す
る
に
至
っ
た
と
い
、
っ
。
こ
の
変
化
の
最
大
の
原
因
は
リ
ー

ス
ロ
ス
の
中
国
に
お
け
る
成
功
で
あ
り
、
英
国
に
よ
る
南
京
政
府
へ
の
財
政
的
支
援
の
結
果
と
し
て
英
国
は
中
国
統
一
に
貢
献
す
る
こ
と
と

な
り
、
財
政
的
影
響
力
の
増
大
に
よ
っ
て
金
融
、
鉄
道
等
の
重
要
産
業
に
急
速
に
進
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
見
る
見
方
が
外
務
省
内
で

(m) 

も
出
て
き
た
こ
と
を
、
こ
の
記
事
は
報
じ
て
い
る
。
リ
ー
ス
ロ
ス
の
中
国
に
お
け
る
経
済
協
力
と
し
て
は
幣
制
改
革
が
有
名
で
あ
る
が
、
当

時
は
、
彼
が
広
東
等
華
南
に
対
し
て
卑
漢
鉄
道
・
広
九
鉄
道
締
結
や
製
鉄
会
社
設
立
を
働
き
か
け
、
英
国
経
済
権
益
の
中
心
を
華
北
華
中
か

(
山
)

ら
華
南
へ
と
南
遷
し
て
華
南
に
お
け
る
経
済
権
益
を
独
占
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
、
強
く
警
戒
さ
れ
て
い
た
。
特
に
三
七
年
三
月
の
三
中
全

北法55(3・56)962



汎アジア主義における「台湾要因j

会
以
降
、
英
国
は
蒋
介
石
政
権
支
持
を
強
固
に
す
る
こ
と
で
英
中
経
済
提
携
を
進
め
、
英
国
側
の
長
期
借
款
の
下
に
、
京
卑
鉄
道
(
南
京
・

広
東
間
)
、
閑
胸
骨
鉄
道
(
福
州
・
広
東
間
)
、
広
東
・
貴
州
・
雲
南
連
絡
鉄
道
の
建
設
、
海
南
島
開
発
等
の
華
南
開
発
を
蒋
介
石
政
権
に
認
め

(
印
)

さ
せ
、
同
時
に
、
香
港
を
拠
点
に
、
満
州
や
華
北
等
へ
の
更
な
る
進
出
も
目
論
ん
で
い
る
と
、
大
亜
細
亜
協
会
等
で
は
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
当
時
の
日
本
側
の
認
識
と
し
て
は
、
特
別
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
通
貨
改
革
も
、
鉄
道
建
設
権
獲
得
も
、

今
日
の
中
国
に
お
け
る
新
幹
線
導
入
を
ど
の
国
が
入
札
す
る
か
と
い
う
問
題
よ
り
も
遁
か
に
重
要
な
経
済
問
題
で
あ
り
、
政
治
問
題
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
ど
ち
ら
も
英
国
に
し
て
や
ら
れ
た
と
い
う
屈
辱
感
は
、
後
々
ま
で
痛
恨
の
極
み
と
し
て
嘆
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
、
日
中
戦
争
勃
発
後
、
当
時
の
著
名
な
軍
事
評
論
家
武
藤
貞
一
は
、
リ
ー
ス
ロ
ス
幣
制
改
革
を
「
支
那
財
政
を
イ
ギ
リ
ス
資
本

の
手
中
に
制
せ
ら
れ
る
」
結
果
を
招
き
「
抗
日
支
那
暦
懲
以
外
に
手
段
な
き
」
に
至
ら
し
め
た
も
の
と
し
て
断
じ
、
ま
た
慶
門
・
広
東
問
、

出
頭
・
広
東
聞
の
鉄
道
計
画
、
英
徳
等
広
西
省
全
省
の
鉱
山
採
掘
権
等
を
日
本
側
の
手
で
獲
得
し
な
か
っ
た
ば
か
り
に
英
国
に
奪
わ
れ
、
日

(
凶
)

中
戦
争
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
総
括
し
た
。
日
中
戦
争
勃
発
前
す
で
に
、
松
井
ら
日
本
の
汎
ア
ジ
ア
主
義
者
の
構
想
、
即
ち
、

(
胤
)

大
亜
細
亜
主
義
を
旗
印
に
満
州
国
独
立
に
続
い
て
西
南
派
を
独
立
さ
せ
、
華
北
を
分
離
す
る
な
ど
し
て
分
立
さ
せ
た
各
地
域
を
連
携
さ
せ
る

こ
と
で
、
蒋
介
石
政
権
に
よ
る
中
国
統
一
を
阻
止
し
、
ま
た
、
台
湾
籍
民
や
華
僑
ら
を
基
盤
に
、
東
ア
ジ
ア
通
商
圏
、
さ
ら
に
は
イ
ン
ド
・

東
南
ア
ジ
ア
に
至
る
範
囲
か
ら
英
国
等
の
西
洋
帝
国
主
義
資
本
を
駆
逐
し
よ
う
と
い
う
構
想
は
、
破
綻
し
て
い
た
。
そ
し
て
逆
に
、
英
国
に

よ
る
蒋
介
石
政
権
に
よ
る
中
国
統
一
の
急
速
な
進
展
と
英
国
資
本
の
華
南
へ
の
進
出
拡
大
と
が
、
着
々
と
実
現
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え

た
。
こ
う
し
た
中
で
日
中
戦
争
が
起
こ
っ
た
時
、
汎
ア
ジ
ア
主
義
者
を
中
心
と
す
る
日
本
の
側
の
主
観
と
し
て
、
日
中
戦
争
と
は
、
英
国
の

支
援
で
統
一
を
実
現
し
た
蒋
介
石
政
権
と
の
戦
争
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
英
国
な
い
し
英
国
資
本
と
の
戦
争
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
起
こ
っ
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て
く
る
こ
と
は
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
。



説

(6)
お
わ
り
に
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主子之、
白岡

こ
う
し
て
起
こ
っ
た
日
中
戦
争
の
現
地
最
高
司
令
官
(
三
七
年
八
月
上
海
派
遣
軍
司
令
官
、
一

O
月
に
中
支
那
方
面
軍
司
令
官
兼
務
)
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
の
が
、
予
備
役
か
ら
現
役
復
帰
し
た
松
井
石
根
で
あ
っ
た
。
事
変
が
勃
発
し
た
時
、
松
井
は
「
友
邦
民
国
に
告
ぐ
」
と
題

す
る
論
文
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
当
今
民
国
の
人
士
は
口
を
聞
け
ば
日
本
の
支
那
侵
略
を
唱
ふ
る
の
で
あ
る
が
、
事
実
日
本
は
未
だ
嘗
て
支
那
を
侵
略
し
た
こ
と
は
な
く
、

現
在
極
東
に
於
て
も
勿
論
民
国
の
領
土
は
愚
か
其
如
何
な
る
も
の
を
も
奪
取
す
る
意
を
有
し
な
い
の
で
あ
る
。
嚢
に
は
台
湾
朝
鮮
の
併
合

も
、
近
く
は
満
州
国
の
独
立
も
、
其
古
来
の
歴
史
的
因
縁
と
近
代
東
西
国
際
関
係
の
自
然
が
此
に
到
ら
し
め
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
沈

思
す
べ
き
で
あ
る
。
若
し
夫
れ
現
時
の
北
支
問
題
に
至
り
で
は
吾
等
日
本
の
真
意
を
誤
認
し
、
国
民
政
府
の
統
一
政
策
乃
至
は
共
産
軍
の

所
謂
人
民
戦
線
運
動
に
利
用
せ
ら
れ
た
る
一
部
人
士
の
挑
発
的
悪
戯
に
因
す
る
も
の
な
る
こ
と
明
白
で
あ
る
。
:
:
:
支
那
は
果
し
て
英
米

白
人
種
固
と
其
国
家
の
利
益
と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
り
永
遠
に
中
華
民
族
の
復
興
と
其
国
家
の
統
一
を
完
成
し
得
る
も
の
な
り
や
、

予
は
現
下
世
界
の
国
際
事
情
と
是
等
の
根
本
的
東
洋
思
想
に
鑑
み
、
遺
憾
な
が
ら
之
を
首
肯
し
能
は
ず
、
此
に
民
国
人
士
の
熟
慮
を
促
さ

(
防
)

ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
(
傍
線
松
浦
)

ま
た
上
海
派
遣
軍
司
令
官
と
し
て
出
発
す
る
時
、
松
井
は
日
中
戦
争
の
本
質
を
「
抑
も
日
華
両
国
の
闘
争
は
所
謂
『
亜
細
亜
の
一
家
』
内
に

於
け
る
兄
弟
喧
嘩
に
し
て
:
:
:
恰
も
一
家
内
の
兄
が
忍
び
に
忍
び
抜
い
て
も
猶
且
つ
乱
暴
を
止
め
ざ
る
弟
を
打
撫
す
る
に
均
し
く
其
の
之
を

(
附
)

悪
む
が
為
に
あ
ら
ず
可
愛
さ
余
つ
て
の
反
省
を
促
す
手
段
た
る
べ
き
の
こ
と
」
と
考
え
て
い
た
。

日
中
戦
争
は
、
松
井
に
と
っ
て
、
年
来
の
持
論
で
あ
る
大
亜
細
亜
主
義
を
実
現
す
べ
き
「
聖
戦
」
で
あ
っ
た
。
英
国
の
支
援
で
中
国
統
一

を
進
め
中
国
共
産
党
を
容
認
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
蒋
介
石
政
権
を
倒
し
、
英
国
等
の
西
洋
資
本
を
駆
逐
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
事
変
の
解



決
に
つ
な
が
り
、
真
の
日
中
親
善
と
な
り
、
大
亜
細
亜
主
義
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

日
中
戦
争
の
拡
大
(
南
下
)
に
伴
い
、
二
一
八
年
五
月
一

O
日
に
海
上
封
鎖
の
た
め
慶
門
を
海
軍
が
占
領
し
、

な
お
、

一
O
月
二
一
日
に
広

東
を
第
一
一
一
軍
(
司
令
官
は
前
台
湾
軍
司
令
官
古
荘
幹
郎
中
将
)
が
海
軍
の
協
力
と
台
湾
軍
の
援
助
の
下
に
占
領
し
、
三
九
年
二
月
一

O
日

に
は
海
南
島
に
台
湾
混
成
旅
団
を
中
心
と
す
る
陸
海
軍
が
上
陸
し
た
。
広
東
攻
略
に
は
蒋
介
石
援
助
ル

l
ト
(
援
蒋
ル

l
ト
)
の
香
港
ル
ー

ト
遮
断
や
英
国
権
益
排
撃
の
意
味
が
あ
り
、
海
南
島
攻
略
に
は
そ
の
後
援
蒋
ル

l
ト
と
し
て
重
点
の
移
っ
た
ハ
ノ
イ
・
ル

l
ト
、
ピ
ル
マ
・

(
凶
)

ル
l
ト
遮
断
の
意
図
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
南
方
華
僑
の
主
要
な
出
身
地
で
あ
る
油
頭
は
、
三
九
年
六
月
陸
海
軍
が
攻
略
し
た
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
華
南
要
地
へ
の
作
戦
や
占
領
地
統
治
は
、
大
本
営
を
頂
点
と
す
る
軍
中
枢
部
や
派
遣
部
隊
が
主
体
と
な
る
も
の
で
、
小
林
勝
造
台
湾

汎アジア主義における「台湾要因j

総
督
が
自
ら
述
べ
た
よ
う
に
台
湾
総
督
府
等
台
湾
側
で
は
、
あ
く
ま
で
軍
中
央
へ
の
協
力
の
枠
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
台
湾
自
体

を
足
場
と
し
た
華
南
へ
の
軍
事
進
出
が
現
実
の
も
の
と
な
る
の
は
、
四
一
年
四
月
援
蒋
ル

l
ト
遮
断
の
た
め
陸
海
軍
が
福
建
省
の
省
都
福
州

一
帯
を
占
領
し
た
時
で
あ
る
。
当
時
台
湾
軍
参
謀
長
と
な
っ
て
い
た
和
知
鷹
二
は
、
福
建
に
対
す
る
台
湾
側
か
ら
の
支
配
権
強
化
を
求
め
る

台
湾
内
部
の
官
憲
や
日
本
人
・
台
湾
人
双
方
の
資
本
家
ら
の
強
い
要
求
を
背
景
に
、
五
月
「
福
建
工
作
ニ
関
ス
ル
台
湾
軍
ノ
意
見
」
を
作
成

し
、
南
洋
華
僑
掌
握
の
た
め
に
も
、
福
州
占
領
を
泉
州
・
淳
州
一
帯
の
占
領
へ
と
拡
大
し
永
久
駐
兵
す
る
こ
と
を
木
村
兵
太
郎
陸
軍
次
官
に

(
邸
)

提
案
し
た
。
し
か
し
福
州
占
領
は
作
戦
上
九
月
ま
で
の
一
時
的
な
も
の
に
終
わ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
植
民
地
台
湾
を
足
場
と
し
た
華
南
に
対
す
る
直
接
的
な
軍
事
進
出
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
台

湾
は
、
通
商
経
済
的
な
角
度
か
ら
、
日
中
戦
争
を
南
下
さ
せ
、
英
国
を
中
心
と
す
る
西
洋
帝
国
主
義
国
と
の
軍
事
衝
突
へ
と
日
本
を
導
く
汎

ア
ジ
ア
主
義
の
揺
藍
と
な
っ
た
。
即
ち
、
汎
ア
ジ
ア
主
義
の
重
要
な
二
側
面
で
あ
る
、
華
南
・
台
湾
・
東
南
ア
ジ
ア
等
に
お
け
る
華
僑
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
通
商
圏
を
大
英
帝
国
等
と
争
奪
す
る
側
面
と
、
蒋
介
石
政
権
に
よ
る
中
華
帝
国
再
現
と
し
て
の
中
華
民
国
国
家
統

一
に
反
対
し
、
蒋
介
石
と
対
立
す
る
国
民
党
西
南
派
を
そ
こ
か
ら
切
り
崩
し
て
、
連
省
自
治
や
中
国
分
割
に
よ
り
中
国
を
「
民
族
」
単
位
へ
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説

(m) 

と
分
解
し
た
上
で
日
本
を
盟
主
と
す
る
大
「
ア
ジ
ア
人
種
」
連
盟
を
形
成
す
る
と
い
う
側
面
と
に
お
い
て
、
重
要
な
震
源
地
と
な
っ
た
の
で

ゴi

白岡

あ
る
。
そ
の
際
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
日
本
帝
国
の
サ
パ
ル
タ
ン
(
被
支
配
者
)
で
あ
り
ア
ジ
ア
各
地
に
散
ら
ば
っ
た
デ
ィ
ア

(m) 

ス
ポ
ラ
で
あ
る
台
湾
籍
民
や
華
僑
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
日
本
帝
国
と
大
英
帝
国
と
を
最
終
的
に
破
滅
へ
と
追
い

(
印
)

込
ん
だ
の
は
、
両
帝
国
を
周
縁
か
ら
支
え
て
い
た
台
湾
籍
民
・
華
僑
で
あ
り
、
イ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
1
)
伊
香
俊
哉
『
近
代
日
本
と
戦
争
違
法
化
体
制
』
(
古
川
弘
文
館
、
二
O
O
二
年
)
第
五
章
。

(
2
)
巻
頭
言
「
皇
軍
の
仏
印
増
派
と
南
方
亜
細
亜
」
(
『
大
亜
細
亜
主
義
』
九
巻
一

O
O
号
、
一
九
四
一
年
八
月
)
。

(
3
)
『
朝
日
新
聞
』
(
東
京
版
)
一
九
四
一
年
一
二
月
一
一
一
一
日
付
。

(
4
)
松
浦
正
孝
『
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
)
。

(
5
)

一
九
二
九
年
五
月
コ
二
日
付
在
慶
門
総
領
事
寺
嶋
広
文
発
田
中
義
一
外
相
宛
電
報
「
当
地
在
住
台
湾
籍
民
戸
口
調
査
着
手
ニ
関
ス
ル
件
」

二
九
年
七
月
八
日
付
在
広
東
総
領
事
矢
野
真
発
台
湾
総
督
川
村
竹
治
宛
電
報
「
在
留
台
湾
人
ノ
状
況
ニ
関
ス
ル
件
」
・
二
九
年
七
月
一
一
日
付

在
油
頭
領
事
別
府
熊
吉
発
幣
原
喜
重
郎
外
相
宛
電
報
「
台
湾
人
職
業
別
及
生
活
状
態
調
査
ノ
件
」
・
二
九
年
七
月
一
五
日
付
在
福
州
総
領
事
田

村
貞
治
郎
発
台
湾
総
督
府
総
務
長
官
河
原
田
稼
吉
宛
電
報
「
在
留
台
湾
人
ノ
職
業
別
人
口
並
ニ
生
活
状
態
等
ニ
関
ス
ル
件
」
等
(
『
台
湾
人
関
係

雑
件
在
外
台
湾
人
事
情
関
係
』
〉
・

3
・0
・
凶
心
、
所
収
、
外
交
史
料
館
所
蔵
。
以
下
、
『
台
湾
人
関
係
フ
ァ
イ
ル
』
と
略
称
)
。

(
6
)
劉
霧
林
他
編
『
民
国
職
官
年
表
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
)
六
二
三
頁
。

(
7
)
三
七
年
七
月
一
一
一
日
付
台
湾
軍
参
謀
長
秦
雅
尚
「
台
湾
臨
時
地
方
官
会
議
席
上
軍
ノ
要
望
事
項
開
陳
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」
(
『
密
大
日
記
』
昭

和
一
二
年
第
一
一
冊
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
部
図
書
館
所
蔵
)
。
三
七
年
八
月
四
日
付
台
湾
箪
参
謀
長
発
参
謀
次
長
宛
電
報
二
四
六
号
(
同

上
)
も
参
照
。

(
8
)
三
七
年
七
月
二
七
日
付
台
湾
軍
参
謡
附
宮
沢
秦
雅
尚
発
陸
軍
次
官
梅
津
美
治
郎
宛
電
報
二
二
二
号
「
台
湾
輿
論
ニ
関
ス
ル
件
、
通
牒
」
(
「
密
大
日
記
』

昭
和
一
一
一
年
第
一
一
一
冊
)
。

(9)
駒
込
武
「
一
九
三
0
年
代
台
湾
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
排
撃
運
動
」
(
小
森
陽
一
他
編
『
岩
波
講
座
近
代
日
本
の
文
化
史
7
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i凡アジア主義における「台湾要因」

力
戦
下
の
知
と
制
度
』
(
岩
波
書
庖
、
二
O
O
二
年
)
)
、
近
藤
正
己
「
総
力
戦
と
台
湾
』
(
刀
水
書
房
、
一
九
九
六
年
)
第
一
章
。
な
お
、
南
進

基
地
と
し
て
の
台
湾
と
い
う
視
点
を
か
ね
て
よ
り
強
調
し
て
い
る
の
は
、
後
藤
乾
一
氏
の
『
昭
和
期
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』
(
勤
草
書
房
、
一

九
八
六
年
)
第
三
章
、
「
台
湾
与
東
南
亜
(
一
九
三
一
0
1
一
九
四
五
)
」
(
黄
富
三
他
編
『
台
湾
史
研
究
一
百
年
一
回
顧
与
研
究
』
(
中
央
研
究
院

台
湾
史
研
究
所
準
備
処
、
一
九
九
七
年
)
等
で
あ
る
。

(
叩
)
松
浦
正
孝
「
高
橋
財
政
下
の
帝
国
経
済
再
編
と
体
制
間
優
位
競
争
|
|
汎
ア
ジ
ア
主
義
の
日
本
帝
国
に
お
け
る
政
治
経
済
基
盤
」
(
坂
野
潤
治

他
編
『
憲
政
の
政
治
学
」
東
京
大
学
出
版
会
、
近
刊
予
定
)
。

(
日
)
印
町
出
亡
邑

-
3
8
巴
こ
。
冨
∞

5
0ロ・ロ
HUS--宮
川

w
h
F
国
内

g
志
向
古
田
。
z
E目
白

E
0・
内
田
ヨ
伺
円
O
E
d
g
z
m伺
SE--u『
np句、.九『
h
h
E
b
。
E
宮
内
苫
号
室
、
。
「
町
公
司

〉
誉

5
・
E
ミ

h
h
-
M
1
2
F
r
s
-
E
E
'
E出戸、ロ~・

3
E
5
2々
F
E
E
t
O
5
0
2
B
E
E
-
-暗
唱

M
に
添
付
さ
れ
た
〉
ロ
ロ

E-
智
宮
コ
o=円

z
m
E
S色

。片岡
U
O
ロロ。∞即時。

=zm〕

B
R
3出・

3
・
ニ
十
ニ
凶
・

(
ロ
)
陳
徳
仁
・
安
井
三
士
口
編
『
孫
文
・
講
演
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
資
料
集
』
(
法
律
文
化
社
、
一
九
八
九
年
)
四
二

1
八
O
頁
。
な
お
、
「
神
戸
又

新
日
報
』
版
で
は
、
日
本
に
西
洋
の
側
で
な
く
東
洋
を
守
れ
と
し
た
く
だ
り
は
な
く
、
演
説
の
テ
キ
ス
ト
自
体
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
。

(
日
)
王
柄
「
『
帝
国
』
と
『
民
族
』
」
(
山
本
有
造
編
『
帝
国
の
研
究
』
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
O
O
四
年
)
)
。

(
U
)
山
室
信
一
『
キ
メ
ラ
』
(
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
)
、
酒
井
哲
哉
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
想
像
力
と
国
際
秩
序
1

1
橘
撲
の
場
合
」
(
山
脇
直
司

他
編
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
相
関
社
会
科
学
7

ネ
イ
シ
ヨ
ン
の
軌
跡
』
新
世
社
、
二

o
o
-
年)。

(
日
)
松
井
石
根
「
支
那
を
救
ふ
の
途
」
(
『
大
亜
細
亜
主
義
』
創
刊
号
、
一
九
三
三
年
五
月
)
。
な
お
、
大
亜
細
亜
協
会
創
立
に
あ
た
り
、
三
民
主
義

の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
中
谷
武
世
『
昭
和
動
乱
期
の
回
想
』
下
巻
(
泰
流
社
、
一
九
八
九
年
)
三
五
二
l
=
一五

四
頁
を
参
照
。

(
凶
)
三
谷
太
一
郎
「
一
五
年
戦
争
下
の
日
本
軍
隊
l

『
統
帥
権
』
の
解
体
過
程
l

(
上
)
」
完
成
際
法
学
』
五
三
号
、
二
O
O
一
年
)
及
び
、
同
論

文
所
収
の
河
本
書
簡
(
四
六
1
五
二
頁
)
を
参
照
。

(
げ
)
「
南
支
に
於
け
る
台
湾
籍
民
ニ
関
ス
ル
調
査
」
(
二
一
O
年
一
一
月
調
、
「
台
湾
人
関
係
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。
台
湾
に
お
け
る
有
力
な
土
着
族
系

資
本
に
つ
い
て
は
、
冷
照
彦
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
台
湾
』
第
五
章
を
参
照
。
ま
た
林
満
紅
「
『
大
中
華
経
済
圏
』
概
念
の
一
考
察
」
(
飯
島
渉

一
編
『
華
僑
・
華
人
史
研
究
の
現
在
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
)
を
参
照
。
郭
春
秩
に
つ
い
て
は
、
林
満
紅
「
華
商
と
多
重
国
籍
」
(
「
ア
ジ
ア

太
平
洋
討
究
』
一
二
号
、
二
O
O
一
年
)
に
詳
し
い
。
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説論

(
凶
)
例
え
ば
、
『
本
邦
ノ
地
方
政
府
及
個
人
ニ
対
ス
ル
借
款
関
係
雑
件
福
建
省
ノ
部
台
湾
銀
行
及
林
熊
商
関
係
ノ
対
省
政
府
借
款
関
係
』
開
・

ζ
・

。・忌
t

∞
ム
、
外
交
史
料
館
所
蔵
(
以
下
、
『
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
と
略
称
)
、
一
九
二
七
年
九
月
二
八
日
付
在
福
州
総
領
事
西
沢
義
徴
発
田
中
外
相
宛

「
福
建
省
進
級
借
款
一
覧
表
送
付
ノ
件
」
(
『
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
を
参
照
。
林
本
源
系
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
許
雪
姫
「
日
拠
時
期
的
板

橋
林
家
」
(
『
近
世
家
族
与
政
治
比
較
歴
史
論
文
集
』
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
九
二
年
)
、
同
「
台
湾
総
督
府
的
『
協
力
者
』
林
熊
徴
」

(
『
中
央
研
究
院
近
代
研
究
所
集
刊
』
一
一
一
一
一
期
、
一
九
九
四
年
)
や
、
板
橋
林
家
の
番
頭
格
だ
っ
た
許
丙
に
つ
い
て
の
許
雪
姫
監
修
『
許
丙
・
許

伯
土
延
回
想
録
』
(
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
、
一
九
九
六
年
)
等
を
参
照
。

(
印
)
龍
谷
直
人
『
ア
ジ
ア
国
際
通
商
秩
序
と
近
代
日
本
』
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
0
0
0
年
)
第
五
1
一
O
章。

(
却
)
例
え
ば
、
村
上
勝
彦
「
日
中
戦
争
下
の
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
」
(
宇
野
重
昭
編
『
深
ま
る
侵
略
屈
折
す
る
抵
抗
』
研
文
出
版
、
二
O

O
一年)、

菊
池
一
隆
『
中
国
工
業
合
作
運
動
史
の
研
究
』
(
汲
古
書
院
、
二
O
O
二
年
)
第
一
一
章
等
。

(
幻
)
木
村
匡
『
森
先
生
伝
』
(
金
港
堂
書
籍
、
一
八
八
九
年
)
一
九
九
1
一
一
一
一
一
頁
。
こ
の
史
料
は
、
も
と
も
と
龍
谷
直
人
『
ア
ジ
ア
国
際
通
商
秩

序
と
近
代
日
本
』
一
一

1
一
一
一
頁
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
上
記
の
原
典
に
当
た
り
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
商
人
と
の
対
抗
関
係
と
い
う
視

点
も
、
龍
谷
氏
の
前
著
か
ら
学
ば
せ
て
頂
い
た
。

(
辺
)
古
田
利
子
『
上
海
、
不
ツ
ト
ワ
!
ク
と
近
代
東
ア
ジ
ア
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
二
O
O
O
年)。

(
幻
)
本
野
英
一
『
伝
統
中
国
商
業
秩
序
の
崩
壊
』
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
O
O
四
年
)
を
参
照
。

(μ)
古
田
和
子
『
上
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
近
代
東
ア
ジ
ア
』
。

(
お
)
こ
の
間
の
記
述
は
、
長
岡
新
次
郎
「
福
建
省
」
(
国
史
大
辞
典
、
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
」
一
一
一
巻
、
一
九
九
一
年
)
、
宇
野
重
昭
「
中

国
の
動
向
」
(
日
本
国
際
政
治
学
会
太
平
洋
戦
争
原
因
研
究
部
編
『
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
3

日
中
戦
争
〈
上
〉
』
新
装
版
、
朝
日
新
聞
社
、
一

九
八
七
年
)
二
七
一

1
二
七
七
頁
に
よ
る
。

(
お
)
三
三
年
一
一
月
二
六
日
付
福
州
守
屋
総
領
事
発
広
田
外
相
宛
電
報
第
三
五
四
号
(
『
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
訂
)
三
三
年
一
二
月
一
一
日
付
在
福
州
総
領
事
守
屋
和
郎
発
広
田
外
相
宛
電
報
機
密
七
五
一
号
「
砂
糖
借
款
ニ
関
ス
ル
件
」
(
「
福
建
フ
ァ
イ
ル
』

所
収
)
。
守
屋
は
、
自
分
が
こ
の
計
画
に
関
与
し
て
い
る
と
中
国
及
び
海
外
に
宣
伝
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
全
く
関
知
し
な
い
建
前
を
と
っ
て
い

る
と
本
省
に
強
調
し
て
い
る
。

(
お
)
近
藤
正
己
『
総
力
戦
と
台
湾
』
七
四
1
八
九
頁
。
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(
却
)
同
右
書
、
八
九
1
九
九
頁
、
何
義
麟
『
一
了
二
八
事
件
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
二
O
O
三
年
)
六
五
1
六
九
頁
。

(
却
)
三
四
年
七
月
一
一
一
二
日
付
在
上
海
有
吉
公
使
発
広
田
外
相
宛
五
九
六
号
電
報
、
一
二
四
年
七
月
二
四
日
付
在
上
海
佐
藤
武
官
発
次
官
・
馬
要
司
令

官
・
在
台
北
井
上
・
在
福
州
酒
井
・
次
長
・
第
三
艦
隊
参
謀
長
・
第
一
一
戦
隊
司
令
官
宛
機
密
一
O
一
番
電
、
三
四
年
八
月
一
日
付
在
中
国
特

命
全
権
公
使
有
吉
田
明
発
広
田
外
相
宛
三
三
六
号
電
報
等
(
「
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。
な
お
、
須
賀
ら
海
軍
に
よ
る
華
僑
へ
の
働
き
か
け
に
つ

い
て
は
、
樋
口
秀
実
『
日
本
海
軍
か
ら
見
た
日
中
関
係
史
研
究
』
(
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
O
O
二
年
)
も
一
部
触
れ
て
い
る
。

(
出
)
三
五
年
一
月
二
四
日
付
福
州
宇
佐
美
総
領
事
発
広
田
外
相
宛
=
一
号
電
報
、
同
一
月
二
五
日
付
在
台
北
酒
井
武
官
発
次
官
・
一
二
艦
隊
・
馬
要
各

参
謀
長
・
佐
藤
・
次
長
・
須
賀
・
中
原
武
官
・
五
水
戦
司
令
官
宛
機
密
一
一
一
一
一
番
電
(
『
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
辺
)
三
五
年
二
月
二
二
日
付
在
台
北
酒
井
武
官
発
軍
務
局
長
・
箪
令
部
三
部
長
・
三
艦
隊
参
謀
長
・
五
水
戦
司
令
官
・
馬
要
参
謀
長
・
佐
藤
宛
機

密
五
番
電
(
『
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
お
)
三
五
年
三
月
一
一
一
二
日
付
在
上
海
佐
藤
武
官
発
須
賀
武
官
・
次
官
・
次
長
・
三
艦
隊
参
謀
長
・
酒
井
・
五
水
戦
、
馬
要
可
令
官
宛
機
密
四
六
番

電
、
三
五
年
八
月
一
四
日
付
中
村
総
領
事
発
広
田
外
相
宛
七
二
号
電
報
(
『
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(M)
華
南
銀
行
は
、
青
島
還
付
問
題
、
戦
後
恐
慌
、
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
等
で
業
績
に
打
撃
を
受
け
、
四
四
年
に
南
方
華
僑
銀
行
か
ら
台
湾
地

盤
の
預
金
銀
行
に
方
針
転
換
・
改
組
し
、
取
締
役
会
長
林
熊
徴
、
総
理
を
名
倉
喜
作
と
し
た
。
終
戦
後
は
華
南
商
業
銀
行
と
改
称
、
普
通
銀
行

に
転
換
し
た
(
台
湾
銀
行
史
編
纂
室
『
台
湾
銀
行
史
』
(
問
、
一
九
七
四
年
)
四
二
二
1
四
二
五
頁
)
。
竹
藤
峰
治
は
こ
の
常
務
取
締
役
と
し
て
、

実
質
的
な
活
動
を
担
っ
て
い
た
。

(
お
)
三
五
年
二
月
一
八
日
付
在
台
北
酒
井
武
官
発
須
賀
武
官
・
次
官
・
次
長
・
三
艦
隊
参
謀
長
・
五
水
戦
司
令
官
・
馬
要
参
謀
長
・
佐
藤
宛
機
密

八
番
電
、
「
南
支
旅
行
雑
録
」
(
三
五
年
三
月
一
六
日
付
竹
藤
峰
治
)
、
三
五
年
三
月
二
O
日
付
福
州
宇
佐
美
総
領
事
発
広
田
外
相
宛
電
報
一
七
号

一
・
二
、
「
福
建
ト
ノ
物
資
交
換
問
題
ノ
件
」
(
三
五
年
三
月
二
九
日
通
商
局
)
(
『
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
お
)
「
貿
易
公
司
定
款
L

(

『
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
幻
)
三
五
年
三
月
二
八
日
付
福
州
宇
佐
美
総
領
事
発
広
田
外
相
宛
二
二
号
電
報
告
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
お
)
「
南
支
旅
行
雑
録
」
(
三
五
年
三
月
一
六
日
付
竹
藤
峰
治
)
、
及
び
、
一
二
五
年
四
月
五
日
華
南
銀
行
常
務
竹
藤
峰
治
が
桑
島
外
務
省
東
亜
局
長
を

来
訪
し
た
際
の
記
録
(
コ
一
五
年
四
月
八
日
萩
原
記
)
(
「
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
却
)
前
出
、
三
五
年
三
月
二
O
日
付
福
州
宇
佐
美
総
領
事
発
広
田
外
相
宛
電
報
一
七
号
一

汎アジア主義における「台湾要因j
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説雪ι
ロ岡

(
刊
)
三
五
年
四
月
一
日
付
「
対
福
建
物
資
交
換
問
題
」
広
田
外
相
発
福
州
宇
佐
美
総
領
事
宛
一
四
号
電
報
、
前
出
の
三
五
年
四
月
五
日
華
南
銀
行

常
務
竹
藤
峰
治
が
桑
島
外
務
省
東
亜
局
長
を
来
訪
し
た
際
の
記
録
(
三
五
年
四
月
八
日
萩
原
記
)
(
『
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
引
)
三
五
年
四
月
二
日
付
福
州
宇
佐
美
総
領
事
発
広
田
外
相
宛
二
五
号
電
報
、
同
五
月
三
O
日
付
台
北
竹
藤
峰
治
発
外
務
省
東
亜
局
守
島
第
一
課

長
宛
電
報
、
八
月
一
四
日
付
福
州
中
村
総
領
事
発
広
田
外
相
宛
七
二
号
電
報
(
『
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
位
)
三
五
年
九
月
七
日
付
在
福
州
総
領
事
中
村
豊
一
発
外
相
広
田
弘
毅
宛
電
報
「
台
湾
大
亜
細
亜
協
会
幹
事
佐
藤
佐
来
福
の
件
」
(
『
民
族
問
題
関

係
雑
件
亜
細
E
民
族
問
題
』

E-a・c-
工
(
以
下
『
亜
細
亜
民
族
問
題
』
フ
ァ
イ
ル
と
略
記
)
第
三
巻
、
外
交
史
料
館
所
蔵
)
。

(
日
)
一
二
六
年
一
一
月
一
一
日
台
湾
軍
参
謀
長
荻
洲
立
兵
発
陸
軍
次
官
梅
津
美
治
郎
宛
電
報
「
箪
ノ
福
建
経
済
工
作
ノ
件
」
(
『
密
大
日
記
』
昭
和
一

一
年
第
六
冊
)
。

(
似
)
三
七
年
二
月
一
四
日
付
台
湾
軍
参
謀
長
発
陸
軍
次
官
・
参
謀
次
長
宛
電
報
第
コ
二
号
(
『
密
大
日
記
』
昭
和
一
二
年
第
一
二
冊
)
。

(
羽
)
「
広
東
に
於
け
る
大
亜
細
亜
運
動
」
(
『
大
亜
細
亜
主
義
』
創
刊
号
、
同
一
巻
二
号
、
一
巻
五
号
・
六
号
、
=
一
三
年
)
。

(
必
)
新
聞
『
日
本
』
三
三
年
六
月
二
二
日
付
・
二
八
日
付
・
七
月
三
日
付
。

(
灯
)
三
三
年
六
月
一

O
日
付
広
東
吉
田
総
領
事
代
理
発
内
田
外
務
大
臣
宛
電
報
第
三
O
七
号
(
「
亜
細
亜
民
族
問
題
』
フ
ァ
イ
ル
三
巻
)
。
彼
等
の

動
静
に
つ
い
て
は
、
六
月
一
八
日
付
在
中
華
民
国
特
命
全
権
公
使
有
吉
明
発
外
務
大
臣
内
田
康
哉
宛
電
報
「
大
亜
細
亜
主
義
運
動
ニ
関
ス
ル
件
」
・

七
月
一
一
日
付
関
東
庁
警
務
局
長
発
拓
務
次
官
等
宛
電
報
「
広
東
ニ
於
テ
大
亜
細
亜
協
会
創
立
計
画
」
(
向
上
)
。

(
刊
)
三
一
一
一
年
一
二
月
二
八
日
付
関
東
庁
警
務
局
長
発
拓
務
次
官
他
宛
電
報
「
広
東
大
亜
細
亜
協
会
準
備
処
ヨ
リ
宣
伝
印
刷
物
送
付
」
(
向
上
)
。

(
刊
)
「
第
八
節
西
南
側
ノ
借
款
及
経
済
的
援
助
申
出
」
、
三
三
年
一
一
月
一
一
一
一
日
付
広
東
川
越
総
領
事
発
広
田
外
相
宛
五
二
二
号
電
報
、
一
二
三
年

一
一
一
月
二
日
付
在
広
東
中
原
武
官
発
軍
務
局
長
・
軍
令
部
三
部
長
宛
機
密
一
二
九
番
電
報
、
「
第
七
節
広
東
省
政
府
ノ
対
本
邦
借
款
申
出
」
(
『
本

邦
ノ
地
方
政
府
及
偶
人
ニ
対
ス
ル
借
款
関
係
雑
件
広
東
省
ノ
部
」
開
・
--a
・c
・
』
令
喝
、
外
交
史
料
館
所
蔵
(
以
下
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
と
略
記
)
所

収
)

0

(
印
)
「
第
八
節
西
南
側
ノ
借
款
及
経
済
的
援
助
申
出
」
、
三
四
年
一
月
一

O
日
付
広
東
和
知
中
佐
発
参
謀
次
長
宛
一
一
一
号
電
報
(
「
広
東
フ
ァ
イ
ル
」

所
収
)
。

(
日
)
三
四
年
一
月
一

O
日
付
広
東
和
知
中
佐
発
参
謀
次
長
宛
二
二
号
電
報
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
回
)
一
二
四
年
二
月
一
一
一
一
一
日
付
広
東
和
知
中
佐
発
参
謀
次
長
宛
一
九
八
号
電
報
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。
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汎アジア主義における「台湾要図J

(
臼
)
前
出
「
第
八
節
西
南
側
ノ
借
款
及
経
済
的
援
助
申
出
」
、
「
対
両
広
政
府
物
資
借
款
方
案
」
、
「
米
穀
対
支
輸
出
案
ニ
付
米
穀
局
長
往
訪
ノ
件
」

(
「
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
日
)
三
四
年
二
月
一
四
日
付
広
東
和
知
中
佐
発
参
謀
次
長
宛
一
四
三
号
電
報
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
出
)
「
対
支
米
穀
信
用
輸
出
計
画
ニ
関
ス
ル
件
」
(
一
一
一
四
年
四
月
一
一
一
日
萩
原
記
)
、
三
四
年
五
月
二
六
日
付
広
東
和
知
中
佐
発
参
謀
次
長
宛
五
O
一

号
電
、
同
五
月
一
四
日
付
広
東
和
知
中
佐
発
総
務
部
長
宛
四
三
三
号
電
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。
も
っ
と
も
、
陳
済
業
は
米
穀
に
は
興
味

を
示
さ
ず
、
石
炭
に
興
味
を
示
し
た
と
い
う
(
前
出
「
第
八
節
商
南
側
ノ
借
款
及
経
済
的
援
助
申
出
」
)
。
な
お
、
萱
野
は
三
五
年
香
港
で
胡

漢
民
と
会
談
し
て
い
る
(
崎
村
義
郎
『
萱
野
長
知
研
究
』
(
高
知
市
民
図
書
館
、
一
九
九
六
年
)
一
一
一
一
一
一
頁
)
。

(
国
)
「
対
両
広
政
府
借
款
方
案
ニ
対
ス
ル
一
考
察
」
(
三
四
年
四
月
五
日
亜
一
松
平
)
、
三
四
年
六
月
二
日
付
広
田
外
相
発
広
東
川
越
総
領
事
宛
「
対

南
支
米
穀
輸
出
計
画
ニ
関
ス
ル
件
」
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)

0

(
訂
)
「
広
西
ニ
派
遣
ス
ヘ
キ
将
校
下
士
官
物
色
ノ
件
」
(
『
密
大
日
記
』
昭
和
九
年
第
一
冊
、
一
九
三
四
年
三
月
一
一
日
軍
事
課
提
出
)
、
「
広
西
省
へ

出
張
者
ノ
旅
費
其
他
給
与
ニ
関
ス
ル
件
」
(
同
第
二
冊
、
三
四
年
八
月
一
日
主
計
課
提
出
)
。

(
臼
)
「
広
西
省
ニ
兵
器
売
却
ノ
件
」
(
『
密
大
日
記
』
昭
和
一

O
年
第
三
冊
、
一
九
三
五
年
五
月
四
日
軍
事
課
提
出
)
。
な
お
、
こ
れ
が
上
記
(
日
)

と
同
一
の
計
画
の
実
現
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
以
上
ノ
兵
器
ハ
前
回
売
却
ノ
破
損
飛
行
機
ノ
補
填
ト
シ
テ
無
償
交
付
ス
ル
九

一
戦
闘
機
一
機
ト
共
ニ
基
隆
又
ハ
門
司
ニ
於
テ
先
方
ニ
交
付
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
武
器
・
飛
行
機
の
売
却
が
初
め
て
で
な
か
っ
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

(
印
)
三
周
年
一
O
月
二
O
日
付
上
海
有
吉
公
使
発
広
田
外
相
宛
八
四
O
号
電
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。
有
吉
は
、
「
同
官
ガ
斯
ル
意
見
ヲ
述
ヘ

タ
ル
ハ
初
メ
テ
ナ
リ
」
と
鈴
木
の
意
見
の
変
化
に
驚
き
を
示
し
て
い
る
。

(
印
)
日
本
系
資
本
に
つ
い
て
は
、
徐
照
彦
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
台
湾
」
四
章
四
節
を
参
照
。

(
臼
)
前
出
「
南
支
金
融
機
関
調
整
ヲ
論
ジ
テ
南
支
那
台
湾
銀
行
設
立
ニ
及
ブ
(
未
定
稿
)
」
(
「
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
位
)
一
二
四
年
四
月
四
日
付
広
東
武
官
発
参
謀
次
長
宛
三
四
O
号
電
報
(
「
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
臼
)
支
那
問
題
辞
典
編
輯
部
編
『
支
那
問
題
辞
典
』
(
中
央
公
論
社
、
一
九
四
二
)
一
九
五
頁
。

(
制
)
三
四
年
六
月
一
五
日
付
在
広
東
中
原
武
官
発
次
官
・
次
長
・
コ
一
艦
隊
参
謀
長
・
五
水
戦
司
令
官
・
佐
藤
宛
機
密
二
五
二
番
電
(
『
広
東
フ
ア
イ

ル
』
所
収
)
。
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説論

(
白
)
和
知
は
、
三
一
年
一
一
月
よ
り
、
三
二
年
八
月
の
広
東
駐
在
武
官
就
任
ま
で
関
東
軍
参
謀
。
和
知
は
秘
書
と
し
て
、
そ
の
後
満
州
出
身
者
を

帯
同
し
て
い
た
(
前
出
「
陸
海
軍
関
係
者
及
台
湾
総
督
府
係
官
ノ
来
福
二
関
ス
ル
件
」
『
福
建
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
師
)
有
賀
宗
吉
『
十
河
信
二
』
(
十
河
信
二
伝
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
)
三
五
七
頁
。

(
肝
)
三
五
年
一
月
八
日
付
広
東
河
相
総
領
事
・
発
広
田
外
相
宛
六
号
電
報
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。
広
東
で
は
主
席
の
兄
陳
維
周
を
元
締
め
と

す
る
密
輸
団
が
セ
メ
ン
ト
・
砂
糖
等
を
半
ば
公
然
と
密
輸
し
て
巨
額
の
利
益
を
得
て
お
り
、
そ
の
一
部
が
広
東
省
の
財
源
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
構
想
は
、
満
州
大
豆
輸
入
も
省
の
専
売
と
し
て
、
三
井
物
産
に
そ
の
一
手
輸
入
特
権
を
付
与
し
、
一
二
井
は
政
商
団
を
そ
の
代
理
庖
と
し
て
多

額
の
手
数
料
を
キ
ッ
ク
パ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
広
東
省
の
財
源
を
も
確
保
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

(
随
)
三
五
年
一
月
三
一
日
付
在
広
東
佐
藤
武
官
発
軍
務
局
長
、
旅
要
、
駐
満
海
参
謀
長
、
軍
令
部
三
部
長
、
三
艦
隊
長
官
、
佐
藤
(
五
水
戦
参
謀
)

宛
機
密
三
九
七
番
電
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。
な
お
、
陳
維
周
は
中
原
武
官
に
対
し
、
日
本
側
が
政
商
団
の
組
織
す
る
協
成
公
司
を
相
手

と
す
る
こ
と
が
不
安
な
ら
ば
、
省
政
府
に
対
し
て
直
接
借
款
を
供
与
す
る
形
で
も
よ
い
と
述
べ
、
そ
の
実
現
を
懇
請
し
て
い
る
。

(
的
)
一
二
五
年
一
月
八
日
付
広
東
河
相
総
領
事
発
広
田
外
相
宛
六
号
電
報
、
前
出
。

(
叩
)
有
賀
宗
吉
『
十
河
信
二
』
一
二
五
八
1
三
五
九
頁
、
同
別
冊
五
三
頁
。
三
四
年
七
月
一
一
一
日
付
広
東
和
知
中
佐
発
参
謀
次
長
宛
七
三
九
号
電
報

(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(η)
三
四
年
七
月
一
一
一
日
付
広
東
和
知
中
佐
発
参
謀
次
長
宛
七
三
人
号
電
報
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。
粛
仏
成
に
つ
い
て
は
、
村
嶋
英
治
「
タ

イ
華
僑
の
政
治
活
動
」
(
原
不
二
夫
編
『
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
と
中
国
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
三
年
)
、
龍
谷
直
人
『
ア
ジ
ア
国
際
通
商

秩
序
と
近
代
日
本
』
四
三
八
1
四
三
九
・
四
六
二
頁
に
詳
し
い
。

(η)
「
西
南
華
僑
銀
行
組
織
大
綱
草
案
」
(
支
那
側
提
案
訳
文
)
(
「
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
刀
)
前
出
「
第
八
節
西
南
側
ノ
借
款
及
経
済
的
援
助
申
出
」
。

(
ね
)
「
中
国
銀
行
組
織
大
綱
案
」
、
「
貿
易
銀
行
(
仮
称
中
国
興
業
銀
行
)
案
附
属
貿
易
公
司
創
立
要
綱
案
」
、
「
貿
易
公
司
設
立
要
綱
」
(
「
広
東
フ
ア

イ
ル
』
所
収
)
。

(
百
)
三
四
年
七
月
一
一
一
一
一
日
付
軍
事
課
「
西
南
支
那
ニ
対
ス
ル
経
済
援
助
ノ
件
」
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
花
)
一
一
一
四
年
八
月
一
一
一
O
日
付
「
西
南
貿
易
助
成
銀
行
設
立
ノ
タ
メ
ノ
要
件
」
(
「
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
打
)
有
賀
宗
古
口
『
十
河
信
二
』
三
五
八
1
三
五
九
頁
、
同
別
冊
五
三
頁
。

北法55(3・66)972



汎アジア主義における「台湾要因J

(
刊
日
)
前
出
「
第
八
節
西
南
側
ノ
借
款
及
経
済
的
援
助
申
出
」

0

(
河
)
三
四
年
一
O
月
二
六
日
付
「
対
支
貿
易
促
進
ニ
関
ス
ル
件
」
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
剖
)
前
出
「
第
八
節
西
南
側
ノ
借
款
及
経
済
的
援
助
申
出
」
。

(
創
)
有
賀
宗
士
口
『
十
河
信
一
一
』
一
二
五
人
1
三
五
九
頁
、
同
別
冊
五
コ
石
貝
。

(
回
)
陳
紅
民
「
在
朝
与
在
野
一
一
九
一
一
一
一
一
|
一
九
三
六
年
胡
漢
民
与
蒋
介
石
之
関
係
」
(
『
二
十
一
世
紀
双
月
刊
』
五
七
期
、
二
0
0
0
年
二
月
)

七
二
1
七
二
一
頁
。
陳
紅
民
「
ハ
ー
バ
ー
ド
・
イ
エ
ン
チ
ン
図
書
館
所
蔵
の
胡
漢
民
文
書
紹
介
」
(
『
近
き
に
在
り
て
』
一
一
一
一
一
号
、
一
九
九
七
年
一

一月)。

(
回
)
陳
徳
仁
・
安
井
三
吉
編
「
孫
丈
・
講
演
「
大
ア
ジ
ア
主
義
」
資
料
集
』
=
一
七
頁
。

(
制
)
三
四
年
五
月
二
二
日
付
広
東
和
知
中
佐
発
庶
務
課
長
宛
五
一
八
号
電
報
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)

0

(
部
)
三
四
年
六
月
四
日
付
広
東
和
知
中
佐
発
総
務
部
長
宛
五
五
五
号
電
報
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
剖
)
三
五
年
六
月
一
一
一
日
付
在
南
京
総
領
事
須
磨
弥
吉
郎
発
広
田
外
相
宛
「
満
鉄
石
本
総
務
部
長
ノ
支
那
視
察
観
察
ニ
基
ク
見
解
報
告
ノ
件
」
(
『
広

東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
訂
)
中
火
口
武
世
「
北
支
思
想
工
作
の
重
要
性
を
論
ず
」
(
『
大
亜
細
亜
主
義
』
三
巻
二
八
号
、
三
五
年
八
月
)

0

(
槌
)
村
川
堅
固
「
日
支
関
係
と
大
亜
細
亜
主
義
」
(
『
大
亜
細
亜
主
義
』
同
上
)
。

(
回
)
汎
ア
ジ
ア
主
義
者
に
と
っ
て
好
ま
し
い
中
国
像
と
は
、
統
一
さ
れ
た
「
中
華
帝
国
」
で
は
な
く
、
中
華
民
国
前
期
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
分
裂

し
た
連
省
自
治
的
な
中
国
で
あ
る
。
後
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
川
島
真
『
中
国
近
代
外
交
の
形
成
』
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
O
O
四
年
)

を
参
照
。
ま
た
、
連
省
自
治
運
動
に
つ
い
て
は
、
横
山
宏
章
『
中
華
民
国
史
』
(
一
三
書
房
、
一
九
九
六
年
)
第
二
章
を
参
照
。

(
叩
)
中
山
優
『
支
那
論
と
随
筆
』
(
万
江
書
院
、
一
九
四
O
年
。
「
維
新
」
三
五
年
八
月
号
に
初
出
)
一
一
一
一
一

1
二
二
六
頁
。

(
引
)
三
三
年
二
一
月
一
九
日
付
上
海
有
吉
公
使
発
広
田
外
相
宛
七
五
九
号
電
報
(
『
支
那
内
乱
関
係
一
件
福
建
独
立
運
動
関
係
』
二
巻
〉

-E・2
'

コ
、
外
交
史
料
館
所
蔵
、
所
収
)
。

(
但
)
須
磨
弥
士
口
郎
「
須
磨
弥
吉
郎
外
交
秘
録
』
(
創
元
社
、
一
九
八
八
年
)
七
八
・
一
三
五
1
一
四
八
、
二
一
九
i
二
三
五
頁
。

(
問
)
同
右
書
一
四
六
1
一
四
八
頁
。

(
倒
)
前
出
三
五
年
六
月
三
日
付
在
南
京
総
領
事
須
磨
弥
吉
郎
発
広
田
外
相
宛
「
満
鉄
石
本
総
務
部
長
ノ
支
那
視
察
観
察
ニ
基
ク
見
解
報
告
ノ
件
」
。
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(
町
)
須
磨
弥
吉
郎
『
須
磨
弥
士
口
郎
外
交
秘
録
』

(
M
m
)

同
右
書
、
七
六
1
七
八
頁
。

(
肝
)
前
出
三
三
年
二
一
月
一
九
日
付
上
海
有
吉
公
使
発
広
田
外
相
宛
七
五
九
号
電
報
(
『
支
那
内
乱
関
係
一
件

三
四
年
一

O
月
二
O
日
付
上
海
有
吉
公
使
発
広
田
外
相
宛
八
四
O
号
電
報
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
開
)
「
孫
文
ト
満
州
問
題
」
(
三
四
年
四
月
一
一
日
太
田
記
)
、
一
一
一
一
年
一
月
一
七
日
付
幣
原
外
相
発
在
中
国
重
光
代
理
公
使
宛
電
報
「
孫
文
ニ
対
ス

ル
日
本
産
業
会
社
関
係
借
款
償
還
方
ノ
件
」
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
的
)
三
四
年
一

O
月
一
六
日
付
台
北
竹
藤
峰
治
「
台
湾
対
両
広
(
広
東
広
西
)
間
『
パ

l
タ
l
』
取
引
案
」
(
『
広
東
フ
ァ
イ
ル
』
所
収
)
。

(
川
)
前
出
「
第
八
節
西
南
側
ノ
借
款
及
経
済
的
援
助
申
出
」
。
佐
藤
佐
「
対
支
政
策
の
南
下
に
就
て
」
(
『
大
亜
細
亜
主
義
』
四
巻
三
五
号
、
一
九

三
六
年
三
月
)
。

(
川
)
「
大
亜
細
亜
協
会
々
報
」
、
村
田
次
郎
「
胡
漢
民
と
大
亜
細
亜
主
義
」
(
『
大
亜
細
亜
主
義
』
四
巻
三
六
号
、
一
九
三
六
年
四
月
)
、
大
西
斉
「
胡

漢
民
逝
去
と
支
那
政
局
」
、
松
井
石
根
「
胡
漢
民
君
の
死
を
悼
む
」
(
同
四
巻
三
八
号
、
三
六
年
六
月
)

0

(
問
)
松
井
石
根
「
西
南
遊
記
」
二
月
一
一
一
日
・
二
六
日
付
(
田
中
正
明
『
松
井
石
根
大
将
の
陣
中
日
誌
』
(
芙
蓉
書
房
、
一
九
八
五
年
)
。
同
二
月

一
一
一
日
付
に
は
、
「
朝
九
時
、
胡
漢
民
を
訪
ふ
。
昨
夜
王
紀
文
来
訪
、
両
広
結
束
は
堅
く
、
対
蒋
の
必
要
と
南
北
の
提
携
を
説
く
事
切
な
り
し
が
、

胡
の
意
見
亦
大
体
同
様
な
り
、
要
は
日
本
に
対
す
る
小
細
工
を
止
め
て
防
共
の
大
目
的
の
為
め
に
対
蒋
政
策
に
出
づ
(
る
)
事
を
推
奨
す
る
に

あ
り
。
尚
我
等
の
大
亜
細
亜
主
義
に
就
て
は
彼
等
孫
文
時
代
よ
り
彼
等
自
ら
の
大
亜
細
亜
主
義
あ
り
と
て
之
を
説
明
す
る
に
、
大
体
五
口
等
の
意

見
に
違
は
ず
。
又
近
く
之
を
発
表
す
る
と
共
に
、
今
後
日
本
の
対
南
京
政
府
会
議
に
は
反
対
す
る
旨
の
声
明
を
発
す
べ
き
旨
語
れ
り
。
」
(
一
一
一
一

七
頁
)
と
あ
り
、
二
六
日
付
に
は
、
「
午
後
四
時
、
胡
漢
民
を
訪
ひ
、
最
後
(
第
三
回
)
の
会
談
を
な
す
。
彼
の
具
体
的
な
対
日
本
要
求
及
対
蒋

政
策
は
、
第
一
歩
と
し
て
北
支
と
西
南
の
緊
密
な
る
合
作
を
謀
る
に
あ
り
、
日
本
よ
り
北
支
を
如
此
指
導
し
呉
れ
と
云
ふ
事
以
外
、
直
接
西
南

に
対
す
る
日
本
の
具
体
的
援
助
を
云
ひ
、
又
尚
日
本
の
態
度
は
此
上
武
力
は
勿
論
物
質
的
援
助
を
欲
せ
ず
、
専
ら
精
神
的
に
吾
等
の
反
蒋
運
動

を
援
助
せ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
に
あ
り
、
の
て
予
は
西
南
の
対
蒋
対
日
政
策
を
一
一
層
明
確
に
発
表
す
る
事
緊
要
に
し
て
、
今
日
予
は
広
東
に
来

り
て
排
日
の
空
気
に
接
し
た
る
も
、
反
蒋
の
声
を
耳
に
せ
ず
、
如
此
西
南
の
態
度
に
て
は
、
西
南
の
日
本
に
対
す
る
希
望
を
達
成
す
る
こ
と
難

し
と
の
意
を
強
調
せ
り
。
」
「
右
終
り
て
李
宗
仁
を
訪
ふ
。
殆
ど
前
同
様
の
言
を
繰
返
し
、
西
南
が
毅
然
反
蒋
と
大
亜
細
亜
主
義
に
向
ふ
明
確
な

る
態
度
を
取
る
べ
き
必
要
を
述
べ
た
る
に
、
李
は
全
然
之
を
肯
諾
せ
り
」
(
二
三
五
1
二
三
六
頁
)
と
あ
る
。
早
瀬
利
之
『
将
軍
の
真
実
』
(
光
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一
四
六
頁
。

福
建
独
立
運
動
関
係
』
二
巻
所
収
)
、



汎アジア主義における「台湾要因J

入
社
、
一
九
九
九
年
)
は
松
井
を
顕
彰
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
伝
記
で
あ
る
が
、
松
井
の
西
南
行
き
が
反
蒋
介
石
の
西
南
側
と
蒋
介
石
と
を
平

和
的
に
統
一
さ
せ
、
蒋
介
石
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
で
、
陳
済
裳
や
李
宗
仁
ら
に
蒋
介
石
と
の
感
情
の
も
つ
れ
を
修
正
す
る
よ
う
説
い
た
と

解
釈
し
て
い
る
(
同
書
三
一

1
一一一一一一頁)。

(
問
)
『
大
亜
細
亜
主
義
』
一
巻
三
号
(
一
二
三
年
七
月
)
・
一
巻
五
号
合
一
二
三
年
九
月
)
・
一
巻
六
号
(
三
三
年
一
O
月
)
・
一
巻
七
号
(
一
二
三
年
一
一

月
)
・
二
巻
一
O
号
(
三
四
年
二
月
)
・
二
巻
一
一
号
(
三
四
年
=
一
月
)
・
二
巻
一
五
号
(
=
一
四
年
七
月
)
の
諸
記
事
、
『
京
城
日
報
』
三
四
年
三

月
三
・
四
日
付
等
。
大
亜
細
亜
協
会
フ
ィ
リ
ピ
ン
支
部
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
後
藤
乾
一
『
昭
和
期
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』
第
三
章
が
論
じ

て
い
る
。

(
削
)
三
四
年
七
月
一
八
日
付
在
マ
ニ
ラ
総
領
事
木
村
惇
発
外
務
大
臣
広
田
弘
毅
宛
「
比
嶋
大
亜
細
亜
協
会
並
今
村
忠
助
ニ
関
シ
照
会
ノ
件
」
(
『
亜

細
亜
民
族
問
題
』
フ
ァ
イ
ル
第
三
一
巻
所
収
)
。

(
郎
)
三
四
年
七
月
一
O
日
付
「
商
工
新
報
』
(
同
上
)
。

(
附
)
三
四
年
一
一
月
九
日
付
福
岡
県
知
事
畑
山
四
男
美
発
後
藤
丈
夫
内
相
・
広
田
外
相
・
指
定
庁
府
県
長
官
宛
「
大
亜
細
亜
協
会
ノ
比
律
賓
支
部

其
ノ
他
ニ
関
ス
ル
件
」
(
向
上
)
0

(
即
)
一
九
三
六
年
三
月
二
五
日
付
在
マ
ニ
ラ
総
領
事
内
山
清
発
台
湾
総
督
府
外
事
家
長
坂
本
龍
起
宛
「
在
北
大
亜
細
亜
協
会
其
他
ニ
関
ス
ル
件
」
(
同

上)。

(
鵬
)
一
九
三
六
年
八
月
一
一
日
付
在
マ
ニ
ラ
総
領
事
内
山
清
発
外
務
大
臣
有
国
八
郎
宛
「
比
島
ニ
於
テ
大
亜
細
亜
運
動
ヲ
強
調
ス
ル
ハ
時
機
尚
早

ナ
ル
コ
ト
ヲ
当
事
者
ニ
説
示
方
ノ
件
」
(
向
上
)
。

(
問
)
ミ
a
E
E
門
リ
む
き
さ
ね
え
宮
町
内
足
同
室
内
向

M
E還
さ
む
ミ

'
p
g
~
a
弓
ミ
ミ
忌
。
門
戸
さ
号
、
toて・~志会・

3
u己¥き】
¥
E
・
明
。
ョ
三
∞
-
E
・2
σ
-
F
n
m
m
n
o
E

0
2
8
(司
m
g・

国
内

O
F
E
E
S
-
な
お
、

2
6
は
吾
o
Z
邑
cE-
旨
n
E〈
g
と
正
式
名
称
を
改
め
た
が
、
本
稿
で
は
旧
来
通
り
司
列
。
と
記
す
。

(
川
)
林
満
紅
「
『
大
中
華
経
済
圏
』
概
念
の
一
考
察
|
|
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
商
人
の
活
動
」
(
飯
島
渉
編
『
華
僑
・
華
人
史
研
究
の
現
在
』
汲

古
書
院
、
一
九
九
九
年
)
、
同
「
日
本
政
府
与
台
湾
籍
民
的
東
南
亜
投
資
(
一
八
九
五
l

一
九
四
五
)
」
(
『
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』

第
三
三
期
、
一
九
九
九
年
)
、
同
「
日
本
殖
民
時
機
台
湾
与
香
港
経
済
関
係
的
変
化
|
|
亜
洲
与
世
界
関
係
調
動
中
之
一
発
展
」
(
向
上
、
第
三

六
期
、
二
O
O
一
年
)
。

(
山
)
堀
和
生
「
日
本
帝
国
の
膨
張
と
植
民
地
工
業
化
|
|
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
」
(
秋
田
茂
・
龍
谷
直
人
編
「
一
九
=
百
年
代
の
ア
ジ
ア
国
際
秩
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説論

序
』
、
渓
水
社
、
二
O
O
一
年
)
。

(
山
)
安
達
宏
昭
『
戦
前
期
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
』
(
吉
川
弘
文
館
、
二
O
O
二
年
)
第
二
部
。

(
山
)
川
本
彰
「
華
人
の
適
応
構
造
」
(
戴
国
輝
編
『
東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
会
の
研
究
』
上
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

O
四
頁
。

(
山
)
例
え
ば
、
一
九
三
四
年
一
月
一
六
日
付
在
パ
タ
ヴ
ィ
ア
総
領
事
森
田
佐
一
郎
発
外
務
大
臣
広
田
弘
毅
宛
電
報
機
密
一
九
号
「
『
プ
l
ル
』
大
佐

の
密
談
に
関
す
る
件
」
(
「
各
国
ニ
於
ケ
ル
排
日
関
係
雑
件
蘭
国
ノ
部
」

=--0・5
2
E
Z、
外
交
史
料
館
所
蔵
)
を
参
照
。

(
川
)
摩
赤
陽
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
左
派
愛
国
華
僑
組
織
の
変
容
」
(
原
不
二
夫
編
『
東
南
ア
ジ
ア
華
僑
と
中
国
』
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
三
年
)
)

第
二
節
。

(
川
)
こ
の
段
落
全
体
に
つ
い
て
、
吉
川
利
治
編
著
『
近
現
代
史
の
な
か
の
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
』
(
東
京
書
籍
、
一
九
九
二
年
)
序
章
・
第
一
章
・

第
五
章
等
、
橋
谷
弘
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
人
会
と
日
本
人
商
工
会
議
所
」
(
波
形
昭
一
編
著
『
近
代
ア
ジ
ア
の
日
本
人
経
済
団
体
』
同

文
舘
出
版
、
一
九
九
七
年
)
、
外
務
省
通
商
局
『
一
九
三
九
年
四
月
現
在
在
外
日
本
人
会
並
実
業
団
体
調
』
、
入
江
寅
次
『
邦
人
海
外
発
展
史
』

下
巻
(
移
民
問
題
研
究
会
、
一
九
三
八
年
)
一

0
・
一
九
章
、
安
里
延
「
日
本
南
方
発
展
史
|
|
沖
縄
海
洋
発
展
史
』
(
三
省
堂
、
一
九
四
一
年
)

第
二
八
・
二
九
章
を
参
照
。
マ
ラ
ヤ
へ
の
日
本
人
移
民
の
悲
惨
な
現
実
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
0
年
代
ま
で
の
記
述
が
中
心
で
あ
る
が
、
原
不

二
夫
『
英
領
マ
ラ
ヤ
の
日
本
人
』
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
八
六
年
)
、
同
『
忘
れ
ら
れ
た
南
洋
移
民
』
(
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
八
七

年
)
を
参
照
。

(
川
)
リ
デ
イ
ア

-
N
・ユ

i
・
ホ
セ
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
日
本
人
移
住
者
に
対
す
る
国
内
的
・
国
際
的
影
響
要
因
」
(
三
輪
公
忠
編
『
日
米
危
機
の

起
源
と
排
日
移
民
法
』
論
創
社
、
一
九
九
七
年
)
。
他
に
、
永
野
善
子
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ジ
ア
間
貿
易
と
日
本
」
・
早
瀬
晋
三
「
ア
メ
リ
カ
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
自
由
貿
易
体
制
下
の
日
本
商
品
と
そ
の
取
扱
商
」
(
池
端
雪
浦
、
リ
デ
イ
ア

-
N
・ユ

l
・
ホ
セ
『
近
現
代
日
本
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
関

係
史
』
(
岩
波
書
店
、
二
O
O
四
年
)
)
も
参
照
。

(
川
)
リ
デ
イ
ア
・

N
・ユ

l
・
ホ
セ
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
日
本
人
移
住
者
に
対
す
る
国
内
的
・
国
際
的
影
響
要
因
」
。

(
川
)
「
中
支
近
情
」
(
『
大
亜
細
亜
主
義
』
四
巻
三
八
号
、
一
九
三
六
年
六
月
)
。

(
m
)
2
H
a
y
-
毎回同
F
F
Z
8
2一
出

gz-ε
同O
切
『

E
ロ
ノ
ミ
ロ
ヨ
吾
旬
、
。
h
F
E
〉
ロ
個
室

--S少
要
。
呂
志
金
品

-E0・

(
凶
)
「
南
支
商
権
を
確
保
香
港
を
極
東
金
融
の
本
拠
に
南
下
の
リ
氏
ら
協
議
」
(
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
三
六
年
二
月
一
六
日
付
、
「
リ
l
ス
ロ
ス

北法55(3・70)976

一
九
七
四
年
)
)

一
O
一

1
一



汎アジア主義における「台湾要因」

氏
広
東
入
り
財
界
要
人
を
歴
訪
」
(
『
大
阪
時
事
新
報
』
)
三
六
年
二
月
一
一
一
一
日
付
)
、
「
日
本
を
目
標
と
し
英
国
の
対
支
那
経
済
援
助
リ
l
ス

ロ
ス
氏
南
北
合
作
に
暗
躍
」
(
『
中
外
商
業
新
報
』
三
六
年
二
月
二
六
日
付
)
、
「
西
南
派
へ
働
き
か
く
リ
1
ス
ロ
ス
氏
の
暗
躍
」
(
『
神
戸
又
新

日
報
』
三
六
年
二
月
二
六
日
付
)
、
「
英
の
経
済
使
節
本
領
を
発
揮
:
:
:
リ
氏
・
欧
米
派
巨
頭
連
と
会
見
」
(
『
大
阪
時
事
新
報
』
三
六
年
二
月

二
六
日
付
)
、
「
広
東
と
経
済
提
携
」
(
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
三
六
年
二
月
一
一
九
日
付
)
、
「
英
の
在
支
勢
力
漸
次
南
遷
か
新
利
権
を
続
々
獲
得
」
(
『
大

阪
朝
日
新
聞
』
三
六
年
五
月
六
日
付
)
等
を
参
照
。
い
ず
れ
も
、
神
戸
大
学
新
聞
切
り
抜
き
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
。

(
凶
)
「
南
支
近
情
」
(
『
大
亜
細
亜
主
義
』
五
巻
四
九
号
、
一
九
三
七
年
五
月
)
、
田
中
香
苗
「
英
国
対
支
経
済
工
作
の
積
極
化
」
・
高
見
洋
「
英
国
の

対
支
積
極
化
と
北
支
問
題
」
(
『
大
亜
細
亜
主
義
』
五
巻
五
O
号
、
一
九
三
七
年
六
月
)
、
松
村
徹
之
「
香
港
を
拠
点
と
す
る
英
帝
国
主
義
」
(
『
大

亜
細
亜
主
義
』
五
巻
五
一
号
、
一
九
三
七
年
七
月
)
。
武
藤
貞
一
『
抗
英
世
界
戦
争
』
(
清
水
書
庖
、
一
九
三
七
年
)
コ
一
0
1
三
一
頁
。

(
問
)
武
藤
貞
一
「
英
国
を
撃
つ
』
(
新
潮
社
、
一
九
三
七
年
)
一
六
九
1
一
七
回
頁
、
同
『
抗
英
世
界
戦
争
」
六
八
1
六
九
・
二
五
0
1
二
五
一
頁
。

(
凶
)
一
九
三
五
年
一
二
月
リ
l
ス
ロ
ス
に
宋
子
文
前
財
政
部
長
が
耳
打
ち
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
当
時
上
海
に
来
て
い
た
松
井
と
私
的
会
談
を

行
っ
た
際
、
宋
は
松
井
に
対
し
て
、
今
の
よ
う
な
政
策
を
日
本
が
と
っ
て
い
て
は
中
国
を
ソ
連
の
手
中
に
追
い
や
る
こ
と
に
な
る
と
忠
告
し
た
。

松
井
は
こ
れ
に
賛
成
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
華
北
で
一
部
の
将
校
が
起
こ
し
て
い
る
無
責
任
な
行
動
を
あ
ま
り
重
大
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

と
述
べ
た
。
宋
は
松
井
が
本
当
に
状
況
を
認
識
し
て
い
る
の
か
疑
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る

(
Z
0
3
0
2
η
s
g
a邑
S
S
S
F
A『・4
・〈・印。。呂

S

U
R
-
-
M・
3uu・0
三宮、。
u-E=r
ミ
E
m
z
E
-
F
O
E
S
)
。
松
井
の
華
北
分
離
工
作
に
対
す
る
態
度
を
示
す
資
料
と
し
て
興
味
深
い
。

(
出
)
『
大
亜
細
亜
主
義
』
五
巻
五
二
号
(
一
九
三
七
年
八
月
)
所
収
。

(
問
)
丸
山
第
男
「
軍
国
支
配
者
の
精
神
形
態
」
(
同
『
丸
山
長
男
集
』
四
巻
、
岩
波
書
居
、
一
九
九
五
年
)
。

(
問
)
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
『
戦
史
叢
書
中
国
方
面
海
軍
作
戦
2
』
(
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
五
年
)
第
一
編
第
一
章
・
同
『
戦
史
叢
書

支
那
事
変
陸
軍
作
戦
2
』
(
問
、
一
九
七
六
年
)
第
一
編
第
四
章
・
第
六
章
。

(
問
)
近
藤
正
己
「
総
力
戦
と
台
湾
』
第
二
章
第
五
節
、
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
『
戦
史
叢
書
中
国
方
面
海
軍
作
戦
2
』
第
一
編
第
四
章
。

(
四
)
「
ア
ジ
ア
民
族
」
の
「
民
族
」
の
意
味
を
め
ぐ
る
対
立
に
つ
い
て
は
、
松
浦
正
孝
司
島
国
』
、
そ
し
て
「
陸
の
帝
国
』
か
ら
『
海
の
帝
国
」
へ
|
|

長
崎
・
大
連
・
神
戸
」
(
『
国
際
政
治
』
一
三
九
号
、
二
O
O
周
年
一
一
月
刊
行
予
定
)
を
参
照
。

(
即
)
な
お
、
一
九
七
八
年
二
一
月
の
中
国
共
産
党
第
一
一
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全
体
会
議
(
三
中
全
会
)
で
党
内
主
導
権
を
確
立
し
た
郵
小
平

が
始
め
た
開
放
政
策
の
晴
矢
と
し
て
選
ば
れ
た
深
釧
・
珠
海
・
山
頭
・
慶
門
の
四
経
済
特
区
は
、
広
東
・
福
建
両
省
の
も
つ
中
国
国
外
の
華
僑
・
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説

華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
つ
な
が
り
と
、
台
湾
と
の
経
済
的
対
抗
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
選
定
さ
れ
た
(
高
原
明
生
「
外
資
導
入
政
策
」
(
『
民

間
経
済
協
力
調
査
研
究
報
告
書
(
第
二
分
冊
)
中
国
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
三
年
)
及
び
、
「
視
察
上
海
時
的
談
話
(
一
九
九
一
年
一

月
二
十
八
日
|
二
月
十
八
日
)
」
(
『
郡
小
平
文
選
』
第
三
巻
、
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
)
三
六
六
頁
。
ご
教
示
下
さ
っ
た
高
原
氏
に
深
く
感

謝
し
た
い
。
)
。
華
僑
・
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ぐ
る
両
岸
の
競
争
・
対
抗
関
係
の
連
続
性
を
示
す
事
例
と
し
て
興
味
深
い
。

(
問
)
亡
命
イ
ン
ド
人
が
日
本
の
汎
ア
ジ
ア
主
義
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
は
、
松
浦
正
孝
「
汎
ア
ジ
ア
主
義
に
お
け
る
『
イ
ン
ド
要
因
』

1

1
高
橋
財
政
下
の
帝
国
経
済
再
編
と
デ
イ
ア
ス
ポ
ラ
に
よ
る
反
英
の
論
理
」
(
石
田
憲
編
『
帝
国
の
膨
張
と
拡
散
|
|
第
二
次
世
界
大
戦
を

め
ぐ
る
日
本
と
ア
ジ
ア
』
い
ず
れ
も
仮
題
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
O
O
五
年
夏
刊
行
予
定
)
を
参
照
。

き'h.
n岡

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
二

c
o
o
l二
O
O
三
年
度
基
盤
C
(
2
)
「
『
対
抗
文
明
』
と
し
て
の
『
大
東
亜
共
栄
圏
』
の
政

治
経
済
学
的
・
外
交
史
的
研
究
」
、
二
O
O
二
1
二
O
O
五
年
度
基
盤
A
(
l
)
「
地
球
市
民
社
会
の
政
治
学
」
、
二
O
O
四
1
二
O
O
六
年
度
基
盤
B

(
l
)
「
植
民
地
台
湾
を
め
ぐ
る
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
日
本
の
汎
ア
ジ
ア
主
義
、
台
湾
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
特
に
二
O
O
三
年
度
大
学
院
演
習
に
参
加
し
て
く
れ
た
留
学
生
、
王
珊
珊
、
郎
麗
珍
、
徐
年
生
、
一
勝
敏
淑
の
各
氏
か

ら
様
々
な
ご
教
示
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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The “Taiwan Factor" in Japanese Pan-Asianism: 

The Role of the Political Economy in the Struggle between 

Japan Versus Britain and China over the Taiwan Straits 

Masataka MATSUURA * 

The aim of this paper， written from the angle of political and economic history， is to 

shed 1ight on the construction of the ideology of pan-Asianism that supported Japanese 

imperialism and culminated in the“Greater East Asian War" in the 1930s and 1940s 

Earlier scholarship has often approach吋 thesubject of pan-Asianism from the 

perspective of intellectual history， while largely ignoring the political and economic 

context of the times. Such work put an emphasis on delineating the intellectual 

connections betwe氾nfascism， militarism， imperialism， and Asianism， which originated 

in Tokugawa or Meiji periods， but made little effo此 topaint an“actual image" of 

pan-Asianism. 1n addition， many empirical studies have described in detail the events 

that led to the “Gr回.lerEast Asian War" from the standpoint of diplomatic and military 

history. Most of these studies， which describe political processes based on pluralistic 

models， conc訓 ltrateon issues such as J apan' s right of self-d巴fensein the fac巴 ofthe 

British and American economic embargo， the government's reaction to the power 

vacuum in Southeast Asia after the eruption of World War Il in Europe， and the debate 

between the army's northward position and the navy's southward stance. How巴V巴r，few 

of these studies concretely and empirically examine the meaning of ideology--the 

∞mmunal menta1ity and thinking that pervaded foreign relations of the day. As a 

* Professor， School of Law， Hokkaido University 
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result， almost no historical work considers why an illogical ideology that proclaimed a 

“holy war" against the“devilish Americans and British" carried Japan into a conflict 

that it had no chance， economically or militarily， of winning. If such studies exist， they 

are usually only in the fonn that ahistorically connect the U.S. government's Japanese 

Exclusion Act of 1924 with the attack on Pearl Harbor in 1941. 

This paper， which relies on recent scholarship in the neighboring subfields of the 

history of economic relations， imperialism， and the Chinese merchant community， is 

part of a larger project that analyzes from a political and economic history perspective 

the rise and spread of pan・Asianismduring the Great Depression and after the 

Manchurian Incident. This project regards pan-Asianism as the symbol of a new and 

unprecedented international order， which differed from both th巴 Britishand Chinese 

imperial models， that Japanese leaders sought to create in the 1930s. They strove 10 

make Japan a “super emplr巴" by overcoming the Great Depression and taking 

advantage of the Manchurian Incident. My wider project places an emphasis on 

examining the r巴organizationof economic relations， Chinese and Indian diasporas that 

supported each empire on their peripheries， the subaltern colonialized peoples of each 

empire， and th巴privateand religious organizations that promoled pan-Asianism. 

This essay specifically looks at the case of colonial Taiwan and Japanese leaders' 

attempts to deploy pan-Asianism to influence Taiwanese， whose national identity was 

influenced by both Japan and China and who maintained and expanded commercial 

networks that spread from southern Chinese provinces such as F吋ian，Guangdong， and 

Guangxi to Southeast Asia. Through pan-Asianism， Japanese authorities sought to 

separate China into spheres such as Manchuria， Mongolia， North China， South China， 

Xinjiang， and other areas and then reorganize them with Southeast Asia into a 

Japan-centered East Asian order. At the same time， they sought to eliminate the 

influence of Western imperialism， particularly the British empire that depended on 

Chinese merchants， by demolishing Butish economic privileges， to create a Japanese-

led “Asia for Asians." I alSO analyze closely the role that leaders of the Great Asia 

Society such as Matsui Iwane， Wachi Takaji， and Taketd Mineji play吋 inth巴

development of pan-Asianism in Taiwan and South China. 
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